
































天空監獄の魔術画廊Ⅴ








永菜葉一





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




『天空の大だい監かん獄ごく』のさらに上空。

　薄うすい雲海のなかを一人の少女──スピカが浮ふ遊ゆうしている。

　長い銀ぎん髪ぱつが風に吹ふかれ、川のように揺蕩たゆたっている。

「この世界も様変わりしたね。あの頃ころから変わらないのは空の青さくらいかな？」

　眼下には北の霊れい峰ほうグランデ山脈が広がり、麓ふもとの大平原には革命軍が集結していた。

　金や銀、青銅の甲かつ冑ちゆうを着込んだ騎き士したち。武骨な鉄の鎧よろいの傭よう兵へいたち。杖つえを掲かかげた魔ま術じゆつ師しや法ほう衣えの僧そう兵へいたちもいる。何千何万という大軍勢だ。

「ほんと邪じや魔ましないでほしいんだよね。……ケラウノスの起動はコレの悲願なんだから」

　軍勢の中央には死し骸がいの山があった。スピカの放ったガーディアンたちの成れの果てだ。

　その頂きに立っているのは、一人の老人。

『最果ての魔術師』イングラム・デェイウォーカー。

　この六十年ほどでスピカと二度戦い、いまだに生き延びている、人類最強の魔術師である。

「本当に懲こりないね、最果ての彼は。一回目は単身で、二回目は仲間連れで、それで三回目は大軍勢を率いてきたか。何度返り討うちにされれば気が済むんだか……」

　と、そんな呟つぶやきを魔術で聞き留めたらしい。遥はるか７０００メートル下方にいるイングラムと目が合った。こちらに気づくと同時、拳こぶしを振ふり上げる。大地から魔術光が溢あふれ、瞬またたく間に巨きよ大だいな火柱が上がった。

　地じ獄ごくから噴ふき出たような業ごう火かは『天空の大監獄』の下部地じ盤ばんに直ちよく撃げき。大だい爆ばく発はつを起こし、岩がん壁ぺきオブジェクトの一部から白はく煙えんがたなびいた。

　イングラムがニィと笑えんで声を響ひびかせる。

「これは反はん撃げきの狼煙のろしだ。待っていろ、リオンよ。この無敵の師し匠しようがお前を迎むかえにいってやろう！」

　スピカはふんと鼻で笑い、虚こ空くうへ呟く。

「端たん末まつ、おいで」

「はい。はい。スピカ様。お呼びで。しょうか？」

　ぽんっと現れたミタマへ、指示を出す。

「高度上じよう昇しようしちゃって。周回の軌き道どうルーチンは放ほう棄き。六百秒で安全圏けんを計測後、新たな高度を維い持じ。航路は四百年前辺りのを適当に参照すればいいよ」

「了りよう解かい。了解。しました」

　轟ごう音おんを響かせて『天空の大監獄』が高度を上げ始めた。気流が一帯に吹き荒あれる。それらの風を平然と透とう過かし、ミタマが問う。

「スピカ様は。どうするの。ですか？」

「コレはね、ちょっと相手をしてくるよ。すっごい面めん倒どうなんだけどさ」

　視線の先、再び大地から火柱が迸ほとばしる。スピカは腰こしの二本の長ちよう剣けんへ手を掛かけた。そして、

「最果ての彼だけはコレが相手をしないと止められないからね！」

　星ほし屑くずの光を纏まとってゴオッ！　と飛び出す。視線の先、イングラムも宙へと踏ふみ出し、炎ほのおを纏うようにして向かってくる。天と地から疾しつ走そうする、二つの光。

　その距きよ離りは瞬く間にゼロへと近づき、互たがいの視線が交差した。

「出てきおったな、スピカよ！　ウチの可か愛わいい馬ば鹿か弟で子しを返してもらおう！」

「ははっ、絵え描かきの少年は大切な鍵かぎなんだ！　渡わたすわけないよ！」

　イングラムの右手とスピカの長剣が激げき突とつ。衝しよう撃げき波はが遥かな空を震ふるわせる──。







　一章




　神と魔術師が激突する少し前、場所は第二層の特別懲ちよう罰ばつ房ぼう。

　ここには今、一人の少年と四人の少女たちが監かん禁きんされている。

　少年の名はリオン・ハイレイン。監獄の元・二級看守で、魔王ヴェルゼストの右手を持つ絵描きである。リオンは現在、壁かべへ磔はりつけにされている。左手は鉄の金具で固定され、右手は釘くぎが直接打ちつけられている。スピカの用意した魔王封ふうじの釘である。胸には宝剣に裂さかれた傷があり、包帯から赤黒い染しみが浮うき出ていた。

　そんなリオンを囲むように四人の少女たちが集まっている。

　ブロンドの女騎士、キリカ・スワロウテイル。

　リボンをつけた元・詐さ欺ぎ師し、レオナ・ローズライン。

　魔王ハイレイン教の修道女、シスター・アネット。

　軍服の元・処しよ刑けい人、フィーネ・ルウ・ミストレイア。

　彼女たちの足には鎖くさりがつけられ、鉄球に繫つながっている。自由に動けるのは二メートル少々の鎖の範はん囲いだけだ。

　ほんの数時間前、リオンたちは『天空の大監獄』からの脱だつ獄ごくを決行した。

　監獄の最下部、地下第七層に穴を開け、グランデ山脈へ降下する作戦だった。

　だがあと一歩のところでスピカに出し抜ぬかれ、失敗。この特別懲罰房に監禁されることとなった。周囲は薄暗く、苔こけむしている。

　だが闇やみのなかに、一つの光がぼんやりと輝かがやいていた。

　光源はキリカが手にしているブローチ。真ん中の窪くぼみから魔術文字が浮き出て、女の声が響いている。念話の魔術だ。

　一方的に様々な話が語られ、リオンたちは啞あ然ぜんとしている。

　女の声はまったく気に掛けず、最後にこう締しめくくった。




「『目覚めし魔王よ。我々、革命軍は──あなたの脱獄をお助けします』」




　しばらく沈ちん黙もくが下りた。誰だれも何も言えない。リオンでさえすぐには口を開けなかった。

　率そつ直ちよくに言って混乱している。

　というのもこの数時間、あまりにも色々なことが起き過ぎた。

　一番はもちろん脱獄の失敗。本来、リオンはこの日のために様々な魔道具や装備を用意していた。だが決行直前にハイネ・ロットアインに強きよう襲しゆうされ、独どく房ぼう塔とうが倒とう壊かい。準備していたすべての道具を失ってしまった。

　それでもどうにか第七層の地下大聖堂には辿たどり着いたものの、脱獄王ヴァレリアやスピカの乱入があり、結果は現在の通りである。

　また最悪なことに、この特別懲罰房の担当となったのがマティーリという因いん縁ねんの看守だった。マティーリはリオンを痛めつけて先ほど出ていったのだが、その際『明日あしたから女どもを毎日一人ずつ犯おかす』と宣言されている。

　ブローチが輝き、念話が発動したのはその直後のことだった。

　リオンは師匠のイングラム・デェイウォーカーだと思い、反射的に罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせたのだが、なんと念話の相手は別人だった。

　キリカの地上時代の副官、シェリーという女騎士である。

　この時点でリオンたちはほぼ思考停止しかけていた。

　だがシェリーはさらに混乱を加速させることを言い出した。

　自分は革命軍で、グランデ山脈の麓に騎士たちが展開しており、最後は前述の『脱獄をお助けします』宣言である。

　いい加減、理解が追いつかない。だがいつまでも呆ほうけているわけにもいかず、リオンはどうにか口を開いた。

「ええと、シェリー……でいいか？　確かく認にんするが、君はここにいるキリカの知り合い、アルヴィレウス王国の女騎士、シェリーなんだな？」

　キリカもそれで我に返ったらしく、勢い込む。

「わたしが間ま違ちがえるはずがないわ！　この声はシェリーよ、そうよね？」

　するとブローチの向こうから返答がくる。キリカとは対照的に落ち着いた声だ。

「『肯こう定ていです。私の名はシェリー・メルウッド。スワロウテイル騎士長の下もと、アルヴィレウス王国・王立近衛このえ騎士団・第四隊の副騎士長を務めております。現在は騎士長不在のため、第四隊は私の預かりです。無論、彼らも革命軍としてこの場に馳はせ参じています』」

　途と端たん、キリカの目が輝いた。

「やっぱりシェリーだったのね！　今何してるの、一体何がどうなってるの!?　ちゃんとご飯食べてる!?　第四隊のみんなは元気!?　王都の様子はっ!?」

「『あー、そんな矢や継つぎ早ばやに訊きかれても困ります。お元気そうで何よりですが、少し黙だまっていて下さい。会議の時も騎士長が口を挟はさむといつもまとまらないでしょう？』」

「ひどっ!?　久しぶりの再会なのにその言い草、間違いなくシェリーだわ……っ。もうちょっと何かないのっ？　わたし、空の上の監獄にいるんだけど!?」

「『騎士長のことですからどうせ無事なのでしょう？』」

「無事じゃないわよ!?　直腸検査とかオークとかすっごい大変だったんだから！」

「『でもなんだかんだで無事なのでしょう？』」

「そ、それはそうだけど……っ」

「『あなたはそういう人です。心配するだけ損だと身に染みています』」

　何やらため息交じりだった。こりゃだいぶキリカに苦労させられてるな……と若じやつ干かん同情しつつ、リオンは口を挟む。

「君の素す性じようは分かった。だが背後関係がまったく見えない。シェリー、君は俺の師匠とどういう関係なんだ？　そもそも革命軍とはなんだ？　俺たちが『革命』という言葉で連想するのは、アルヴィレウスの元老院だぞ？」

　キリカがはっとした顔になる。

　アルヴィレウス王国では元老院の貴族たちが革命を起こそうとしている。そこに『天空の大監獄』も一枚嚙かんでおり、囚しゆう人じんたちの魔力の一部は、地上で革命の武器作りに使われている。その革命の是ぜ非ひを確かめるというのが、キリカの脱獄目的なのだ。

　リオンは続ける。

「元老院は革命で王族を倒たおそうとしている。これは監獄の看守なら誰もが知っている事実だ。俺の認識は間違ってないと思うが、どうだ？」
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　キリカがブローチを見つめて息をのむ。副官の女騎士は答えた。

「『はい。アルヴィレウスにそういった動きがあるのは事実です』」

　途端、キリカの表情が鋭するどい騎士のものになった。

「シェリー、答えなさい！　どうしてあなたが革命に加担しようとしてるの!?　事と次し第だいによってはあなたの上官としてわたしは──」

「『ですが、その企たくらみは私と騎士団でほぼほぼ叩たたき潰つぶしました』」

「へ？」

「『元老院のウォーガルド議会長もこの手で半殺しにしておいたので、ご安心を』」

「ど、どゆこと？」

「『当然でしょう？　私利私し欲よくのために争いを起こすなど、罰ばつせられるべき悪行です。それに騎き士し長ちようが絵画の審しん判ぱんを受けた際、元老院はずいぶんと嘗なめた態度を取ってくれたと聞いています。ですから騎士長の部下である我ら第四隊が中心となって、ボッコボコにお礼参りをしておきました』」

「えーと……？」

　キリカの頭にどでかいハテナが浮かぶ。

　絵画の審判というのは『イグリエの絵画目録』によって、『魔ま王おうの絵画』を宿らせる儀ぎ式しきのことだ。キリカも収しゆう監かん前に地上で絵画の審判を受けている。ウォーガルド議会長というのは『イグリエの絵画目録』をかざした貴族のことだろう。

　だがその貴族を始めとした元老院──革命を起こそうとしていた連中はシェリーたちがすでに倒してしまったらしい。

　なんとなく背後関係が見えてきて、リオンは唸うなる。

「つまりアルヴィレウスで革命を起こそうとしていた元老院と、シェリーたち革命軍はまったく別の組織ということか？」

「『その通りです。一いつ緒しよにされては困ります。元老院は王国の権力を狙ねらっていたただの小悪党。対して我々革命軍は世界に真の平和を築くため、イングラム殿どのの下へ集つどった正義の勇士。革命というキーワードこそ同じですが、縁えんもゆかりもありません』」

「ふむ……」

　リオンは頷うなずく。師し匠しようが王国なんて欲しがるはずがないので、その辺りは納なつ得とくできた。

　ついでに言えば、

「キリカ、どうやら君の心配していた革命はもうシェリーたちが打ち破ったらしいぞ？」

「そうなのっ？」

　キリカは目を瞬またたき、あたふたと混乱する。

「だ、だったらわたしが収監された時、なんで誰も助けにきてくれなかったの!?　本当はみんな革命を望んでるんじゃないかってすっごい悩なやんだのよっ」

「『当時、革命軍はすでにハイレイン殿救出に動き始めていました。ちょうどいいので騎士長にはハイレイン殿の護衛になって頂くことにしたのです』」

「ちょうどいいので、って！　何その適当な感じ!?」

「『そのくらいはして頂かないと。だいたい私が裏から止める間もなく、騎士長がハイレイン殿を捕とらえてしまったのが事の発ほつ端たんなのですよ？』」

　と、それまで黙っていたレオナがにぱっと笑った。

「リオンの両足を斬きり裂いて捕つかまえたんですよね？」

「う……っ」

　アネットが「まあ」と目を丸くする。

「キリカ様、そのような大罪を犯してらっしゃったのですか」

「いやあのね……っ」

　フィーネが呆あきれ顔で腕うでを組む。

「無む茶ちや苦く茶ちやだな、貴様は」

「その件はごめんなさいってばーっ」

　涙なみだ目めで叫さけぶキリカ。さすがに不ふ憫びんなのでフォローする。

「いやまあ過ぎたことだし、あの時のキリカは騎士の職務でやってたわけだからな？」

「『だとしても、私の負ふ担たんが激増したことに違ちがいありません』」

　間かん髪はつを容いれずシェリーが口を挟んだ。どうやらフォローも許さないようだ。

「『騎士長がハイレイン殿を監かん獄ごく送りにしたその日からです。私はどこにいるとも知れないイングラム殿を捜さがし出し、各国の同志たちを招集し、軍備を整えて指揮系統を構築し、元老院を叩き潰して宝ほう剣けんを奪だつ取しゆして……他ほかにもあれやこれや。計画を十年は早めねばなりませんでした。大変でした。死ぬかと思いました。どうしてくれるんですか？　監獄で護衛になる程度、やって頂かねば帳ちよう尻じりが合いません』」

「いやさすがにシェリーの負担なんて知らないわよ!?　革命軍なんてわたし知らないし！　それにリオンと合流するなんてどうして分かるのっ？」

　それは、とリオンが答える。

「俺がキリカを迎むかえようとしたのは『無限煉れん獄ごく』がアークドラゴンの使し役えきに使えると踏ふんだからだ。その使役方法はそもそも師匠がやっていたものだ。シェリーと師匠が繫つながってるなら、キリカが『無限煉獄』だった時点で俺がキリカを欲ほつすると予測したんだろう」

「『ご明察の通りです。加えて騎士長がいれば、ハイレイン殿の生存率は飛ひ躍やく的てきに高まります。宝剣もそのために送り込みました』」

「確かに役には立った。宝剣がなけりゃロード・フェニックスには勝てなかったからな」

　すでに監獄に没ぼつ収しゆうされてしまったのだが、ブローチには当初クリスタルがついていた。

　キリカの宝剣アスカロン・ジータのクリスタルである。『なぜ師匠がキリカの宝剣なんて持っていたのか？』と疑問だったが、あれはシェリーが用意したものだったらしい。

「それにしてもずいぶんと俺の身を案じてくれるんだな、革命軍ってのは」

「『当然です。あなたがすべての要かなめですから』」

「要ね」

　事態の輪りん郭かくはだいたい摑つかめてきた。ゆえに核かく心しんに踏み込む。

「師匠が背後にいて、俺が要ってことは、まず間違いなく右手が関係している。そしてこの作品番号６６６番『魔王』はヴェルゼスト亡なき後、地上の絵え描かきたちが連綿と継けい承しようしてきたものらしい。ということは革命軍はその継承者たちが作った組織だと考えるのが妥だ当とうだ。君はさっき『世界に真の平和を築く』と言ったが、おそらく具体的にはかつての魔王の敵『外がい殻かくの神々』を斃たおすこと。それが革命軍の存在理由だ。違うか？」

「『……さすがイングラム殿のお弟で子しさんですね。おおよそ正解です』」

　感かん嘆たんの賛辞を寄よ越こし、シェリーはいくつか補足を加えてきた。

　右手の継承者たちはこの数百年、各地を放ほう浪ろうして同志を募つのってきたらしい。いずれ再び神々と戦うための同志をだ。そして近年になり、リオンの師匠イングラムが各地の同志を一つにまとめ上げた。それが革命軍なのだという。

　説明を聞き、キリカはぽかんと大口を開けた。

「わたし、シェリーがそんな組織に入ってるなんてぜんぜん知らなかったんだけど……」

「『秘ひ密みつ裏りに創つくられた組織なので当然です。私の場合は三代前の祖先が当時の継承者と親交を持っていました。他ほかの者たちも事情はだいたい似たり寄ったりです』」

　時間を掛かけ、人の輪を繫いでできた組織、それが革命軍なのだとシェリーは言う。

　リオンはまたもや納なつ得とくする。

　師匠は昔からいまいち正体が謎なぞなところがあった。

　絵描きのくせに魔術を使うことはもちろん、戦時下の国境をなぜか平然と通れたり、領主の屋や敷しきに押し入ってもなぜか歓かん迎げいされたり、ワケの分からないコネクションを持っていた。あれはこの革命軍の繫がりだったのだろう。

「『ハイレイン殿、ご理解頂けたところで話を戻もどします。あなたには早急に脱だつ獄ごくしてもらわなければなりません』」

「何かこっちの知らない事態が起こってるようだな？」

　シェリーの話が本当なら、リオン救出のためにかなりの軍勢が動いている。だが弟子可か愛わいさでそこまでする師匠でないことは身に染しみている。

「どんな事情があるのか知らないが、俺だって可能ならすぐに脱獄したい。因いん縁ねんの看守がキリカたちを狙ってるんだ」

「『いえ、失礼を承知で申しますが、すでに事態はそんなレベルではありません』」

　キリカが『むむ』という顔をしたが、リオンは先を促うながす。

「どういう意味だ？」

「『心して聞いて下さい。右手の現継承者リオン・ハイレイン殿。あなたがこのまま捕まっていれば──』」

　そして革命軍の女騎士は恐おそろしいことを言いだした。




「『この世界が滅ほろびます』」




　すぐには意味が飲み込めなかった。

　キリカは再び大きなハテナを浮うかべ、レオナは意味を吟ぎん味みするように押し黙だまり、アネットはとにかく恐ろしげな言葉に両手を組み、フィーネはやはり思考を始める。

　リオンもどうにか頭を動かし、「待て、待て、待て」と言葉を絞しぼり出す。

「意味が分からん。どうして俺が捕まってるとそんなことになる？　俺はヴェルゼストみたいに世界を滅ぼそうなんて考えてないぞ？」

「『そこに誤解があります。世界を滅ぼそうとしているのは魔王ではなく神々──スピカの方です』」

　また驚おどろくべき情報が出てきた。

「スピカが……なぜそんなことを目もく論ろむ？　いや、というか革命軍はスピカのことまで知っているのか？　監獄の看守だって知っているのは『塔とうの住人』の存在までだ。スピカ自身についてはその名すら……ああ、いや右手と神々の関係を考えれば、師匠が知っててもおかしくはないのか」

「『すべてをご説明するには過去の話をする必要があります。時間がないので搔い摘つまんだものになりますが』」

「ああ、なんでもいいからとにかく話してくれ。悪いが、本当に信しん頼らいできる話かどうかはこっちでも精査させてもらうぞ」

　レオナとフィーネに視線を向けると、二人は慎しん重ちように頷きを返してきた。キリカとアネットは虚きよ実じつを見破ることには長たけていない。この三人でどうにか見み極きわめなければならない。あまりに荒こう唐とう無む稽けい過ぎる。

「『ではお話ししましょう。数百年前、この世界で一体何が起こっていたのか。魔王と神々の戦い、その真実を──』」







　初めに、ヴェルゼストという男がいた。

　彼は絵を描きながら世界中を旅していた。それ自体は別段珍めずらしいものではない。今でこそ『魔王の絵画』の悪評によってだいぶ減ったが、当時、絵描きというのは旅人のありふれた職業だった。

　ただ、一つヴェルゼストに特異な点があったとすれば、彼が絵描きであると同時に魔術師だったことだ。それも史上類を見ないほどの天才魔術師である。

　ヴェルゼストは旅先でたまに人助けをした。

　博愛主義者だったわけではない。彼が助けたのは彼が守りたいと思ったものだけ。つまりは心揺ゆさぶられる景観やモデルたちである。

　圧あつ倒とう的てきな魔術で人助けをするうち、噂うわさが独り歩きした。いつの間にか魔導の王と呼ばれるようになっていた。

　ある時、珍しい人々に出で逢あった。彼らはある理由によって『孤こ立りつの民たみ』と呼ばれ、迫はく害がいされていた。

　その理由とは、彼らが迷い人だったことだ。それも──異世界からの迷い人である。

　この世界とは別の、もう一つの世界が存在していることは、伝承などで昔から示し唆さされていた。『神かみ隠かくし』や『妖よう精せいの誘さそい』という言葉は各地に存在している。こちらの世界からあちらへいってしまったり、逆にあちらの世界からこちらへ迷い込んだり──そうした人々の話は、各地で語り継つがれている。

　だが『孤立の民』の場合は規模が違った。

　一つの集落の人々が丸ごとこちらの世界へ迷い込んだのだ。

　特異な彼らを受け入れる領地はどこにもなく、世界中から忌き避ひされていた。

　彼らの話を聞き、ヴェルゼストは一つの決意をした。

　それは世界を繫ぐこと。

　超ちよう大規模術式を構築し、二つの世界を繫げ、『孤立の民』を帰き還かんさせようと考えた。無論、並なみ大たい抵ていのことではない。だが世界は一つの集落丸ごとの人間すら許容した。そこに活路があるはずだった。

　人里離はなれた秘境、北部のオーベル峡きよう谷こくに拠きよ点てんを構え、ヴェルゼストと『孤立の民』は研究を始めた。長い時間が掛かった。そしてとうとうあと一歩のところまできた、その時。穏おだやかな研究の日々は唐とう突とつに脅おびやかされた。

　勇者たちの出現である。

　それは『孤立の民』と同じく異世界から迷い込んだ子供たちだった。『孤立の民』と違うのは、彼らが圧倒的な力を持っていたこと。そして、ヴェルゼストに戦いを挑いどんできたこと。

　勇者たちはヴェルゼストが世界を滅ぼそうとしていると謳うたった。

　無論、数多あまたの魔ま術じゆつを駆く使しして応戦した。だがヴェルゼストの魔術は高位のものほど世界を大きく歪ゆがめてしまう。世界を繫ぐことを目的としている以上、魔術を十全に使うことはできなかった。

　やがて、敗北が訪おとずれた。

　東部の城へ攻せめ込まれ、勇者の剣がヴェルゼストの胸を貫つらぬいた。

　ヴェルゼストは最さい期ごにどうにか『孤立の民』だけは逃にがした。これ以上、そばにいれば勇者たちの追つい撃げきに巻き込んでしまう。最後に『──生きよ』と言い残し、ヴェルゼストは『孤立の民』と袂たもとを分かった。

　魔導の王は、いつしか魔王と呼ばれていた。

　そして魔王は百年の逃とう走そうを始める。彼にとって最期の旅だった。

　旅のなかで少女たちに絵画を描えがいた。勇者と魔王の戦乱によって、不幸になった少女たちだ。償つぐないのつもりで魔術を与あたえた。いつか彼女たちが不幸を乗り越こえられるようにと。

　６６５枚の『魔王の絵画』はそうしてこの世に生まれた。

　そして６６６枚目。最後の一枚を描こうとした時、すでに魔王は瀕ひん死しだった。

　勇者に見つかり、封ふう印いんの術式を撃うち込まれたのだ。

　どうにか一時、勇者を撒まいた時、旅の絵描きが通りかかった。

　まだ年若い少年だった。彼は各地に残された『魔王の絵画』に感かん銘めいを受け、製作者を探していたのだという。

　魔王は少年にこれまでのことを語り、右手を託たくした。

　それが作品番号６６６番『魔王』。すべての絵画を統すべる右手の絵画。

　少年が去った後、勇者に見つかり、ついに魔王は命を絶たれた。

　それからしばらくして、勇者たちに『魔王の絵画』の存在が気づかれた。

　絵画にすることで魔術を隠かくしていたのだが、勇者たちの目は欺あざむけなかった。

　かつて魔王の拠点だった天空城が監かん獄ごくになり、少女たちが収しゆう監かんされていった。

　右手を受け継いだ少年は戦おうとした。だが勇者の封印を受けた右手は力を発揮せず、誰だれ一人救うことはできなかった。

　自分一人の力では届かない。あの空には至れない。そう悟さとった少年は旅を始める。いつか必ず斃たおすと誓ちかって。

　長い長い時が経たち、かつての戦いは伝説になり、勇者たちは神々として崇あがめられるようになった。

　一方、絵え描かきの少年は目的を果たせないまま、老いて死んだ。だが死ぬ間ま際ぎわに新たな絵描きへ右手を託した。そうして『魔王』は継承されていった。

　さらに時が経ち、最初の戦いから数百年が経った頃ころ。

　とんでもない事態が起こった。

　右手を継承した絵描きが『天空の大監獄』へ収監されてしまったのだ──。







　シェリーが一いつ旦たん言葉を切ると、リオンは堪たまらず呻うめいた。

「俺か」

「『あなたです』」

　思わず胸中で頭を抱かかえた。驚くべき事実は多々あった。とくに魔王の正体がどうやら人間の絵描きだったらしいことなど、想定はしていたものの改めて聞くと驚きがある。

　だがそんな驚きも吹ふっ飛んだ。

　もしもシェリーの話が本当なら、自分は歴史的な大失態を犯おかしたことになる。

「いやいや待て待て、落ち着こう。そもそも師し匠しようが悪い。そんな重要なことを話さずに右手を託すなんて滅め茶ちや苦く茶ちやだ」

「『イングラム殿どのによれば、右手の件はハイレイン殿の絵が上達してから話すつもりだったそうです。まさかその前に捕ほ縛ばくされるとは思っていなかったようで……。──なんのために幼少時から鍛きたえたと思っとるんじゃ、と嘆なげいていました』」

「……ああ、修しゆ行ぎようの旅は監獄からの逃走手段を鍛えるためのものだったのか」

「つまりその成果すら発揮させない、キリカさんの手際が見事過ぎたってことですね」

「だからごめんなさいってばーっ！」

　レオナにツッコまれ、キリカが泣き叫さけぶ。

　若じやつ干かんの覚かく悟ごを決めつつ、リオンは改めて水を向けた。

「シェリー、そろそろ核かく心しんを話せ。俺が捕つかまっているとなぜ世界が滅びるんだ？　『氷ひよう珠ずの塔』から勇者たちが大挙してくるとでもいうのか？」

「『いえ、勇者たちはすでに帰還しています』」

「帰還している？」

「『ええ、戦いの終しゆう盤ばんには、すでに帰還方法を確立していたようです。百年の逃走が終わった後、彼らは元の世界へ帰りました。ただし、一つの保険を残して』」

　シェリーの声が一段低くなった。ここからが本題だと空気が告げていた。

「『勇者たちは自分たちの帰還後、魔王と同等の存在が現れることを危き惧ぐしました。再び世界を繫つなごうとする危険性を考えたのでしょう。よって万が一のために残した保険、それが──神しん球きゆう儀ぎケラウノス・オメガ。『氷珠の塔』を天空砲ほう台だいとし、亜あ光こう速そくの電子を地上全土に放射する、勇者たちの殲せん滅めつ兵器です』」

　リオンは思わず声を荒あららげた。

「亜光速の電子だと!?　それは……反物質の陽電子じゃなくてか!?」

「『ええ、正物質の電子です』」

　シェリーの返答は早かった。質問を予期していた早さだ。

「『我々の世界は異世界で言うところの反物質でできています。反物質は正物質と出会うことでエネルギー変へん換かんし、対つい消しよう滅めつを起こします。つまり──』」

「ケラウノスを撃たれた瞬しゆん間かん、俺たちの世界は対消滅してしまう……」

　それは確かに世界の滅ほろびだ。

「しかし……あくまで保険なんだろう？　それほどの兵器だ。なんらかの封印措そ置ちはされているはずだ。それこそ実際に魔王と同等の存在が現れでもしない、限り……」

　言葉の途と中ちゆうではっと気づいた。

　考えてみれば。

　最初のアークドラゴンの脱だつ獄ごくの折、リオンに右手を使う力を与えたのはスピカである。

　百年の逃走の最後、魔王の右手を封じたのは勇者だ。それをスピカが解除できたこと自体は不思議ではない。

　だがそもそもの前提として、スピカが右手の封印を解くのはおかしい。

　その矛む盾じゆんに気づくと同時、リオンのなかでスピカの意図が浮うき彫ぼりになった。

　右手の封印を解かれた後、リオンはヴァレリアという強敵と戦っている。歓かん談だん室で休戦協定を結んだ際、あえて指し摘てきはしなかったが、部屋にはスピカの気配があった。

　熾し天てんの儀ぎでは二級看守のなかでリオンとハイネだけが参加者に抜ばつ擢てきされている。選出を行ったのは当然『塔とうの住人』たるスピカだろう。

　リオンは戦いのなかで徐じよ々じよに右手を掌しよう握あくしてきた。それらの戦いすべてにスピカの影かげがある。まるでリオンをあえて戦わせ、右手の掌握を助長するかのように。

　そしてもう一つ決定的なことに、地下大聖堂からの脱獄を決行する直前、『天空の大監獄』にはかつてない勢いで囚しゆう人じんたちが──つまり『魔王の絵画』が集められていた。

　これらの事実を加味すると、答えが浮かんでくる。

　リオンは掠かすれ声で口にした。

「スピカは……俺を完全な魔王として覚かく醒せいさせようとしているんだな？」

「えっ、なんでスピカがそんなことするのよ!?」

　キリカが目を瞬またたく。するとレオナとフィーネが交こう互ごに答えた。二人とも同じ答えに行き着いたようだ。

「神球儀の封印解除の条件は、実際に『魔王と同等の存在』が現れることなんですね」

「右手を掌握したご主人様に、監獄が集めたすべての絵画を与える。そうすれば『魔王と同等の存在』が現れたことになる。封印は解除されるわけだ」

　リオンは呻くように引き継ぐ。

「そうして神球儀ケラウノス・オメガの力でこの世界を対消滅させる。それがスピカの目的……と、君が言いたいのはそういうことだな、シェリー？」

「『肯こう定ていです。我々は当初、右手がスピカによって完全消滅させられることを危惧していました。ですがイングラム殿の観測する右手の力は日に日に強まっていき、程ほどなくして囚人の一いつ斉せい収しゆう監かんが始まった。この状じよう況きようが示すものは一つしかありません』」

「そうだな……こっちでも否定できる要素はない」

　正直、途中まではかなり慎しん重ちように聞いていた。シェリーや師匠が荒こう唐とう無む稽けいな話でこちらを煙けむに巻き、何かよからぬことに利用しようとしている可能性もあったからだ。

　だがシェリーの語った内容は、今まで経験してきたスピカの動向と矛盾しない。

　リオンはレオナとフィーネに意見を求める。

「どう思う？　二人とも」

「声だけなので絶対とは言い切れませんけど……あたしはシェリーさんに噓うその気配は感じなかったです」

「私も黒と断定する材料は見み出いだせん。ヴァレリア様から断だん片ぺん的てきに聞いていた情報とも一いつ致ちする」

「やっぱりヴァレリアは今の話を知っているのか？」

　フィーネは思案顔をする。

「あの方は良く言えば秘密主義、悪く言えば他人をびっくりさせたい癖ぐせがあってな。私も実務的なこと以外はあまり知らされていなかった。だが……魔王と神々の件は間ま違ちがいなくご存じだろう」

「そうか……まあ、そうだろうな」

　地下第四層にあったヴァレリアの祭さい壇だんを思い出し、リオンは頷うなずく。ヴァレリアの脱獄がこちらの想像通りならば、今の話は前提として知っているはずだ。

「『ハイレイン殿』」

　ふいにシェリーがブローチの向こうから問いかけてきた。

「『ヴァレリアというのは、ひょっとしてガレク王国の第二王女ヴァレリア・ガレク・ワイズシャットのことですか？』」

「ああ、そうだ。この監獄だと脱獄王って通り名が有名だがな。その王女に間違いない。それがどうかしたのか？」

「『いえ、何も。よく知られた名なので確かく認にんしたまでです』」

「シェリー、ここまでの内容を聞く限り、俺たちが経験してきた事こと柄がらとの矛盾はない。とりあえずは君の話を信じよう。……まあ、できれば信じたくない内容だが」

　このまま捕まっていれば、スピカはすべての絵画をリオンに与あたえ、魔ま王おうと同等の力を持つ者を誕生させる。すると神球儀ケラウノス・オメガの封印が解かれ、スピカはそれを使ってこの世界を滅ぼすつもりだ。

「なぜそんなことをしようとするのでしょうか……？」

　アネットが青い顔で疑問を口にした。

「『理由までは分かりません。ですが希望的観測で否定できる段階は過ぎています』」

　その通りだ、とリオンは嘆たん息そくした。万が一違うかも、と静観して世界が滅びたら冗じよう談だんにもならない。

「……確かにこりゃすぐにでも脱獄しなきゃならないな」

「『ご理解頂けて何よりです』」

「しかしスピカは結局何者なんだ？　勇者たちが帰き還かんしてるってことは異世界の子供ではないんだろ？」

「『ハイレイン殿はすでにある程度推測がついているのでは？』」

　指摘に対して、リオンはやや思案した後、答えた。

「革命軍なら知ってるだろうが、スピカは演算予知の力を持っている。あれはどう考えても人間の規格を超こえた力だ。たとえ異世界の技術であったとしてもな。だとすると……スピカは演算予知のために創つくられた者、魔術でいうところの使い魔みたいなものか？」

「『肯定です。スピカは勇者たちが帰還の研究中に創り出した疑ぎ似じ生命です』」

「なるほど。飼い主に置いていかれた使い魔の暴走ってとこか……。それでこれからどう動く？　革命軍は俺の脱獄を手助けしてくれるってことだが、当然、そうなればスピカは阻はばみにくるぞ？」

「『ええ、ですからまずこちらで──スピカを斃たおします』」

「……また大おお雑ざつ把ぱに出たな。師匠が言い出しっぺだろ？」

「『……はい。ですがもし勝てるならそれに越こしたことはありません。イングラム殿は対スピカ用の術式をすでに完成させています。ただその話をする前に、私から一つお願いがあります。イングラム殿ではなく私発案の計画なのですが』」

「なんだ？」

「『スピカを斃せたならば、私は地上の支配体制を改革すべきだと考えています』」

「地上の支配体制を？　つまり……王政を廃はい止しするってことか？」

　するとキリカが「えっ」と声を上げた。

「アルヴィレウスの王陛下に剣けんを向けるってこと？　シェリー、あなたやっぱりそういう革命をする気なのっ？」

「『落ち着いて下さい、騎き士し長。何も権力を乗っ取ろうという話ではありません』」

　宥なだめるように言い、続ける。

「『私も王陛下のお人ひと柄がらは敬愛しています。あの方は心から平和を愛しておられる。ですが王陛下を含ふくめた地上の王族たちが長年、スピカの支配を受け入れ、その裏で血が流れていたことは事実です。囚人たちの収しゆう監かんはもとより、監かん獄ごくの指示で歴史が歪いびつに動いた事例は枚挙に暇いとまがありません。隣りん国ごくと開戦せよ、魔ま獣じゆうへの防備を緩ゆるめよ、遊牧民を狩かり尽つくせ。騎士長も意図の見えない命令を受けたことはあるでしょう？』」

「確かに、魔獣を狩り尽くせそうなところで撤てつ退たい命令が出たことは一度や二度じゃないけど……あれは王陛下が騎士団の身を案じてくれたからじゃないの？」

「いや、それは確かに監獄の指示だな。魔獣を狩り尽くしてアルヴィレウスに恒こう常じよう的てきな平和が訪おとずれることを嫌きらったんだ」

　リオンが横から言うと、キリカはさらに動どう揺ようした。

「な、なんでそんなことを？」

「キャンバス確保のためだ」

　すると「あ……っ」とキリカの目に理解が灯ともった。スピカはキャンバスとなる少女を常に確保できるよう、定期的に地上へ戦乱の種を蒔まいている。

　その話は以前にリオンも説明したが、今シェリーが語っているのは、その行いに各地の王族も従っているという話だ。

「『スピカを斃せたならば、この支配体制も根本から変えねばなりません。王族自身が高潔な方々であっても、統治を任せるわけにはいかなくなります。民たみのために』」

「言ってることは……。間違ってない……わね」

　逡しゆん巡じゆんするような間を置きつつ、やがてキリカは頷いた。民のためという言葉が功を奏していた。

　キリカ自身は騎士の忠義からくる王族派だ。しかし平和の定義を間違えることはない。副官だけあってシェリーはキリカの考え方をよく分かっていた。

　リオンは先を促うながす。

「で、そうすると、シェリーはどんな新しい体制を考えてるんだ？」

「『平民貴族の区別なく選挙によって有能な者たちを集め、議会を開きたいと考えています。貴族のみの元老院ではなく、真にすべての民が参加する政治体制です』」

「理には適かなっているが……それでも象しよう徴ちようとしての王は必要じゃないか？」

「『ええ。人心を束ねるには中心となる者が必要です。ハイレイン殿どの、あなたにその大役をお任せしたい』」

「ん？」

「え？」

「いやー……」

「あら！」

「ほう」

　リオンは首を傾かしげ、キリカは目をぱちくりする。

　レオナは首を振ふり、アネットは喜色満面、フィーネは興味深げに頷いた。

「それ、リオンが王様になるっていうこと!?」

　キリカが叫さけぶと、シェリーはすかさず肯定した。

「『そうです。この場合、ハイレイン殿の資質はさておいて、王族と神々に代わる新たな象徴を選ぶとすれば、魔王以上の適任はおりません』」

　しかし、と思案顔で口を開くのはフィーネ。

「魔王は世界を滅ほろぼそうとした悪あしき存在──そういう伝承が地上には行き渡わたっている。よりにもよって新たな王が魔王というのは不可能ではないか？」

「『だからこそです。神を墜おとせば、人々は心の行き先を見失う。取って代わるのは神と同等の存在でなければなりません。ゆえにその伝承を利用します』」

　言わんとしていることを理解したらしく、フィーネは「なるほど」と頷いた。

「伝承を捻ねじ曲げるのだな。『世界を滅ぼそうとしたのは魔王ではなく神々だった。それを阻もうとして討うたれた悲劇の魔王。その力を受け継ついだ者が神しん球きゆう儀ぎによる世界の危機に立ち上がり、ついに真の巨きよ悪あくを打ち斃した──』とこんなところか。確かに英えい雄ゆう譚たんとしては申し分ない。上手うまくやれば人心を味方につけられるかもしれんな」

　するとアネットがわなわなと肩かたを震ふるわせ、熱く拳こぶしを振り上げた。

「ついに！　ついに魔王ハイレイン教の御み旗はたを掲かかげる時がきたのでございますねーっ！」

「『魔王ハイレイン教？　そんなものがすでにあるのですか？　是ぜ非ひ詳くわしくお聞かせ願いたい。事によれば、こちらとしても布教にお力ちから添ぞえさせて頂きます』」

「おっ任せっ下さいっませーっ！」

　アネットが怒ど涛とうの勢いで説明を開始し、シェリーも真剣な調子で「『ふむふむ』」と聞き入る。だが程なくしてレオナが口を挟はさんだ。

「盛り上がっているところ、申し訳ないんですけど……たぶんそれ上手くいかないと思いますです」

「ええっ!?　なぜでございますか、レオナ様!?　魔王ハイレイン教の夜明けですのに!?」

「『私もお聞かせ願いたい。シスター・アネットの教義は非常に理に適っています』」

　レオナは困った顔で「なんと言いますか……」と呟つぶやき、

「リオンは王様とか興味ないと思いますよ？」

　途と端たん、キリカ、アネット、フィーネは揃そろって『ああ……』という顔になった。

「まあ、確かにリオンの柄がらじゃないわね。忙いそがしくて絵が描かけないって嫌いやがりそう」
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「で、ですがっ、せっかく良いお話ですのに……っ」

「諦あきらめろ、シスター。ご主人様の絵描き馬ば鹿かっぷりはよく分かってるはずだ。こればっかりはどうにもならん」

　レオナを含め、四人の少女たちは完全に結論が出たという顔をする。焦あせるのはシェリーである。

「『待って下さい！　新たな統治には魔王が必要なのです。政治自体は議会で回すので象徴の役目だけでも担になって頂ければ……！』」

「それならキリカさんでもいいんじゃないですか？　飛ひ燕えんの騎士の名は周辺国にも轟とどろいてますし」

「え、わたしっ？」

「『確かに騎士長の擁よう立りつも考えはしました。ですがこの人は根がポンコツです。私の苦労が激増するのが目に見えてると言うか……。騎士団でも一いつ般ぱん兵の士気に関かかわるので、騎士長は鬼おにのように厳しいというイメージを植え付けてどうにか統とう率そつしてるところがありますし、他ほかにも──』」

「えっ、ちょっと待って!?　わたしがみんなから遠巻きにされてたのって、まさかシェリーのせいなの!?」

「『当然です。数千人程度ならあなたの人柄でどうにでもなりますが、万単位になればイメージ操作は不可欠ですから』」

「なんか初耳なこと多過ぎるわよ……っ!?」

　キリカは色々抗こう議ぎしたそうだが、シェリーはあっさり無視した。

「『神と魔王の対立構造からすればやはり適任はハイレイン殿です。多少語ご弊へいがありますが……世界を自由にできる権力が手に入るのですよ？』」

「んー、シェリーさん。無理だと思いますよ？　リオンは権力なんか欲しがるタイプじゃないですし、それならまだ世界中の画材が手に入るとか言った方が──」

「いや受けよう。確かく認にんするが、世界を自由にできるんだな？」

「「「え？」」」

　リオンの言葉にレオナ、キリカ、フィーネが同時に目を丸くする。しばらく呆ぼう然ぜんとした後、レオナが訝いぶかしげに尋たずねる。

「世界中の画材のためですか……？」

「もちろん画材は頂く。魔獣の危険指定区域のスケッチとかもさせてもらおう。だがそれらを別にしても──世界の王としての権力は手に入れたい」

　皆みな、真意が摑つかめないという表情だった。リオンは補足する。

「シェリーが欲しいのは政治に口を出さないお飾かざりの王だろう？　別にそれをやるのは構わない。ただ、一つやりたいことがあるんだ。それさえ承しよう諾だくしてくれれば、俺は世界の王になろう」

　まだ皆、不可解な表情をしている。だがそんななかアネットがぽんっと両手を打つ。

「決まりっ。決まりでございますわね、シェリー様！」

「『え？　いや意図を理解して頂いているのは助かりますが、そのやりたいことというのは聞いておかねば……。先ほどの私の発言は大げさな物言いであって、本当に世界を自由にされては困りますし……』」

「シェリー様！　ここで押し切らねば世界の魔王は手に入りませんわ！　魔王ハイレイン教を国教指定することも含め、とりあえず約定は交かわしてしまいましょう！　さあさあお早く！」

「『国教指定!?　いえその判断はさすがにまだ……っ』」

「ああっ、魔王様のお気が変わってしまいます！　シェリー様の決断が遅おそいばかりに人類の未来が閉とざされてしまいますわーっ！」

「『──っ!?　わ、分かりました。諸もろ々もろ善処しましょう！』」

　アネットの強力なゴリ押しで話がまとまった。

　そんななかレオナがじっと探さぐるような視線で見上げてくる。

「……リオン、ひょっとして何かとんでもないこと考えてます？」

「んー、いや？」

　やや明後日あさつての方を向き、

「そうでもないさ」

　肩を竦すくめようとしたが、磔はりつけなのでできなかった。







　アネットのほくほくした顔を見つつ、リオンは話を戻もどす。

「それでだ。師し匠しようがスピカを斃たおしたとして、こっちはどうすればいい？」

「『イングラム殿が戦せん闘とうを開始した後、飛ひ空くう艇ていを監獄へ差し向けます。イングラム殿自ら調整した機体なので、監獄の気流も抜ぬけられるはずです。そちらの状じよう況きようを教えて頂けますか？』」

　こちらが地下第二層に捕とらわれていること。特別懲ちよう罰ばつ房ぼうでキリカたちは鉄球に繫つながれ、自分は磔になっていることを簡潔に説明する。

「『右手が釘くぎで封ふうじられていると……？　それはおそらくハンドレッド・パラシュの固定化能力でしょう』」

　その名には聞き覚えがあった。地下大聖堂でスピカの持っていた両りよう手て斧おのである。

「星せい装そう神じん器ぎか」

「『はい。御み霊たま斧おのハンドレッド・パラシュ。これは勇者の仲間の一人──盗とう賊ぞくが使っていた星装神器です。おそらく懲罰房を担当している看守が持っているはずです』」

「それはない」

　思わず否定した。

「ここを担当している看守はチンピラ上がりの凡ぼん庸ようなクズだ。とてもじゃないが神々の武器なんて扱あつかえる器うつわじゃないぞ」

「『ハンドレッド・パラシュの固定化は対象から極きよく端たんに離はなれては効果を発揮しません。今も右手が封じられている以上、使い手は近くにいるはずです』」

「だがな……」

「あの、魔ま王おう様」

　アネットが遠えん慮りよがちに手を上げた。

「わたくし、あの看守が魔王様と話している時、耳にピアスをつけているのを見ました。今にして思えば、あの輝かがやきは脱だつ獄ごく王の槍やりと似たものだったように思います」

「ヴァレリアの神槍と？　いや、しかしまさか……」

　そこまで聞いても、どうしても信じがたい。するとシェリーが言葉を重ねてくる。

「『御霊斧は監かん獄ごくのミタマシリーズと同様、量産に成功しています。ワンからワンハンドレッドまで百振ふりが存在しているはずです。おそらくその看守は量産型を与あたえられたのではないでしょうか』」

「……んー、なるほど」

　それならばどうにか納なつ得とくできなくもなかった。

「右手の釘を抜くにはどうしたらいい？」

　飛空艇には救出部隊が乗っているのだろうが、確実にここまで辿たどり着ける保証はない。可能ならばこちらも脱だつ出しゆつするのが得策だろう。

「『御霊斧を破は壊かいすることで封印は解けるはずです』」

「それは……」

　単純だが、難易度が高過ぎる。量産型とはいえ、星装神器だ。

　リオンは磔の状態から動けず、キリカたちも足に鉄球をつけられている。

　しかも相手はマティーリだ。失敗すればどんな報復がくるか分からない。それもおそらくはリオン本人よりもキリカたちの方へ残ざん虐ぎやくな行いをしようとするはずだ。

　つい沈ちん黙もくしてしまった。するとフィーネが口を開く。

「やるしかあるまい。どの道、他に手段などないんだ」

「……だがな、フィーネ」

「ご主人様は何もしなくていい。動けない以上、役には立たん。代わりに……お前たち、私に命を預けろ」

　するとキリカが「ん、いいわよ」と即そく答とうし、レオナとアネットも揃って頷うなずきを返した。

「お、おい、待てよ、みんな」

　リオン一人が動どう揺ようするなか、少女たちはすでに覚かく悟ごを決めていた。フィーネが軍服に相応ふさわしい凛り々りしさで宣言する。

「指揮は私が執とる！　まずはご主人様を解放するぞ！」







　同時刻、マティーリは懲罰房施し設せつの看守待機室にいた。革かわの椅い子すに座り、一人で祝しゆく杯はいを上げている。

「かんぱーい！　俺様の逆転勝利に！　そしてリオンの無残な明日あしたに！　あひゃひゃ！」

　陶とう杯はいに琥こ珀はく色いろの液体を並々と注ぎ、浴びるように飲んでいる。大部分がこぼれて顔に掛かかっているが気にしない。

「まさかよぉ、俺を地じ獄ごくに突つき落としたクソ野や郎ろうが囚しゆう人じんになるとはなぁ。そしてその担当看守にこの俺がなるとはなぁ！　神はいる！　神様ってのはいるんだよぉ！」

　リオンが脱獄犯になったという報を聞いた時、マティーリは雑ざつ居きよ房ぼうで三級看守の仕事をしていた。新入りの囚人に上下関係を教えるため、一いつ生しよう懸けん命めい腰こしを振ふっている最中だった。

　そんな時、署長からの一いつ斉せい通信が入った。なんとリオンが脱獄犯になったので捕つかまえろという。しかし雑居房にいたマティーリは一いつ斉せい捜そう索さくには間に合わなかった。第七層で脱獄犯が捕まった、という通信が入ったのは程ほどなくしてのことである。

　せっかく復ふく讐しゆうのチャンスだったのによぉ、とトボトボ歩いていた時だ。

　突とつ如じよ、ミタマが目の前に現れ、囚人６６６番付になるよう命じられた。

　しかも『塔とうの住人』直々の命令である。『塔の住人』というのは、かつて地上で魔王を斃した奴やつらだかなんだかで、署長より偉えらい神様みたいな存在だ。

　マティーリは神様に選ばれたのだ。その証しよう拠こに神様から特別なプレゼントまでもらってしまった。もう祝杯を上げるしかない。

「なあ、リオン。お前は今いま頃ごろ、悩なやんで苦しんで真っ青になってんだろうなぁ！」

　リオンにはこう伝えてある。

　これから毎日一人ずつ女たちを犯おかす。まずは明日、誰だれを差し出すか、お前が選べ。

　無論、目の前ですぐ犯してやることもできた。だがリオンという男は極きわめつけの異常者である。自分の囚人に手を出さず、なぜか人間として扱っているのだ。

　そんなリオンを最も苦しめる方法が何か、マティーリは心得ていた。大事な大事な女たちを自分の意志で献けん上じようさせるのだ。今頃、リオンは頭がおかしくなるくらい苦しんでいるに違ちがいない。

「最高だ！　最高の気分だぜ、親友ーっ！」

　両手を投げ出して大笑いする。と、その時だった。どこからか声が聞こえてきた。

「なんだぁ？」

　眉まゆを寄せて立ち上がり、看守待機室の扉とびらを開く。廊ろう下かの先、懲罰房から響ひびいてくる。

　耳を澄すますと、リオンの一番のお気に入り、ちびっこいガキの声だった。

「看守さん！　看守さんっ、早くきて下さい！　リオンが息をしてないんです！」

「はっはーん」

　すぐにピンときた。これはリオンの罠わなだ。あいつがどれだけ狡こう猾かつで計算高いか、マティーリは嫌いやというほど知っている。

　廊下に出て、特別懲罰房の扉までくると、わざとやる気のない声で言った。

「なんだよ、うるせえな。リオンの奴がどうしたって？」

「息をしてないんです！　胸の血が止まってなかったみたいで……お願いします、早くきて下さい！　１２９番が治ち癒ゆ魔術だから封印を解いて！」

　内心、笑いが堪こらえきれなかった。

　今、このなかの囚人たちはマティーリの所有物となっている。封印を解くにはなかに入らなければならない。リオンはそこを奇き襲しゆうするつもりなのだろう。

　だがその企たくらみは失敗する。なぜならマティーリには神様からのプレゼントがあるのだ。

「よーし、ちょーっと待ってろよ？　今扉を開けるからよ。俺も親友が死んじまうのは哀かなしいかんなぁ」

　言いながら左耳のピアスに触ふれる。すると星ほし屑くずのような光が生まれ、両手斧が現れた。

　刃はが宝石のように透すき通っている。柄つかを握にぎると、まるで体の一部のように手に馴な染じむ。

　御霊斧ハンドレッド・パラシュ・ブレイドイレブン。

　かつて魔王討とう伐ばつに使われたという伝説の武器である。囚人６６６番付を命じられた時、マティーリは神様からこの御霊斧を与えられた。

　この斧を握っていると、全身に加護が宿る。銃じゆう弾だんの直ちよく撃げきすら弾はじく強力な加護だ。どんな奇襲をされようが万に一つもやられることはない。

　リオンはこの斧のことを知らない。決死の奇襲が無意味に終わった時、どんな顔をするだろう。想像しただけで笑い死にしそうだ。

「おーし、入るぞー？　待ってろよ、リオン。今俺がいってやるかんな」

　扉を開くと、まずぐったりしているリオンが目に映った。確かにまったく動く気配がない。次に１００番台の修道女が見えた。しきりと自分の首輪に触れている。

「お願い致いたします！　早くわたくしの封印を……っ」

　ちびガキも扉のすぐ前にいた。

「血を流し過ぎたんです！　『虹にじを待つ裸ら婦ふ』ならきっと間に合いますから！」

　必死な訴うつたえを聞き流し、マティーリは「へっ」と笑った。

　金きん髪ぱつと軍服の姿が見えない。そう思った時、気配を感じた。扉と壁かべの間だ。

　振り向かなくても加護で分かる。金髪が飛び出してきていた。

「喰くらいなさい！」

「甘いんだなぁ。優ゆう秀しゆうな俺には丸分かりなんだっつーの」

　繰くり出されたのはなんの変へん哲てつもない手刀だった。御霊斧の面で軽々と受ける。

　金髪が目を見開き、マティーリは「はい、ご苦労さん」と両手斧をぶん回した。風圧で金髪が壁まで吹ふっ飛ぶ。

　すると今度は軍服が飛び出してきた。金髪と同じく、扉と壁の間にいたのだ。

「はいはいはい、なーるほどーねー！　金髪が囮おとりで軍服が本命か。そういう二段構えの作戦か！　さっすが俺の親友は頭がいーぜー！」

　へらへら笑いながら大上段に振り被かぶる。

　軍服はベルトの金具を握り込み、フックの尖とがった部分を指から出していた。それを真っ直すぐ突き出してくる。迷いがない。スピードも速い。だが、

「効かないっつーの！」

「な……っ!?」

　加護によって弾かれた。眼球に直撃していたが、フックの方が押し負けて手からこぼれる。軍服は一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたが、すぐ次の攻こう撃げきをしてきた。鉄球の鎖くさりギリギリで左側へ回り込み、袖そでのカフスボタンを千切って投げてくる。

　ボタンなんて子供かよと思ったが、なんと耳の穴へ正確に飛び込んできた。加護がなければ鼓こ膜まくぐらい破れていただろう。だが当然まったく効かない。

「はいはい、ご苦労さーん！」

　御霊斧を振り下ろした。この後、犯してやろうと思うので直撃はさせない。軍服のすぐ横を刃が通過し、石いし畳だたみが粉こな微み塵じんに砕くだけ散った。さっきと同じように風圧で吹っ飛ばすつもりだ。

　だが軍服はその風圧を利用して、さらに左側へ回ってみせた。金髪がやられた時に風圧の方向を見切っていたのだ。

「その程度で私は墜おちんぞ！」

　軍服は胸のスカーフを外すと、素す早ばやく背後に回り、なんとマティーリの視界を塞ふさいできた。加護があっても目が見えないとさすがに不安だ。

「面めん倒どうくせえなぁ！　クソ虫毛虫の囚人のくせによぉッ！」

　無む茶ちや苦く茶ちやに暴れてやった。軍服は何か企んでいたようだが、すぐに弾き飛ばされた。振り向きざま、首を鷲わし摑づかみにしてやる。やっと捕まえた。

「ああ、うっぜえ！　ふざけんなよコンチクショウ！　調子乗ってんじゃねえぞ!?」

「ぐ……っ！　うっ、がは……っ」

　スカーフを外し、ギリギリと絞しめ上げる。軍服は苦く悶もんの表情を浮うかべた。マティーリの腕うでを摑んで引き剝はがそうとする。だが当然そんなもの利ききはしない。

　さらに首を絞め上げると「……っっっっ！」と声だか呼吸だか分からないような音が洩もれてきた。すると壁かべ際ぎわから凄すさまじい怒ど声せいが飛んできた。

「マティーリぃぃぃッ！　フィーネを放せぇ、クソ野郎がッ！　舌を引き抜ぬいてなぶり殺すぞォッ！」

　リオンである。左手の金具と右手の釘くぎをギシギシ軋きしませ、鬼おにの形相で叫さけんでいる。

　あひゃっと思わず声が洩れた。

「おいおい、親友！　お前、息してないんじゃなかったけ？　なに息吹き返しちゃってんだよ！　それじゃあ作戦が台無しじゃねえか！」

「うるせぇッ！　いいからフィーネを放せ！　今すぐ放せ放せ放せ放せ放せ放せ！　すぐに放せ！　ぶち殺すぞォッ!?」

「その顔！　いいねいいね、最高だねその顔！　お前の絶望面だけで俺イッちゃいそう！　あひゃひゃひゃ！」

　軍服は限界が近いのか、滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れ出していた。マティーリの腕を搔かきむしり、胸や腹を蹴けり上げてくる。無論、なんのダメージもない。せいぜい制服のボタンが外れたりベルトのホルスターが揺ゆれる程度のことだ。

「ん？　ホルスター？」

　ふと気になり、考えていることが口から出た。その瞬しゆん間かん、軍服の足がピンポイントでベルトを蹴り上げた。ベルトが外れ、ホルスターの拳けん銃じゆうや警棒が床ゆかに落ちる。

　うわなるほど、と思った。

　軍服の狙ねらいはこれだったのだ。苦しむふりをして、こちらの拳銃を奪うばおうとしていたのだ。思った通り、ちびガキが決死の表情で拳銃を拾い、銃口を向けてきた。

「フィーネさんを放して！　今すぐ放さないと撃うちます！」

　ヒュー、と思わず口笛を吹いてしまった。二重三重の見事な作戦だ。しかも軍服に至ってはガチの命いのち懸がけである。さすがにちょっと感心した。こいつらどんだけリオンに惚ほれてんだよ、と。だが哀しいかな。その命懸けの作戦もまったく意味がない。

「いいぜ、ちびガキ。撃ってみろよ？　ひょっとしたらその拳銃で俺をやっつけられちゃうかもだぜ？　そうだそうだ、せっかくだからサービスで教えてやる。リオンの奴、作品番号６６６番の絵画を宿してるらしいけどよ。その力を封ふうじてるのはなんと俺なんだよ。つまり俺を倒たおせば一発逆転！　ほら撃ってみろ！　頑がん張ばって撃ってみろ！」

「う、撃ちます！　本当に撃ちますよ!?」

「だから撃てって言ってんだろ！　ほら撃て！　すぐ撃て！　どんどん撃て！」

　と、ちびガキがふいに銃を下ろした。

「そろそろいいですか？　だいぶ時間稼かせいであげましたし？」

　すると軍服も口を開いた。ちびガキに気を取られたせいで絞める力が緩ゆるんでいた。

「……同感だ。ここまで時間を稼いだんだ。失敗したら赦ゆるさんぞ。──飛ひ燕えんの騎き士し」

　その直後、悪お寒かんが背中を駆かけ抜けた。マティーリ自身ではなく、ハンドレッド・パラシュからの危機信号だ。御み霊たま斧おのに導かれるように振り向く。

　金髪が警棒を構えていた。

「ん、丸っこい棒だからなかなかピンとこなかったけど、もう十分イメージできたわ。いけるわよ？」

　なぜかヤバいという感覚があった。初めて焦あせりを浮かべ、マティーリは御霊斧を思いきり振り回す。

「何がイケるってんだよ!?　一人で勝手に逝いきやがれぇ！」

　刃が石畳を叩たたき割った。つまり外れた。金髪は風のように舞まい、間合いへ踏ふみ込んでいた。紺こん碧ぺきの瞳ひとみが鋭するどく細められる。

「素人しろうとね。両りよう手て斧おのを片手で振ふるうとか呆あきれるわ。──さあ、沈しずみなさい！」

「ごぶぇっ!?」

　警棒が胸へ叩きつけられた。加護が効いているはずなのに、胸むな板いたが警棒の形に丸くへこんだ。吐としゃ物が天高く吐はき出される。軍服が解放され、手が伸のびてきた。

「耳のピアス……これだな！」

「いひゃいっ！」

　耳たぶごとピアスを引き千切られた。金髪の一いち撃げきで加護が消えかけていた。ピアスを奪われ、御霊斧の輪りん郭かくがおぼろげになる。

　頭のなかで警報が鳴り響く。ヤバいヤバいヤバいヤバいヤバい──っ！

「駄だ目め駄目返してぇ！　俺のピアス返してぇ！」

　手を伸ばして泣き叫んだ。だが軍服はまったく取り合ってくれない。

「さすがに警棒で星装神器は砕けんだろうが、クリスタルならば壊こわせるはずだ。やれ」

　ピアスが指で弾はじかれた。その先には、警棒を構えた金髪。

「やめれぇぇぇぇっ！」

　悲鳴も空むなしく、警棒が突つき出された。ピアスが粉々に砕け散る。途と端たん、御霊斧も光になって弾け、マティーリを守っていた加護が完全に消失。

「ああああ！　俺の、俺の大事なプレゼントが！　神様がくれたプレゼントがぁ！」

　消えていく光の残ざん滓しを追いかけ、床に這はいつくばる。だがいくら両手を広げても光を摑むことはできなかった。

「ちくしょう！　ちくしょう！　なんでだよ!?　俺の素す敵てきなハッピーライフの象しよう徴ちようだったのに！　鏡の前でニコニコ眺ながめるのが大好きだったのに！　なんでだよ……っ！」

　泣きながら何度も何度も床を叩く。だが本当はそんなことをしている場合ではなかった。一目散に逃にげるべきだった。

　なぜなら。

「──よぉ、何を泣いてるんだ、親友？　何か哀しいことでもあったのかい？」

　ドス黒い、真っ黒な怒いかりがすぐ後ろに迫せまっていたのだから。

　全身が竦すくみ上がった。ガタガタ震ふるえながら振り向く。

「ち、違ちがう。違うんだ。リオン、ほんと違えんだよ……っ」

　リオンがいた。御霊斧が消えて、魔ま王おう封じの釘が消失したのだ。左手の金具も引き千切っている。暴れたせいか、胸の包帯はさらに赤くなっていたが、気にも留めていない。怒りで頭が煮にえ滾たぎっているのだ。

「違うだって？　へえ、一体何が違うんだ？」

　手首を摑まれた。ゴキンッと音が鳴り響ひびく。

「ぎぃやぁぁぁぁぁぁッ！」

　手首を潰つぶされた。吐しゃ物どころか泡あわを吹いた。だがリオンは手を離さない。そのままマティーリを宙づりにする。

「おいおい、大きな声を上げてどうしたんだ？　言いたいことがあるなら言ってみろよ？　俺たちは腹を割って話せる親友だろう？」

「て、手手手手！　手が！　手がぁぁぁぁっ！」

「ああ。危あやうくブレスレットまで潰すところだったな。気づいてよかったよ。さあ、みんなの封印を解いてくれ。魔術が使えないと不便だからな？」

「解きます解きます今すぐ解きますから！」

　銀のブレスレットが輝かがやき、囚しゆう人じんの封印を解除した。

「ほら解いた解いた解いた解いた解いた解いたから、なあ!?」

「おー、ありがとう。お前が素直で嬉うれしいぞ？」

「もちろんもちろんもちろんもちろんさ！　俺とお前の仲じゃねえか、へへへへ！　だから赦してくれよ、親友ぅぅぅぅっ！」

「──あ？」

　リオンの殺気が膨ふくれ上がった。もはや悲鳴も上げられず、マティーリは震え上がる。

「赦してくれ、ね。面おも白しろいことを言うなぁ、お前は」

　ゆっくりと顔が近づいてきた。地じ獄ごくの業ごう火かのような目がマティーリを映す。

「なあ、マティーリ。俺はさ、どんなに痛めつけられようとお前を恨うらんだりはしないつもりだ。やったらやり返される。それは当たり前のことだからだ。お前の指を折ったあの時から、俺は自分の指を折られる覚かく悟ごをしている。でもさ、たった一つだけ我が慢まんできないことがあるんだ」

　右手からゆらりと魔術光が立ち昇のぼっていく。

「教えてやったよなぁ？　俺の逆げき鱗りんに触ふれる行こう為いは何かって。忘れたってんなら思い出させてやる。それはな──」

　拳こぶしが強く握にぎり締しめられた。「ひぃ、やめ──」という悲鳴を無視し、

「下げ種す野や郎ろうが俺の女に手を出すことだッ！」

　顔面に拳が叩き込まれ、「ぶばええええッ！」と吹ふっ飛んだ。懲ちよう罰ばつ房ぼうから廊ろう下かまで突っ切り、壁かべに激げき突とつ。石材に陥かん没ぼつを作り出す。そして、

「ひゅ、ひゅいまへんでした……」

　嗄かれた声で呟つぶやき、マティーリは壁からずるりと崩くずれ落ちた。







　リオンは『よし、トドメを刺さそう』と踏み出しかけ、その途と中ちゆうでみんなの様子に気づいた。

　フィーネがぐったりと壁に背を預け、キリカたちが集まっている。

　瞬しゆん時じにマティーリのことなどどうでもよくなり、フィーネのところへ駆け寄った。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?　フィーネ！」

「……ああ、なんともない。多少疲つかれただけだ」

　強気な笑えみを見せるが、顔色が悪い。フィーネはかなり強く首を絞しめられていた。動どう揺ようしそうになるリオンへ、すかさずキリカが言う。

「気道に傷はついてないわ。多少酸欠になってるけど、命に別状はないから大丈夫よ」

「そ、そうか……っ」

　ほっとし過ぎて腰こしが抜けそうになった。するとフィーネが苦く笑しようする。

「そんな顔をしてくれるな。なんともないと言っただろ？」

「無む茶ちやし過ぎなんだよ、お前は。何度も心臓が止まりそうになったぞ」

　フィーネの作戦は、ほぼ自分一人にリスクを集中させるものだった。

　戦せん闘とう力のないアネットを扉とびらから遠い場所に置き、レオナにも基本的に声掛かけだけをやらせた。キリカには最初の手刀を打った後は、わざと吹っ飛ぶように指示していた。その後マティーリと対たい峙じする仕事は、ひたすらフィーネ一人が請うけ負った。

　作戦の肝きもはキリカの斬ざん撃げきだ。警棒でも集中すれば星装神器の加護を破れるかもしれないとのことで、二重三重四重のフェイクを入れて、警棒を奪うことだけに的を絞しぼった。

　首を絞められたのは誤算だった。あの時、リオンは本気で死ぬほど動揺した。さらに心臓が止まりそうになったのは、フィーネが首を絞められたまま作戦を続行したことだ。

　拳銃のくだりはレオナのとっさの機転である。あれがなければ最悪フィーネは絞め殺されていたかもしれない。

　……と考えていたら、本当に腰が抜ぬけた。その場にへたり込んでしまう。

「お、おいおい、ご主人様っ。なんで泣きそうになってるんだ？　まさかそんなに心配してくれたのか……？」

「当たり前だろ、馬ば鹿か野や郎ろう！」

　思わず怒ど鳴なってしまった。だが自分でも分かるくらい迫はく力りよくがない。

　くそっと毒づき、目を逸そらす。

「自分ばっかりリスクを背負い込みやがって……もう少し楽なやり方もあったろうに。レオナにもうちょっと駆け引きを任せたりとか、キリカに多少攻こう撃げきを増やしてもらうとか、そうすればお前ばっかり大変な目に遭あうこともなかったはずだ」

「はは、まあその通りなんだが……それは仕方がないんだ」

　どこか肩かたの力が抜けた顔で、フィーネは苦笑する。その声にはどこか温かみがあった。

　リオンは憤いきどおって眉まゆを寄せる。

「仕方がないってなんだよ。お前一人がリスクを負うことの、一体何が仕方ないって言うんだ」

　するとフィーネは言う。透すき通るような美しい瞳ひとみで。




「あなたの大事な女性ひとを傷つけたくないんだ」




　胸が詰つまる。とっさに言葉が出なかった。

　黒くろ髪かみを一筋頰ほおに張りつかせた、満足げな疲れ顔でフィーネは言う。

「私はあなたが好きだ。この世の何より大切だ。だからあなたの好きな女性を守りたい。そうしていつか訪おとずれるだろう、幸せな未来を守りたい。そんな……独りよがりのワガママさ。だがこればっかりは譲ゆずれん」

　だから、とイタズラっぽく微ほほ笑えむ。

「諦あきらめてくれ。また同じようなことがあっても、私は何度だって繰くり返すぞ」

　リオンはぎゅっと拳を握り締めた。もう何も言えなかった。

　するとアネットが穏おだやかに笑い、フィーネの肩を支える。立ち上がるのを助けながら修道女は言う。

「魔王様の敗まけですわね。女の本気の覚悟には、殿との方がたは勝てないものです」

「ま、そんな私の覚悟の結果、選ばれるのがどっちの女かは……いまだに謎なぞだがな？」

　フィーネがからかうように言い、キリカとレオナは「うう」と気まずげに目を逸らす。

　が、この場合、最も気まずいのはリオンである。

「……分かったよ。俺の敗けだ」

　頭をかいて立ち上がり、ぽんっとフィーネの髪を撫なでる。「あ……」と目を瞬またたく彼女へ、心を込めて礼を言った。

「ありがとう、フィーネ。よく頑がん張ばってくれた」

　途端、かぁーっとフィーネの頰が赤くなる。隣となりのアネットがクスクス笑う。

「あらあら、今こそ思いきり甘えるチャンスですのに。フィーネ様ったら安上がりですわね」

「う、うるさいなっ。いいのだ私はっ。ご主人様から褒ほめてもらえるだけで……満足なのだ」

　そう言ってぷいっと顔を背そむけるフィーネは……とても可か愛わいらしかった。
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　二章




　リオンたちが懲罰房脱だつ出しゆつの目め途どをつけた頃ころ、グランデ山脈の上空では激突が始まっていた。神と魔ま術じゆつ師しの激突である。

『天空の大だい監かん獄ごく』が飛行している空域に、凄すさまじい閃せん光こうと衝しよう撃げき波はが連れん鎖さしている。閃光は太陽よりも眩まぶしく、また衝撃波はグランデ山脈の草木を根こそぎ吹き飛ばしていく。もしもこの戦いが地上で展開されていれば、革命軍の勇士たちも無事では済まなかったことだろう。

　現在、攻撃を仕し掛かけているのは白しら髪がの老人──イングラムだ。

　魔術文字の刻まれたローブをなびかせ、流りゆう麗れいな白髪を風に流し、空を駆かけている。右手には聖せい痕こんの跡あとがあり、それを振ふるう度、大地から膨ぼう大だいな魔術光が迸ほとばしって、破は壊かいの閃光を生み出していく。

「かっかっかっ！　どうした、スピカよ。遊んでおるのか!?　それともこの数十年でついにお主にもガタがきたか！」

　閃光を十字の形に爆ばく発はつさせ、イングラムは挑ちよう発はつする。

　見み据すえる先には一人の少女──スピカ。間断無く放たれる攻撃に対し、星ほし屑くずの光を展開して防いでいる。

「ははっ！　君もずいぶん言うようになったじゃないか。前回は仲間を消し炭にされて、泣いて逃にげたくせにさ。歳を取れば敗北すら忘れるのかい!?」

　スピカは不敵に笑み、二本の長ちよう剣けんで虚こ空くうを斬きった。星屑の光が波へと変わり、イングラムの閃光を飲み込む。すると大気が荒あれ、破壊の嵐あらしが巻き起こった。

　互たがいの攻撃を物ともせず、イングラムとスピカは空を駆けていく。

　ある程度の距きよ離りを保つと、スピカは長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらして振り返った。

　長剣を曲芸のように回し、切っ先をピタッとイングラムへ向ける。

「君も本当に飽あきないよねえ。殺されかけても殺されかけてもまた挑いどんでくる。覚えてるかな？　最初の頃は君のこと、『最果ての少年』って呼んでたよね。でももう全然少年じゃない。君ら人間からすれば、呆あきれるくらいの時間が流れただろうに。一体何がそこまでさせるんだい？」

　イングラムは白髪とローブを揺らし、自然な動作で右手を掲かかげた。

「フン、知れたことよ。儂わしは絵え描かきだ。この世界のあるべき姿を描えがきたいのだ。ゆえにお主は絶対に赦ゆるさん。お主が存在する限り、この世界は自らの足で立ち上がれん」

　スピカは安定したキャンバス確保のため、地上へ戦乱の種を蒔まいている。また、王族を使って地上へいくつもの制約を設けてきた。

　まずは魔術師の絶対数の管理。スピカは過去、従順な一部の流派のみを王族に召めし抱かかえさせ、それ以外のほとんどを根絶やしにしている。

　逃げ延びた魔術師たちは右手の継けい承しよう者が助けたものの、それ以降、魔術文化が世界の表おもて舞ぶ台たいに出ることはなくなってしまった。

　もしもスピカが恣し意い的てきな締しめ出しを行わなければ、今いま頃ごろ、誰だれもが魔術を使える世界があっただろう。

　またスピカは技術革新についても大きく制限を設けた。上下水道が整備されるのは各国の王都のみ。印刷技術も特権階級にだけ許し、知識や情報は王族貴族が完全に掌しよう握あくしている。

　イングラムたち革命軍は勇者たちの遺物──とくに賢けん者じやが残したデータ群から異世界の歴史を熟知している。印刷技術の発展は社会全体の知的水準を向上させ、新たな時代の到とう来らいを促うながしてくれる。だがスピカはそれを意図的に封ふうじ、時代の進歩を停てい滞たいさせた。

　おかげでこの世界の文化水準は数百年前からまったく成長していない。

　本来迎むかえるはずだった発展のすべては、スピカに封じられてしまったのだ。

　イングラムは怒いかりを込めて少女を睨にらむ。

「これは呪のろいだ。異世界の子供たちが残した呪いに他ほかならん。『神々が魔王を斃たおしてくれた』──そう信じてしまったがゆえ、人々は未来を奪うばわれたことに気づかない」

「それでも世界は概おおむね平和じゃないか。コレという神様のおかげだよ？」

　神を自じ称しようする者は両手を広げ、わざとらしく微笑んだ。イングラムは鼻を鳴らす。

「いつ魔ま獣じゆうに襲おそわれるとも知れない日々が平和じゃと？」

「だいじょーぶ、人口維い持じには支障がないようにちゃんと計算してるから」

　各国は常に魔獣侵しん攻こうの危機にある。星装神器が与あたえられたのも、初めは『魔王が残した魔獣たち』に対たい抗こうするためという名目だった。

　だが実際のところ、今この世界で魔獣たちを操あやつっているのは、スピカである。

　ヴェルゼストの生み出した魔獣たちに人を襲う道理はない。勇者側の人間たちと戦いはしたものの、ヴェルゼストはそもそも『孤こ立りつの民たみ』のため──出自は違ちがえど、人間のために立ち上がったのだから。

　戦いが終われば魔獣たちは野生の動物に戻もどるはずだった。それをスピカが操り、『魔王が残した人類の脅きよう威い』に仕立てあげたのだ。

「スピカよ、世界はお主に都合よく変えられてしまった。それを神と言うなら、まさしくお主は神だろうよ。だがな、いつまでもその座に胡坐あぐらをかいていられると思うな？」

「へえ、君が引きずりおろすっていうのかい？　三度目の正直で？　でも悪いねえ」

　ゴオッ！　とスピカの纏まとう光が輝かがやきを増した。

　長剣から手を離はなし、パチンッと指が鳴らされる。

　虚空から現れたのは、新たな剣。その刀身は宝石のように透き通っている。

　かつて勇者が振るった宝剣アスカロン・ジータである。

「この世界はもう滅ほろぼす。神様たるコレがそう決めたのさ」

　イングラムは小さく舌打ちする。

「リオンめ、宝剣を奪われたか。シェリーお嬢じようちゃんが苦労して持ち出したというのに不ふ甲斐がいない」

　宝剣が天高く掲げられた。透き通る刀身のなかに星が生まれる。小さな星々の煌きらめきは結合し、反応し、連鎖し、煌めく流星へと生まれ変わる。

　宙に浮ういている二本の長剣がジジッとスパークし、宝剣の輝きをさらに加速させた。

　放たれるのは膨大な流星の斬ざん撃げき。

「さあ、受けてみるがいいよ！　選ばれし勇者の剣を！」

　まるで空を斬り裂さくように光が走る。イングラムは右手を振り上げ、巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんの盾たてを築いた。流星が激げき突とつし、空に無数の火花が散る。







　麓ふもとの大平原でも戦いが始まっていた。『天空の大監獄』から夥おびただしい神獣の群れが攻せめてきたのだ。

　翼つばさを広げて飛ぶのは装そう甲こうを纏まとった翼よく竜りゆう、黄金に輝く不死鳥。島から落下するように飛来するのは腐ふ敗はいした獣けものの集合体と、人の形をした怪かい魚ぎよ、白き鬣たてがみの一いつ角かく獣じゆう、そして白銀の巨きよ狼ろうである。

　神獣は強大な力を持った五体の長おさのもと、群れを形成している。長以外のすべての神獣がきているようだ。それぞれの群れが数十体ずつ押し寄せてきている。

　イングラムならば一人で掃そう討とうすることも可能だろう。だが彼はスピカだけで手いっぱいである。一体もイングラムの下へいかせるわけにはいかない。

「全軍！　戦せん闘とう準備に掛かかれ──ッ！」

　一人の女騎き士しがマントをたなびかせ、最前線で指示を出している。

　髪は短いショートカット。鎧よろい姿に剣を一振ふり差し、戦せん況きよう把は握あくに特化した魔道具の眼鏡を掛けている。

　名をシェリー・メルウッド。歴史も政治的背景もバラバラな軍勢を束ねる、実質的な指揮官である。彼女の後方には伝説級の魔導兵器を手にした革命の勇士たちがおり、鶴かく翼よくの陣じんを展開している。

「第一陣、顕けん聖せい砲ほう撃げき隊！　撃うち方始めッ！　第二陣、魔術師大隊！　術式用意、撃て──ッ！」

　シェリーの指揮により、無数の魔術が神獣の群れへ向かっていく。

　無論、敵も黙だまって撃たれはしない。土つち煙けむりの向こうで神獣の光が瞬またたいた。だが一いつ瞬しゆん早く、魔ま水すい晶しようのレンズで捉とらえていたシェリーは命令を発する。

「西方僧そう兵へい隊！　地点23番から67番まで防ぼう御ぎよ用意、展開──ッ！」

　全軍を覆おおうように魔術障しよう壁へきが出現。

　刹せつ那な、ネオフェンリルとリブラ・ユニコーンのブレスが直ちよく撃げき。障壁の向こうで地面が消し飛んだ。大地が揺れ、シェリーは剣を突つき刺さしてバランスを取る。すると左さ翼よく側から魔術通信が入った。眼鏡のテンプルに魔術文字が浮き、左翼からの声が響ひびく。

「『伝令！　左上空より敵てき影えいおよそ１００！　──アークドラゴンです！』」

　ほぼ同時、障壁の向こうで爆ばく煙えんが晴れた。強きよう靭じんな羽ばたきで煙が散ったのだ。

　アークドラゴンの編隊が現れた。無数のブレスが降り注ぐ。

　障壁が突とつ破ぱされ、軍勢の左翼が直撃を喰くらった。悲鳴と怒ど号ごうが木霊こだまする。

　そのままアークドラゴンたちは悠ゆう々ゆうとこちらの上空を通過していく。

　シェリーはすぐさま剣を抜ぬき、天へ掲げた。

「すぐに旋せん回かいしてくるぞ！　ドルジエ海上連合軍、対空術式用意！」

　無数の魔法陣が浮かび上がる。だが全ぜん滅めつさせることはできないだろう。アークドラゴンは人間以上に密な連れん携けいを行う。一いつ斉せいに放たれる百体のブレスを防ぎきることは不可能だ。

　この窮きゆう地ちを乗り切るには、群れを統制している個体を斃すしかない。

　しかし音速で飛行するドラゴンを撃ち墜おとすなど、それこそ人間には不可能である。ゆえにシェリーは人間の規格を超こえた者の名を呼んだ。

「グラディウス殿どの！　頼たのみます！」

「応ともよッ！　その奇き跡せき、余が成してやろうぞッ！」

　戦場に野太い声が轟とどろいた。革命軍中央。そこに鋼はがねのような肉体を誇ほこる武人がいた。赤を基調とした甲かつ冑ちゆうを着込み、鬣のような髪かみをなびかせ、組んだ腕うでは丸太のように太い。

　シェリーが革命軍の指揮官だとするならば、彼は軍団長である。そこにいるだけで勇士たちを鼓こ舞ぶし、戦力を何倍にも引き上げる、天性の武人だ。

　彼こそは現ガレク王国国王グラディウス・ガレク・ワイズシャット。世界に名を知らしめる武人王である。

　グラディウスが馬から降りると、それだけで大地がズンッと振しん動どうした。屈くつ強きような兵士たちが数人掛かりである物を手て渡わたす。巨大な銛もりだ。本来は狩しゆ猟りよう船で砲ほう座ざに設置し、火薬で飛ばす銛である。

　当然、ひと一人が持てるようなものではない。

　だがグラディウスは常人離ばなれした膂りよ力りよくで持ち上げてしまう。

　同時、革命軍の後方でアークドラゴンの編隊が旋回した。

　グラディウスの両目がカッと見開く。そして、

「見るがいい、神の獣ども！　これぞ人間の王の力よ──ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、巨大な銛が投とう擲てきされた。

　先せん端たんが空気を穿うがち、擦さつ過か音が響く。まるで空が悲鳴を上げているような音だった。

　武骨な鉄の塊かたまりがアークドラゴンの胸を貫かん通つうした。

　編隊中央にいた、一ひと際きわ巨大な一体である。おそらくは長クラスに準じる個体だったはずだ。だがその竜りゆうは巨大な銛に貫つらぬかれ、断末魔を上げて墜つい落らくする。

　すると今まで一個の生物のようだった隊列が唐とう突とつに乱れた。残されたアークドラゴンたちは蜘蛛くもの子を散らすようにばらけていく。

　全体を指揮していた個体が墜ち、統制を失ったのだ。

　グラディウスが呵か々か大笑する。

「ふはははッ！　なんと血ち沸わき肉にく躍おどる手て応ごたえか！　トカゲ風ふ情ぜいが楽しませてくれる。褒ほめて遣つかわそう！」

　グラディウスは行軍中にもこうしてアークドラゴンを仕留めている。

　シェリーはデタラメな膂力に感かん嘆たんしつつ、賛辞の言葉を送った。

「お見事です、グラディウス殿！」

「ふっふ、誉ほまれを受けるようなものではない。余は棒切れを力いっぱい投げたに過ぎん」

　恐おそるべきことにグラディウスの一いち撃げきにはなんの魔術も施ほどこされていない。鍛きたえ抜かれた己おのれの膂力だけで銛を放ち、アークドラゴンを撃ち墜としたのだ。世界広しと言えど、こんな真ま似ねができるのはグラディウスだけだろう。

　彼が敵でなくてよかった、とシェリーは心底思った。

　グラディウスが革命軍に参加した目的は、妹王女のヴァレリア・ガレク・ワイズシャットである。ヴァレリアに奪われた神しん槍そうを取り戻すためだけに彼はここにいる。

　ガレク王国は『外がい殻かくの神々』に対して信しん仰こう心を持たない稀け有うな国だ。だが神槍については『王家の武力に相応ふさわしき力』として重宝してきた。それを取り戻せるならば、神でもなんでも墜としてやろう、というのがグラディウスの言である。

　次の銛を兵士たちから受け取ると、武人王は告げた。魔道具の念話ではなく、生の大声である。

「騎士メルウッド、後方のトカゲ共は余に任せよ！　こんなものは春先の鷹たか狩がりと何も変わらん。軒のき並なみ狩かり尽つくしてくれよう！」

　巨大な銛が天を向き、グラディウスの大声が響く。

「続けぃ、我が忠臣たちよ！　ガレクの最強の名、今こそ神に知らしめる時ぞ──ッ！」

　大たい砲ほうのように空気を震ふるわせるその声に、ガレク王国の兵士たちは大だい声せい援えんで応える。

　再び投擲された銛を先頭に、槍やりや矢など無数の武具が放たれていく。

　竜たちの編隊と対照的に、彼らにはなんの統制もない。一見すると野盗か何かに見えてしまうほど、全員が無む思し慮りよに力を振ふるっているだけだ。

　だが強い。武具は次々に竜たちへ突き刺さり、確実に翼の躍やく動どうを奪っていく。兵士たちの誰だれもが武人王に心しん酔すいし、限界を超えた力を発揮していた。その熱気が常じよう軌きを逸いつした強さを生んでいる。

　シェリーも彼らガレク勢にだけは指示を出さない。無む軌き道どうな力をどう全体に取り込んでいくか、それが自分の腕の見せ所だとシェリーは理解している。

　グラディウスたちへ「お任せします！」と頷うなずきを返し、剣けんの切っ先を再び前へ向ける。

「後方はガレクの同どう胞ほうに任せる！　全軍、信じて前を向け！」

　障壁を越こえ、今度はロード・フェニックスの群れが迫せまってきていた。

　シェリーの指示の下、さらなる砲撃が放たれる。







　イングラムは地上の奮戦を見て、口角をつり上げた。右手を振り上げると、魔術の盾に魔力が通り、流星の一撃を天へと撥はね返す。

「どうじゃ、神様よ？　人間も大したものだろう？　言っとくが宝剣以外の星装神器を出しても儂わしには通用せんぞ？　対策なんぞそれぞれ十通りは立てておる」

「それはさすがにブラフだね？　君はコレに宝剣を使わせて、これ見よがしに破ってみせたかったんだ。五つの星装神器、どれを使っても君には通用しないって思わせるために」

　半分正解だった。イングラムがシェリーの提案をのみ、監かん獄ごくへ宝剣を送ったのはこの対たい峙じのためだ。飛ひ燕えんの騎士がリオンの護衛になっていれば良し、またもしもスピカが宝剣を奪うばい返せば、この対峙で必ず使ってくる。シェリーが現物を奪だつ取しゆしたおかげで宝剣破りの術式は十全だ。

　他ほかの四つの星装神器も長く地上にあったので対策はできている。だが宝剣を使ってくれるならそれに越したことはない。

「最初の時に君を蹴け散ちらしたのはハンドレッド・パラシュだったね。で、二度目が確かカドケウス・セカンドだ。ま、そう考えれば、君が防御を疎おろそかにしてるわけはないか。じゃあ一つ尋たずねるよ、最果ての魔術師」

　す……とスピカの目じりが弧こを描えがく。

「コレはいつ言ったかな？　星装神器が五つしかないなんて」

　その瞬しゆん間かん、イングラムは右手を握にぎり込み、空間に圧力を掛けた。

　彼が使う魔術に絵画は関係しない。そもそも勇者の封ふう印いんがあったため、歴代の継けい承しよう者たちでさえ、実際に右手や絵画の魔術を使った者はいないのだ。イングラムも右手こそ基点にするが、実際に行使するのは精せい霊れいや自然霊の加護を用いた、自然魔術である。

　魔法陣が現れ、スピカに真空の圧力が襲おそい掛かる。だが銀ぎん髪ぱつの神は揺ゆるがない。

「見せてあげるよ。六つ目の力を」

　二本の長剣が交差し、混ざり合った。一つになった剣の輝かがやきから、何かを引き抜いていく。

　現れたのは、紅ぐ蓮れんに燃える大剣だった。

　宝剣のように刀身だけではなく、柄つかから切っ先に至るまですべてが透すき通っている。まるで無数の宝石を散りばめたように美しい。刀身は恒こう星せいのような熱を帯び、炎ほのおの如ごとき輝きに満ちている。イングラムの表情が激変した。

「それはまさか……っ！　まだ現存しておったのか！」

「そういうこと」

　恒星の刀身をなぞり、スピカは恍こう惚こつの笑えみを浮うかべる。

「──太陽剣フレイ・イクス。魔王の身を焼き尽くし、百年の逃とう走そうを終わらせた、勇者の最終装備さ」

　太陽剣から業ごう火かが上がり、イングラムの魔ま法ほう陣じんが砕くだけ散った。炎のような光はそのまま空一面へと広がっていく。あたかも巨きよ大だいな翼つばさのように。

「コレ自身、フレイ・イクスを抜くのは初めてさ。見えるかい？　炎に見えるのは空間の揺らぎだよ。フレイ・イクスは光子のさらなる光速運動を体現している。光栄に思っていいよ、最果て。君は今、神様から魔王と同等の扱あつかいを受けているんだ」

「フン、かのヴェルゼスト画が伯はくと並ぶということか。確かに絵え描かきとしても魔術師としても光栄の極きわみではある。……だがな、儂にとってヴェルゼスト画伯は心の師だ。並び称しようされるなんぞ、恐きよう縮しゆくで敵かなわん。儂には──ほれこの程度が精々よ」

　イングラムの右手が大地へ向いた。途と端たん、スピカの表情に「──っ!?」と警けい戒かいが走る。

　大地から魔術光が吹ふき上がっていた。だがそれだけではない。

　魔術光は眼下の革命軍たちからも発せられている。光はイングラムの足元に集つどい、無数の絵画となっていく。右手からも絵画が生まれ、総数は６６６枚。スピカは啞あ然ぜんとした。

「まさか『魔王の絵画』……!?　あり得ない、君が使うのは自然魔術のはずだろう？」

　空中に生み出された絵画は、魔王ヴェルゼストのそれと酷こく似じしていた。

　６６６枚の絵画の中心で老魔術師は肩かたを竦すくめる。

「応とも。これはただの猿さる真似よ。自然魔術を絵画の形に組み替かえ、増ぞう幅ふくしたに過ぎん。だが贋がん作さくなどと揶や揄ゆしてくれるなよ？　儂とヴェルゼ教では理念が違ちがう。これらはヴェルゼスト画伯のそれを忠実に再現した絵画。言わば『魔王の絵画』のレプリカよ」

　贋作とレプリカは本質が異なる、とイングラムは言う。

　贋作はオリジナルにとって代わろうとするもの。対してレプリカはオリジナルへの尊敬と模も倣ほうの念を持つもの。今こうして空中に描かれたのは、イングラムが生しよう涯がいを懸かけて編み上げた『魔王の絵画』のレプリカである。

　革命軍のなかには戦士に偽ぎ装そうした女性たちが隠かくれている。彼女たちは全員がイングラムの愛人かつレプリカのモデルだ。

　この戦場で彼女たちを守護することこそが、革命軍の真の使命だった。

「なあ、スピカよ。太陽剣が斃たおしたのは百年の逃走の末、すべての魔術を手て放ばなしたヴェルゼスト画伯だ。この６６６枚を相手にその恒星は果たして燃え続けていられるか？」

　右手が線を引く。すると呼応した６６６枚がパズルのように動き出した。

　絵画たちは作品番号００１番から６６６番までナンバリング順に並んでいた。だがイングラムの指示により、自由気ままに列を成す。現れたのは、巨大なモザイク画。

「レプリカの良いところは、こんな遊びも許されることだ」

　６６６枚の絵え柄がらが集い、巨大な１枚の絵になっていた。

　芳ほう醇じゆんな木の実を抱かかえ、ミルクの川に足を浸ひたし、夜と朝の狭はざ間まで戯たわむれる、魔術師たちの絵だ。これは『世界の絵』。イングラムが愛人たちと語り合い、想像の翼を広げて描いた、本来あったはずの魔術世界である。

「格調高いオリジナルはこんなことはせんだろう？　レプリカだからこそできる、とっておきのお遊びよ」

『世界の絵』の真ん中で最強の魔術師が利きき手を掲かかげる。

「流る浪ろうの絵描き、イングラム・デェイウォーカーが最高傑けつ作さく、タイトルは『天てん蓋がい憂うれう世界航路図』！　６６６の魔術を掛け合わせ、世界創生クラスの魔力を孕はらんだ大魔術よ！　問うぞ、神を自じ称しようする者よ！　汝なんじは我が芸術を受け止めきれるか!?」

「ふふふ」

　問われた神は腹の底から歓かん喜きした。

「あーっはっはっ！　面おも白しろい、面白い面白い面白い！　それでこそだ！　それでこそ魔王ヴェルゼストに連なる魔術師だよ！」

　紅蓮の剣が唸うなりを上げる。

「こっちこそ問うよ、魔術師！　太陽剣フレイ・イクス──これは星を生み出す恒星の剣だ！　地上の創生を斬きり裂さくとするならば、これ以上適したものがあると思うのかい!?」

　それ以上、言葉はいらなかった。

『世界の絵』は史上最高クラスの魔術を解放し、巨大な光を天へと放つ。同時、恒星の剣もまた振り下ろされ、地上へ灼しやく熱ねつの御み柱はしらが降り注いだ。

　光と御柱の動きはゆっくりと穏おだやかなものに見えた。だがそれは両者のエネルギー量が膨ぼう大だい過ぎるゆえのこと。やがて両者が衝しよう突とつし、空は真っ白な光に包まれた。

　中心にいた神と老魔術師は歓喜の笑い声を上げ、その光に飲まれていく──。







　同時刻、地下第三層。ここには副署長補ほ佐さのために用意された屋や敷しきがある。

　大きくせり出したテラスには今、何十枚もの絵がばら撒まかれていた。あるものはぐしゃぐしゃに丸められ、またあるものは乱雑に破かれている。共通するのはそれらの絵が地上の高名な絵の贋作ということだ。

　絵画の墓場のようなテラスには今、一人の少年が立ち尽くしていた。

　階級章付きの制服を着込み、乾かわいた血でまだらになった手て袋ぶくろを嵌はめている。イエローブロンドの髪かみの下、顔の左半分にあるのは道どう化け師しの仮面だ。

　ハイネ・ロットアイン。ヴェルゼ教の修道騎き士しにして、監獄の副署長補佐。『魔王の絵画』の贋作──左手の継承者である。

　足元に散らばっているのはどれもハイネが描いた絵だった。

　左手との親和性を高めるため、ハイネは幼少から絵の模倣を続けていた。

　そうして贋作を描くこと自体は嫌きらいではなかった。むしろ好きだったかもしれない。

　高名な絵を真ま似ねることで、自分もオリジナルへ近づける気がしていた。でも、

「……全部無意味なことだった」

　嗚お咽えつのように呟つぶやき、左手を握り締しめる。

　ハイネは魔王の右手を取り戻もどすために『天空の大監獄』へやってきた。

　この目に映る人々を救い、やがては世界の外の人々も救える──そんな魔王になるために。

　だが右手の継承者たるリオンには完かん膚ぷなきまでに敗北し、熾し天てんの儀ぎでは魔導学者のクレアを死なせてしまい、地下大聖堂では舞ぶ台たい女優のセシルに無理をさせてしまった。

「足あ搔がけば足搔くほど、僕は大切な人を傷つけてしまう……っ」

　大聖堂での戦いではハイネ自身も大おお怪け我がを負ったのだが、すでに傷は癒いえている。ハイネの体は『塔とうの住人』により、半分以上この世界のものではなくなっている。回復力も飛び抜ぬけているのだ。

　そうして体は完治したが、心はそうはいかない。

　神しん獣じゆうまで持ち出してもリオンに敵わなかった。それどころかクレアの仇かたきである脱だつ獄ごく王ヴァレリアの姿を見た瞬間、憎にくしみに駆かられて我を忘れてしまった。セシルが倒たおれたのはその結果である。

　もう何が正しいのか分からない。頭のなかはぐちゃぐちゃで、心のなかはもっと滅め茶ちや苦く茶ちやで、気づけば絵画を破り捨てていた。

「──ハイネ君？」

　背後でテラスの扉とびらが開き、名を呼ばれた。

　はっとして振ふり向く。ベッドで寝ねているはずのセシルだった。格好はいつものきらびやかな舞台衣装。病やみ上がりのためか、肩に薄うすいショールを掛けている。

「セシルさんっ、目が覚めたんですか!?」

　駆け寄ると、セシルは肩を竦めて苦く笑しようした。

「ん、お姉さんはもうなんともないよ。だからそんな顔しないで。こっちが心配になってきちゃうわ」

　セシルの手がハイネの制せい帽ぼうをすっと取る。まるで弟にでもするように頭を撫なでられた。されるがままハイネは目を伏ふせる。

「ごめんなさい、僕のせいでセシルさんにひどい負担を……」

「ハイネ君のせいじゃないよ。君は一いつ所しよ懸けん命めい戦っただけなんだから。一々気にしないの。それよりも……」

　セシルの瞳ひとみがテラスの奥へ向けられる。そこにあるのはばら撒かれた無数の贋作。

「どうして、こんなことしちゃったの？」

「……」

「ハイネ君」

　黙だまっていると、叱しかるように名を呼ばれた。逆らえず、ハイネは重たい口を開く。

「……もう分からないんです。何が正しいのか……」

「……そっか」

　ハイネを撫でていた手が滑すべり落ち、道化師の仮面に触ふれ、離はなれた。

　セシルはすっと横を通ると、テラスにばら撒かれた絵を拾い始める。

　ハイネは呆ぼう然ぜんとその姿を見つめた。だが病み上がりの体は数枚拾ったところでふらりとよろけてしまう。慌あわてて駆け寄り、肩を支える。

「セシルさんっ、やめて下さい。ベッドに戻りましょう」

「わたしは好きだったよ。ハイネ君の絵」

　支える手をやんわりと押し留とどめ、セシルはまた絵を拾い始める。

　やがてすべての絵を拾うと、セシルはテラスの端はしへと歩いていく。欄らん干かんへ背を預けるように座り、膝ひざに載のせた絵を一枚一枚愛いとおしそうに眺ながめ始めた。

　ハイネが所在無げにしていると、セシルは自分の隣となりをぽんぽんと叩たたく。

「はい、こっちきて。お姉さんの隣に座りなさい。一いつ緒しよに絵を見ましょ？」

「いえ、僕は……」

「いいから」

　強く言われると逆らえない。そばにいって、少し遠くに座る。

「もっとこっち。近くにこないと、ハイネ君も見れないでしょ？」

「僕は見たくないんですけど……」

　と言ってるそばから腰こしに手を回され、ぐいっと引っ張られた。ぴったりと密着してしまう。

「ねえ。ハイネ君はどうして絵を描かき始めたの？」

　絵を眺めながら尋たずねてくる。ハイネは目を逸そらしながら答えた。

「……左手のためです。魔ま術じゆつを使う時、絵画をイメージするから」

「その左手って魔王を真似したものなんだよね」

「ええ、ヴェルゼストの魔術と絵画を模倣して、僕らヴェルゼ教が編み上げた魔術の集合体。それがこの左手です。僕たちは……ヴェルゼストを忘れられなくて、この左手を編み上げました。だからこそ、僕は右手を取り戻しにこの監かん獄ごくにきたんです……」

　ヴェルゼ教の始祖たちは異世界からの迷い人だった。

　この世界の人々に忌き避ひされ、迫はく害がいされた始祖たちを助けてくれたのが、ヴェルゼストだった。

　だがヴェルゼストと始祖たちの日々は、勇者たちの到とう来らいによって終わった。戦いが始まり、敗北し、ヴェルゼストは百年の逃とう走そう後、遠い地で討うたれてしまった。

　始祖たちはその後、ヴェルゼストの遺ゆい言ごんによって北部のオーベル峡きよう谷こくに戻った。

　勇者たちの追つい撃げきも北部の辺境にまでは及およばなかった。

　だが後こう悔かいは消えなかった。異世界の故郷に帰りたいという気持ちすらもうなかった。ただ哀かなしかった。最後までヴェルゼストと共にいられなかったことが、どうしようもなく哀しかったのだ。

　そうして始祖たちはあえて『魔王ヴェルゼスト教会』を名乗り、贋がん作さくの制作に乗り出した。

　愛すべき魔王のことを忘れないために。

　ヴェルゼ教の総本山は今もオーベル峡谷にある。今から数か月前、『天空の大監獄』で右手の封ふう印いんが解かれた時はすぐに気づいた。

　程ほどなくして教皇自らが『塔の住人』へコンタクトし、取引を持ち掛かけた。

　ヴェルゼ教の望みは右手と『魔王の絵画』の入手。そうしてもう一度この世界に『魔王という存在』を蘇よみがえらせたかった。

　オーベル峡谷は草木も生えない、不毛の大地だ。生きていくには共同体として強固な目的が必要だった。ヴェルゼ教にとってはそれが『魔王という存在の復活』だった。親から子へ継つがれてきた悲願である。

　あちらの世界への帰き還かんはもう望んでいない。すでに何世代も過ぎた今、ヴェルゼ教にとっての故郷はこちらの世界である。当然、かつて勇者たちが危険視した『世界の連結』も目もく論ろんではいない。

　よってヴェルゼ教が右手と絵画を得たとしても、『塔の住人』が不利益を被こうむることはないのだ。

　無論、見返りも用意した。右手と絵画をこちらへ譲ゆずってくれるなら、ヴェルゼ教は『塔の住人』へ魔術理論を提供する。『塔の住人』が絵画の観測を続けているのは、今は亡なき勇者たちのためだ。左手を編むために蓄ちく積せきしてきた数百年の理論は『塔の住人』にとって有益なもののはずである。事によれば絵画による観測すら必要なくなるかもしれない。

　そうして互たがいに利があるという理り屈くつを積み重ねた。だがそれでもやはり『塔の住人』が戦いを仕し掛かけてくる可能性は捨てきれない。お互いに因いん縁ねんの相手だ。数百年前のことではあるが、『塔の住人』は魔王と戦った当事者である。危険な賭かけだった。

　だが『塔の住人』は拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりこちらの要望を受じゆ諾だくし、修道騎士──ハイネを『天空の大監獄』に受け入れた。

　と言っても『塔の住人』が実際に行ったのは、ハイネを新たな看守として捕ほ縛ばくするよう地上へ指示しただけである。騎士団に捕とらえられたハイネは監獄入りし、クレアとセシルを仲間に引き入れ、自力でリオンを見つけて戦いを挑いどんだ。

　あとの顚てん末まつはセシルも知っている通りだ。

「僕はヴェルゼストのようになりたかったんです……」

『塔の住人』の観測は異世界へ戻った勇者たちのためである。あちらの世界はおそらく今も深刻な事態にある。

　だからハイネは願った。ヴェルゼストの右手を手に入れ、ヴェルゼ教の左手を用い、この世界の人々を救いたい。そしてやがては世界の外──始祖たちの故郷である、あちらの世界にいる人々も救いたい。

　かつて自分たちに手を差し伸のべてくれたヴェルゼストのように。

　その理想は正しいはずだった。正しい理想を抱いだいていれば、正しい結末に辿たどり着けると信じていた。──だが、そうはならなかった。

「もう僕には絵なんて描けません……」

　膝ひざ小こ僧ぞうに顔を埋うずめる。クレアの血でまだらになった左手が震ふるえていた。

　その手をセシルが握にぎってきた。

「ハイネ君、あのね」

　しかし横から別の手が伸びてきて、セシルの手を振り払はらった。

　新たに現れた、第三の人物がハイネの左手を摑つかむ。有う無むを言わさぬ、強い力で。

「──駄だ目めだ。ロットアイン君。君は描くんだ。間ま違ちがえ続けた君は、最後まで足搔き続けなきゃいけないよ」

　髪かみをリボンで結んだ、妖よう精せいのように可か憐れんな吟ぎん遊ゆう詩人。

　ユフィリア・ファルセット。

　数時間前、地下大聖堂での戦いで新たに仲間となった少女だ。

「ユフィリアさん……？」

　左手を摑まれたまま、ハイネは戸と惑まどいの目を向ける。隣のセシルも意図を摑みかねた表情だ。

　ハイネは教皇から『お前の潜せん入にゆう後、追って使者を送り込む』と言われていた。その使者というのが、このユフィリアである。

　まだ詳くわしい話はきちんと聞いていないが、ユフィリアは監獄にきてからしばらくリオンのところにいたらしい。だが脱獄直前に『魔力を込めた演奏』でハイネに居場所を伝え、リオンの脱獄を阻そ止し。地下大聖堂での戦い後、こうして一緒に屋や敷しきへやってきていた。

「そういえば、君にはまだあたしの事情とかあんまり話してなかったっけ」

「……はい。あ、でも教皇からの届け物を持ってきてくれたんですよね……？」

「そ。あたしはヴェルゼ教の教皇さんの依い頼らいでこの監獄にきたんだ。でも実は『最果ての魔術師』にも似たような依頼を受けてたんだよ」

「『最果ての魔術師』……？」

　ハイネは眉まゆを寄せる。その名は一応、聞いたことがある。確か『人類の到とう達たつ点』と言われた今代最強の魔術師だ。だがそれほど馴な染じみのある名ではない。

　さらに戸惑いの深まったこちらの表情を見て、ユフィリアは苦笑する。

「教皇さんの言ってた通りだね。ロットアイン君は何も聞かされてなかったわけだ。右手の継けい承しよう者とヴェルゼ教の争いについて」

「右手の継承者との争い……？　どういう意味ですか？　だって僕らは長年右手を探し続けて、でも見つけられずにいたんですよ？」

「その言い方は正確じゃない。本当はね、ヴェルゼ教はこの数百年で何度か右手の継承者と戦っている。で、右手を奪うばえずにいたんだよ」

　そう言うと、ユフィリアは左手を引っ張った。遠えん慮りよも何もない力任せだ。ハイネは無理やり立たされてしまう。

　満足げな顔をすると、ユフィリアはマントからハープを取り出した。

　弦げんが爪つま弾びかれ、ポロンと音が響ひびく。途と端たん、セシルが「あ、れ……？」と眠ねむるように気を失った。ハイネはぎょっとしてセシルの肩かたを支える。吟遊詩人は肩を竦すくめ、

「心配ないよ。今のは眠りへ誘いざなう曲だ。普ふ段だんから魔力を練っているあたしと、左手から常時魔力を供給されているロットアイン君はいいんだけど、セシルさんは『塔とうの住人』に思考を演算されちゃうからね。ここから先の話は聞かせられない。知ってる？　この監獄において、あたしたち二人だけが『塔の住人』の演算予知を完かん璧ぺきに防げるんだ」

「ユフィリアさん、あなたは一体……」

「あたしは裏切り者の女め狐ぎつねさ。ただし、さすがにこの世界まで裏切ったりはしない」

　鋭するどい瞳ひとみがハイネを見み据すえる。

「いいかい？　ロットアイン君。教皇さんが君に黙だまってたのは、どっちに転ぶか分からなかったからだ。でももし事態が最悪な方に向かうなら、君にすべてを話すようにあたしは依頼された。右手の継承者とヴェルゼ教が数百年争っていた理由も、実は今から話す内容に帰結する。つまりはね、対処法が分かれたんだよ。最悪の事態を想定した時、ヴェルゼ教は平和的な対処を、右手の継承者は根本的な対処を、それぞれしようと考えた。で、両者は対立し、答えが出ないままここまできてしまった」

「すみません、僕には一体なんの話だか……」

　ハイネが口を挟はさんでもユフィリアは言葉を止めない。

「あたしもね、脱だつ獄ごく寸前まで迷ってたんだ。右手につくか、左手につくか。演算予知を完璧に防げるあたしは大きなアドバンテージになる。あたしがどっちにつくかで世界の命運を左右してしまう。でもあたしは左手につくことにしたよ。よく聞いて」

　すっと顔を寄せ、ユフィリアが囁ささやいた。

「『塔の住人』は世界を滅ほろぼす力を持っている」

「え……っ」

「ヴェルゼ教と右手の継承者は、その対処法で対立したんだ。前者は『塔の住人』と和解しようとし、後者は『塔の住人』を斃たおそうとした。でももう猶ゆう予よはない。皮肉なことに君たちの目指した『魔王という存在の復活』こそが鍵かぎだったんだ。『塔の住人』が君を招き入れたのは、ヴェルゼ教がそれを成すならそれも良しと考えたからだ。つまり監獄の神はもう動き出している。──この世界を滅ぼすために」

　再びマントのなかに手が入り、取り出されたのは宝石のついたペンダント。

「教皇さんから君への預かりもの。『塔の住人』の陰いん謀ぼうが決定的だと分かったら、すべてを話し、これを渡わたすように頼たのまれた」

「その預かり物は……一体何なんですか？」

「贋作の作品番号６６６番『魔王』」

　ハイネの瞳が大きく見開かれる。ペンダントをかざし、言葉は続く。

「右手じゃきっと届かない。リオンにはもう昔みたいな渇かつ望ぼうがないから。神を止める絵え描かきには、壊こわれるくらいの激情が必要だ。間違い続け、溺おぼれ続け、壊れ続け、そうして至れる境地もある」

　ユフィリアがそう言うと同時、監かん獄ごく全体が凄すさまじい震しん動どうに襲おそわれた。

　ハイネは思わずたたらを踏ふむ。だがユフィリアは動じず、宙を見上げた。

「どうやら始まってるみたいだね。右手の大攻こう勢せいだ。こっちもすぐに地表へ移動しよう」

「始まってるって一体何が……っ!?」

　ユフィリアは答えない。代わりにペンダントを突つきつけてくる。

「修道騎き士しハイネ・ロットアイン、この贋作の『魔ま王おう』を使って、神に至る絵を描えがけ。そうして──」

　宝石の輝かがやきと共に、想像だにしていなかった言葉が告げられた。

「──君が世界を救うんだ」







　リオンたちは懲ちよう罰ばつ房ぼう施し設せつの廊ろう下かを走っていた。革命軍の飛ひ空くう艇ていと合流するため、地表を目指している。
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　アネットに治ち癒ゆをしてもらい、リオンの傷はほぼ塞ふさがっている。時間がないので完治とはいかないが、動くのに支障はない。右手は解放状態。包帯を外し、ボロボロのシャツを羽織った格好だ。

　先さき程ほどから不規則な揺ゆれが続いていた。石材の欠片かけらがぱらぱらと降ってきて、ランプの魔ま術じゆつ炎えんが明めい滅めつしている。

「ねえ、リオン。この揺れってなんなの？」

　キリカが髪についた欠片を払いながら訊きいてくる。

「おそらく師し匠しようとスピカの戦いの影えい響きようだな。戦せん況きようがどうなってるかは分からないが……ちょうどいい。シェリーに一報入れよう。ブローチは今、誰だれが持ってる？」

「はい、あたしが持ってます」

　レオナがポケットからブローチを取り出した。

「よし、貸してくれ」

「待った。ご主人様が使って大だい丈じよう夫ぶか？　魔術文字の起動には両手を使うぞ？」

「ん、確かにそうだな」

　魔術文字に効果を発揮させる際、一いつ般ぱん的なのは文字をなぞるやり方だ。

　今は走りながらなので、ブローチを手のひらに乗せてなぞることになる。だがリオンの右手は解放状態だ。おかしな影響が出ないとも限らない。シェリーや師匠なら対策は打っているとは思うが、無用なリスクを負う必要もない。

「レオナ、文字を指でなぞってくれ。汎はん用よう的てきな魔術文字だから誰がやっても回線が開くはずだ」

「了りよう解かいしました」

　小さな指がブローチのくぼみに触ふれ、文字をなぞっていく。すると光が輝き、

「『……ハイレ……殿どので……か？　……そち……状じよう況きよう……』」

　シェリーの声だったが、聞き取りづらい。念話がひどく乱れている。

　思わず全員足を止める。しばらく試ためしてみて、どうにか回線が安定した。

　こちらが懲罰房から出た旨むねを告げると、ちょうどまた揺れが起こった。徐じよ々じよに大きくなっている。

「シェリー、そっちの状況はどうなってる？」

「『なんとお伝えするのが適切か、難しいところです……』」

「端たん的てきでいい。師匠とスピカが戦ったんだろ？　師匠は勝ったのか？」

「『そ……、ざ……ながら……不明です……』」

　また少しノイズが入った。よく聞くと、喧けん騒そうのようなものも混じっている。

　レオナのそばに寄り、キリカがブローチに顔を寄せる。

「シェリー、もしかしてそっち戦せん闘とう中なの？」

「『肯こう定ていです。スピカの放ってきた神しん獣じゆうを革命軍が迎むかえ撃うっています。ただ私のいる本隊は撤てつ退たい中なので散発的な戦闘ですが……』」

「撤退!?　シェリー、敗まけたの!?」

「いや待てキリカ、重要なのは局所的な勝ち敗けじゃない」

　ぐいっと頭を押してキリカをブローチから遠ざける。「むう」と膨ふくれてしまったが、今は構ってやれない。

「不測の事態が起きたってことだな？　その場に留とどまるより優先しなければならないことができたんだ。そうだろ？」

「『……その通りです。順を追って説明します。イングラム殿はスピカと真っ向から戦いました。スピカはかつて勇者の使った太たい陽よう剣けんを用い、イングラム殿も最高傑けつ作さくの絵画を用いてぶつかりました』」

　途端、リオンの声が裏返った。ブローチへ齧かぶりつく。

「師匠の最高傑作だと!?　なんだそれは!?　どんな絵だ!?　モチーフは!?　構図は!?　色しき彩さいは!?　詳しく！　詳しよう細さいに事細かく話してくれ！　さあほら早く！」

「待ちなさいリオン、それこそぜんぜん重要じゃないでしょ！」

　キリカにぐいっと頭を押し返された。「いやしかしっ」と食い下がるが、間にいるレオナがため息交じりで話を進めてしまう。

「シェリーさん、師匠さんはどうなったんです？　さっき『不明』って言ってたのは勝ったかどうかわからないってことですか？」

「『姿が見えないのです。イングラム殿とスピカは上空３０００メートル辺りで戦っていました。ですが互たがいの最大攻こう撃げきがぶつかり合った後、辺りが閃せん光こうに包まれ、それ以降両者の姿が見えないのです』」

「……なるほどな。良くて相打ち、悪くて両方生き残ってるってことか」

　リオンが真顔で言うと、フィーネが若じやつ干かん引いた顔でツッコんできた。

「両方生き残ってるのが悪い方なのか？　一応、師匠なのだろう……？」

「死んでる分には申し分ない。作品さえ残してくれればな」

「殺さつ伐ばつとした師し弟てい関係だな……」

　問題は……、とリオンは続ける。

「革命軍が移動している理由だ。察するに……飛空艇に何かあったな？」

　キリカが「えっ、大丈夫なの!?」と目を剝むく。レオナたちも息をのみ、ブローチからの返答に耳を傾かたむける。シェリーは歯切れ悪く答えた。

「『……整備部隊がアンデッド・オーガに襲われました。現在撤退しつつ、無事だった部品をかき集めています』」

「飛ばせそうなのか？」

「『是ぜが非でも飛ばします。ただ燃料から逆算すると、そちらへ辿たどり着いても長く滞たい空くうしていることはできません』」

　飛空艇は離り陸りく時に最も燃料を消費する。シェリーが言うには、監獄の地表へ着陸するのも難しいらしい。

「『こちらで空間転移の魔道具を四種、物質置ち換かんの結けつ晶しようを二種、そして万が一の場合に備えて縄なわばしごを用意しています』」

「つまり、ほとんど飛び乗るような形になるわけか」

「『申し訳ありません』」

「いやいいさ。それより合流時間が相当シビアになるな」

「『──四十五分。地表の東側末まつ端たんに四十五分後にきて下さい。我々もその時間で必ず辿り着きます』」

　制服のポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出す。以前に使っていた物は懲罰房入りで没ぼつ収しゆうされたので、マティーリから奪うばっておいた。

「分かった。四十五分後に会おう」

　それを最後にシェリーとの念話を切った。レオナがブローチをポケットにしまう。懐中時計も一いつ緒しよにレオナへ預けた。

　するとフィーネが難しい顔で腕うでを組む。

「……四十五分か。ここは地下第二層。地表の末端までそんな短時間で辿り着けるか？」

「方法はいくつかある。全力で急げばどうにか間に合うはずだ。もちろん障害さえなければだが……」

　しかし、程なくしてその障害が現れてしまった。

　それも『天空の大監獄』における最も大きな障害である。

　懲罰房施設の出口に辿り着き、リオンは扉とびら横の窓から外を窺うかがった。

　施し設せつの外は一般の看守が行き来している可能性が高い。どうにかして目を盗ぬすまなくてはいけない。慎しん重ちように窓の外を見た瞬しゆん間かん、リオンは息をのんだ。

　すでに囲まれていた。二十人近い囚しゆう人じんたちが懲罰房施設の前に集まっている。

　その中央で仁に王おう立ちしているのは『天空の大監獄』最大の障害、黄こう砂さのようなロングヘアの女──アルカマリア署長である。







　窓の外で煽せん情じよう的てきな唇くちびるがつり上がり、スティック形の鞭むちが振ふり下ろされた。

　途と端たん、囚人たちに魔術光が灯ともる。リオンは背後を振り向いて、叫さけんだ。

「みんな、扉から離はなれろ！」

　直後、扉が吹ふき飛んだ。廊下のランプが軒のき並なみ弾はじけ、天てん井じようと床ゆかに亀き裂れつが走る。

　リオンはとっさに魔術光を盾たてにしていた。闇やみ色いろの光が展開し、そこに無数の魔術がぶつかってくる。

　キリカは直感的に安全地帯を察したらしく、レオナを抱だいてリオンの背後にまわっていた。フィーネもそれを見て理解し、アネットを連れて同じく背後にまわっている。

　リオンは歯を食いしばって魔術光を出し続ける。だが、

「リオン、天井が崩くずれます！」

　建物の方が限界にきた。レオナの声と同時、石材の塊かたまりが降ってくる。迷っている暇ひまはない。

「正面突とつ破ぱだ！　作品番号１８９番『収束する妖よう光こう』！」

　右手から閃光が迸ほとばしり、防いでいた魔術ごと薙なぎ払はらう。扉の瓦が礫れきも消し飛ばした。一気に駆かけ出し、リオンたちは懲ちよう罰ばつ房ぼう施し設せつを脱だつ出しゆつする。最後方にいたアネットが出た直後、天井が完全に崩ほう落らくし、轟ごう音おんと粉ふん塵じんが舞まい上がった。

　リオンが右手を構えると同時、署長の声が響ひびいた。

「ほう、今の波状攻撃を防ぎ切ったか。腐くさってもロストナンバーの所有者だな」

　リオンは胸中で舌打ちする。『収束する妖光』は手加減無しの全力だった。あわよくば署長たちまで全ぜん滅めつできればいいと考えていた。だがそう上手うまくはいかないらしい。

　粉塵がゆっくりと晴れていく。

　懲罰房施設の正面は舗ほ装そうされた広場になっている。中央にオブジェ代わりの時計台があり、その先は半円状の上り階段だ。リオンの『収束する妖光』によって広場の舗装は半はん壊かいし、時計台も焦こげて半ばから折れていた。

　だがその先、階段上の署長たちには傷一つついていない。

　露ろ出しゆつ過多の制服にスティック形の鞭を持ち、署長は最上段に立っている。

　周囲には痛々しい姿の囚人たちが付き従っていた。

　火傷やけどの痕あとがあったり、虚うつろな目で涎よだれを垂らしていたり、体か精神のどちらかに深い傷を負っている。着ている物はまちまちで、しっかりした仕立ての者もいれば、ボロ切れを纏まとったほぼ裸ら体たいの者もいる。署長は絵画のテーマに即そくした調教を趣しゆ味みにしている。彼女たちはその責め苦を受けた者たちだ。

　飛ひ空くう艇ていとの合流まで時間がない。囚人の数は二十人弱だが、おそらくは全員が１００番台だ。このタイミングでこの布ふ陣じんの襲しゆう撃げきは致ち命めい傷しようになり得る。

　リオンはひそかに唇を嚙かみ締しめた。一方、署長は「ふふ」と唇をつり上げる。

「さてと、リオン・ハイレイン。いや──今は囚人６６６番だったな？」

「……ええ、おかげさまで」

「今の爆ばく撃げきを受けて死なんところを見ると、右手のロストナンバーも健在のようだ」

「それもおかげさまで」

　リオンは右手の魔ま術じゆつ光こうをじわりと強める。「くくっ」と署長は笑えみを濃こくした。

「作品番号６６６番『魔王』。『天空の大だい監かん獄ごく』においてはロストナンバー、あるいは失われし絵画と呼ばれ、ついぞ行方ゆくえの知れなかった一枚だ。それをまさか二級看守如ごときが持っていようとは、世も末だな」

「俺だって欲しくて手に入れたわけじゃない」

「ロストナンバーは地上の絵え描かきたちが継けい承しようしていたと聞く。その今代が貴様だったということだろう？　そして『塔の住人』は貴様にすべての絵画を喰くわせ、神しん球きゆう儀ぎを起動しようとしている」

　リオンは少なからず驚おどろきを覚えた。

「そこまで分かってて俺を捕とらえにきたのか？」

　署長はからかうように肩かたを竦すくめた。そしてちらりとアネットへ視線を向ける。

　途端、修道服の身がビクッと竦んだ。アネットは過去に署長から調教されている。その恐きよう怖ふを思い出したのだ。その反応を愉たのしむように署長は唇を歪ゆがめる。

「『塔の住人』、アレは私と同じだ。退たい屈くつで退屈で常に窒ちつ息そくしそうになっている。その果てに神球儀を起動するというならば、私は友人としてその退たい屈くつ凌しのぎに協力しよう」

　リオンはあえて苛いら立だちを隠かくさなかった。アネットを庇かばうように前に出て、

「あんたらのクソみたいな退屈しのぎに付き合わされる身にもなってほしいもんだな。そんなに窒息しそうなら勝手に死ね！」

　妖光をぶっ放した。だが不可視の壁かべが出現。妖光がぶつかって爆ばく発はつが起こるが、階段一帯は完全に無傷だった。署長が「ふはっ」と噴ふき出す。

「署長たるこの私にその強気！　やはり貴様は退屈しのぎには最高の逸いつ材ざいだな！」

「神球儀が起動すれば世界が滅ほろびるんだぞ!?　それでもあんたはスピカに従うっていうのか!?」

「勘かん違ちがいするな。従うのではない。私は私の意志で貴様を捕とらえるのだ」

　監獄の女王は悠ゆう然ぜんと胸を張る。

「世界を滅ぼす！　これほど刺し激げき的な遊びはあるまい!?　これぞ私の求め続けた究極の快楽だ！」

「……っ、正気か!?　この快楽主義者が……っ！」

「快楽こそが人間の本質！　理性などは無用の長物よ！」

　階段の囚人たちが一いつ斉せいに魔術を発射した。虚こ空くうから降ってきた火の玉に対し、リオンは作品番号４０４番『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』で結晶化。火の玉を砕くだく。

　刹せつ那な、次の魔術で地面がずるりと液状化した。足を取られそうになるが、すぐに『収束する妖光』の散さん弾だんで地面ごと吹き飛ばす。

　苛立ちを滲にじませ、リオンは殊こと更さら大声で叫んだ。

「覚かく悟ごしろよ!?　世界を滅ぼすつもりなら、自分が殺されても文句はないよな!?」

　だが、この激情はリオンのフェイクだ。

　全面対決の姿勢を見せ、隙すきをついて『疑ぎ似じ空間転移』の魔術で離り脱だつする算段である。

　本音を言えば、過去にアネットを傷つけた署長はぶち殺したい。

　しかし今は皆みなのためにも冷静にならねばならない。相手は大人数の１００番台、それもほとんどが未知の魔術。さらには飛空艇の時間が迫せまっている。

　ちらりと目を向けると、レオナが素す早ばやく指を一本立てた。『十分経過してます』という意味だ。シェリーと約束した時間まで残り三十五分。

　リオンは主に『薄紅でない睡蓮』と魔術光で防ぼう御ぎよに専念しつつ、タイミングを計った。

　署長は先さき程ほどから鞭で合図をしている。ここぞという時、また鞭を振ふり上げるはずだ。そうして振り下ろすまでのタイムラグが転移のチャンスである。

　その一いつ瞬しゆんを狙ねらっていると、目もく論ろ見み通り署長が腕を振り上げた。リオンは素早く右手を一いつ閃せん。だが、

「──っ!?」

　突とつ然ぜん、右手から魔術光が消失した。鞭を振り上げたまま、署長がにやりと笑む。

「作品番号１１１番『千の晩ばん鐘しようと、我が肖しよう像ぞう』。魔王が残した唯ゆい一いつの自画像にして『魔術封ふうじ』の魔術だ」

「なんだと……っ!?」

　魔術を発動できないリオンへ、囚人たちが一気に階段を駆け下りてくる。

　キリカが警棒を構え、フィーネもレオナから譲ゆずられた拳けん銃じゆうを抜ぬく。

　視線の先で、黄砂の髪かみが愉ゆ快かいそうに揺ゆれた。

「ハイレイン、貴様は頭が回る。これ見よがしに鞭を振れば、必ず裏をかきにくると思ったぞ。私が囚人１１１番に命じたタイミングは鞭を振り下ろした時ではない。鞭を振り上げた時だ。まんまと掛かかってくれたな？」

　そうしてようやく鞭が降り下ろされる。命令はリオンへ向かうすべての囚人に対して。

「掛かれ！　囚人６６６番を捕らえろ！」

　リオンは歯は嚙がみし、だがすぐに冷静さを取り戻もどした。

　覚悟を決め、あえて前に駆け出す。

　署長が「ほう」と感心する。同時、右手に魔術光が戻った。

　一か八かの賭かけだった。作品番号１１１番『千の晩鐘と、我が肖像』は範はん囲い型の魔術なのだ。展開された範囲の外に出たことで、封じられた魔術が復活した。

「キリカ！　フィーネ！　二人でレオナとアネットを守れ！」

「キミはどうするの!?」

「署長を斃たおす！」

　この言葉もフェイクだ。読みは外されたが転移の作戦は生きている。

　リオンは作品番号２２２番『月天の雫しずく石いし』の大たい剣けんを右手に出現させる。『空間切断』の大剣で一いつ掃そうし、今度こそ『疑似空間転移』を使う算段だ。

　しかし今まさに大剣を振り抜こうとした矢先──向かってきていた囚しゆう人じんが突とつ如じよかき消えた。同時、左足に鋭するどい痛みが走る。

「ぐ……っ!?」

　鉄のワイヤーが太ふと腿ももを貫かん通つうしていた。当の囚人はいつの間にかリオンの背後に出現している。美しい顔立ちをしながら、頰ほおや額に無数の切り傷のついた囚人だった。よく見ると肌はだも老女のようにボロボロである。

「わたしは作品番号１０７番『堕だ落らくした女め神がみと、その破は片へん』。魔術は『時間圧縮』。わたし自身の内在時間を圧縮し、世界よりも相対的に早く動ける。あなたは決して避よけられない」

　囚人１０７番はグローブの手でワイヤーを握にぎり締める。

「あなたが地下第一層で『疑似空間転移』を入手したことは分かっている。でもこうしてワイヤーで繫つながった以上、あなたはもうその魔術を使えない。『疑似空間転移』の正体は高速移動。わたしごと仲間のもとへ転移すれば、ワイヤーが跳はね回り、仲間たちを無む作さく為いに切り刻む」

　初めて焦あせりが生まれた。これはリオンと同じ戦い方だ。魔術のみに頼たよらず、相手を調べ上げ、他ほかの道具を組み合わせて罠わなに嵌はめる。

　署長は理解しているのだ。それがこの監獄における対魔術の必勝法だと。

「クソ……っ！」

　右手でワイヤーを摑つかんだ。『薄紅でない睡蓮』で結けつ晶しよう化するつもりだった。だがその瞬しゆん間かん、再び右手から魔術が消えた。『魔術封じ』である。囚人１１１番が移動し、再び効果範囲に入れられてしまったのだ。

　周囲には七、八人の囚人が迫ってきている。どれが１１１番かは分からない。

　生身に戻った右手がワイヤーで裂さけた。だが構ってはいられない。とにかく距きよ離りを取るため、右足が千切れる覚悟で駆かけ出そうとし、

「あははは、無理さ！　銃じゆうもあるから逃にげられないよ」

　別の囚人が笑い声を上げた。平民服を着た囚人だった。あちこちほつれて汚よごれており、三つ編みを神経質そうにいじっている。外傷はないが、目の焦しよう点てんが合っていない。

　その手には拳銃が握られていた。『魔術封じ』のなかで致命傷を与あたえるための装備だ。

　銃じゆう声せいが響いた。右みぎ肩かたに二発、左わき腹に一発、直ちよく撃げきした。燃えるような痛みに膝ひざが崩くずれる。

「リオンッ！」

　レオナが悲鳴のように叫さけび、フィーネが即そく断だんした。

「いけ、飛ひ燕えんの騎き士し！　ご主人様を助けろ！」

「ここは任せたわよ！」

　キリカが『無限煉れん獄ごく』を発動。その魔術は『雷かみなりの礼装化』。戦場を一筋の閃せん光こうが駆け抜け、ドレスのように雷を纏まとったキリカがリオンの上空に現れる。

　当然ながら『千の晩鐘と、我が肖像』の『魔術封じ』に捕つかまり、『無限煉獄』の雷は弾はじけて消えた。だがキリカはそもそも魔術を頼りにしない。いささかの動どう揺ようもなく警棒を構える。すると見計らったように三つ編みの囚人が発はつ砲ぽうした。

「あははは、無意味無意味！　死体が増えるだけ」

「無意味かどうかはわたしが決めるわ！」

　警棒が銃じゆう弾だんを弾き飛ばした。さすがの囚人もぎょっとする。その間にキリカはリオンを守るように着地した。すかさず小声で尋たずねる。

「キリカ、足のワイヤーを斬きれるか？」

「ごめん、さすがに警棒じゃ無理」

　レオナたちとの距離は約十五メートルほど。おそらく『霧む海かいの騙だまし絵』は使えるだろうが、霧はリオンたちのところで消されてしまう。

　１００番台にも様々あるが、『ネオフェンリルへの変化』や『嵐あらしの召しよう還かん』のような大規模破は壊かい系の１００番台を使ってくれれば、まだ逃げる隙も作れたかもしれない。

　だが署長は確実かつ効果的な魔術だけを駆く使ししてくる。

　手数が多く、読みが深い。ヴァレリア並の強敵だ。

「どうした？　もう手て詰づまりなのか、魔王よ？」

　署長が皮肉っぽく首を傾かしげる。仕草こそおどけているが、目は笑っていない。こちらが逆転の一手を狙っていないか、用心深く観察している。

「１１４番、撃うて。当たるまで撃ち続けろ」

　署長の命令を受け、三つ編みの囚人が引き金を引く。銃声は間断なく響ひびき、キリカは疾しつ風ぷうのような速度で弾き続ける。だが長く保つはずがない。リオンは必死に頭を巡めぐらせた。

　次の瞬間にはキリカが撃たれてしまうかもしれない。そんな極限状じよう況きようで策を考え出そうとし──その前に、予想外の方向から声が上がった。

　アネットだ。

「もう、もうおやめ下さい！　モニカ様！」

　聞き覚えのない名だった。だがアネットの声が響くと、銃弾の雨がぴたりと止やんだ。

　三つ編みの囚人が葛かつ藤とうするような表情で手を止めていた。

　リオンの背後でワイヤーの囚人が声を荒あららげる。

「１１４番！　何をしているの!?　撃ち続けなさい！　署長様の命令よ!?」

　キリカはその隙を見み逃のがさなかった。地面を蹴けり、瞬しゆん時じに距離を詰つめる。

　三つ編みの１１４番のところではない。向かった先には、髪を無理やり引き千切られたような姿の囚人。髪の短さに対して、服装は娼しよう婦ふのように女を強調している。

　キリカはそこへ突つっ込み、鋭く警棒を突き出した。

　だが囚人の喉のど元もとギリギリでピタリと止まる。娼婦の囚人自身が間かん一いつ髪ぱつで拳銃を向けていたからだ。

「く……っ。万ばん全ぜんの状態なら紙かみ一ひと重えで届かないなんてことないのに……っ」

　頰から汗あせの雫を落とし、キリカは歯嚙みした。『無限煉獄』は消しよう耗もうが激しい。それが紙一重の差を生んでしまったのだ。一方、娼婦の囚人は拳銃を握って震ふるえる。

「な、な、なんで？　なんであたしのところに……っ!?」

「あなただけが巧こう妙みように他の囚人の陰かげに隠かくれてた。リオンの魔術を封じてるのは、あなたでしょ？」

「……っ」

　怯おびえ切った表情が正解だと告げていた。すかさずワイヤーの囚人が叫ぶ。

「１１１番がやられたら魔術が復活してしまう！　１１４番、今のうちに魔王を撃ちなさい！　再起不能にするの！」

「おやめ下さい、タニア様！　モニカ様をけしかけてはいけません！」

　またアネットだ。今度はワイヤーの囚人への言葉だった。すると足を貫通しているワイヤーが動揺するように揺れた。

　そういうことか……っ、とリオンは気づく。

　アネットはかつて署長の囚人だった。ということは、今この場にいる囚人たちは全員アネットと面識があるのだ。

「皆みな様さま、どうかお聞き下さい！」

　いつの間にか、他の囚人たちも動きを止めていた。アネットは彼女たちへ訴うつたえかける。

「そこにおられる魔王様はいずれ世界を征せいするお方です！　必ずや世界に真の平和を築いて下さいます！　どうか争うのをおやめ下さい。この方は世界に必要なのです！」

　署長が興味をそそられたように視線を向ける。

「ほう。言うようになったな？」

　途と端たん、ビクッと震えた。フィーネとレオナがアネットを庇かばうように前に立つ。だが署長は気にする様子もなく口を開いた。

「ハイレインのところでずいぶんと可か愛わいがられたようだな。おかげで貴様は肝かん心じんなことを忘れてしまっているらしい」

「わ、わたくしが何を忘れているというのでございますか……？」

「囚人というものの根本だ。ここにいる囚人共は何も好き好んで魔ま王おうを捕とらえようとしているのではない。私のことが恐おそろしいからだ。世界を滅ほろぼして死ぬことより、私に逆らうことの方が怖こわいのだ。貴様もそうだっただろう？　なあ──１２９番」

　そう呼ばれた瞬間、アネットの肩かたが跳ね上がった。そして異常なほど震えだす。

「う、あ、あ、あ……っ」

「アネットさん!?　どうしたんですか、アネットさん！」

「シスター！　おい、しっかりしろ！　聞こえないのか!?」

　レオナとフィーネが呼びかけるが反応しない。アネットは体をかき抱いだいて震えている。

　リオンは階段上へ叫んだ。

「署長！　アネットに何をした!?」

「何もしていないさ。ただ呼びかけただけだ。だがな、調教というものは骨の髄ずいまで刻むからこそ調教なのだ。ハイレインよ、貴様は以前懲ちよう罰ばつ房ぼうの使用申しん請せいを出したことがあったな？　大方、ローレライの花辺りで催さい眠みんの上書きをしたのだろう。だが、その程度で私の刻んだ恐きよう怖ふが消えると思うな。──１２９番、こっちにこい」

「い、いや、いやでございます……っ」

「もう一度言う。こい」

　スパンッと鞭むちがしなった。アネットは「ひぃっ」と悲鳴を上げ、そして──完全に正気を失った。目が虚うつろになり、止めようとするレオナとフィーネをかいくぐって、署長のもとへ走っていく。

「よしよし、やはり貴様は私の物だ。何一つ変わらない、惨みじめで、さもしい、壊こわれた玩がん具ぐだ。そうだな？」

「……は、はい……はい……っ。わたくしは、署長様の……玩具でございます……っ」

　ただただ震え、アネットは頷うなずき続ける。そこへ署長がすっと指を掲かかげた。アネットの両目が吸い寄せられるように指先を見つめ、そして、

「欲よく情じようしろ」

「ああンンンンン……っ！」

　たった一言で催眠が蘇よみがえった。吐と息いきがこぼれ、肌は朱しゆに染まり、腰こしが砕くだけて尻しり餅もちをつく。

　土と泥どろに汚れながら、修道女は股またの間へ手を伸のばした。そして淫みだらに身み悶もだえる。

「……ンはぅ！　ひゃっ、あッ、あッ、んんン……っ！」

　１１１番に警棒を突きつけたまま、キリカが声を上げる。
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「リオン、見ないであげなさい！　キミにだけは見られたくないはずよ！」

　だがリオンは返事ができなかった。目を逸そらすこともできない。

　アネットを奪うばい返されてしまった。

　その事実が名状しがたい痛みとなって、胸を締しめつける。この痛みに比べれば、ワイヤーや銃弾など痛みのうちにも入らない。

　悩なやましい嬌きよう声せいを聞きながら、署長はにやりと笑い、屈かがみ込んだ。

「貴様、処女の匂においがするぞ？　そうか、ハイレインは結局貴様に手を出さなかったか。二級看守に異常者がいるとは聞いたが、あれはハイレインのことだったのだな。ふふ、よしよし、いいだろう。生き娘むすめのまま死ぬのも不幸というものだ。とくに貴様のような情じよう欲よくに生きる雌めすにとってはな」

　地面で悶もだえているアネットを見下ろし、署長は鞭の柄えをひっくり返した。

　レオナが今にも泣き崩れそうな顔で悲鳴を上げる。

「何をする気なんですか!?」

「私が純潔を奪ってやるのさ。１２９番、股を開け」

「……はっ、はいっ、開きます……っ」

「く……っ、シスターを弄もてあそぶのもいい加減にしろ！」

　フィーネが拳けん銃じゆうを撃った。だが銃弾はやはり不可視の壁かべに阻はばまれてしまう。

　署長はアネットの秘ひめやかな部分に手を伸ばす。鞭を手のひらで転がし、角度を吟ぎん味みしている。

「どれ、一ひと突つきに貫つらぬくのがいいか。それともじっくり味わわせてやるのがいいか」

　リオンは動けずにいた。頭の芯しんが痺しびれるように麻ま痺ひしている。自分が今、どんな感情を抱いているのかすら分からない。

　だがその耳へ小さな、とても小さな声が届いた。キリカと向かい合っている、１１１番だ。

「……こ、殺して……下さい」

　署長のところまでは聞こえない、かすかな声だ。キリカが切せつ羽ぱ詰つまった声で詰きつ問もんする。

「どういう意味？」

「……あ、あたしが死ねば……『魔ま術じゆつ封ふうじ』は消えます。あたしは怖くて署長様には逆らえません。でも、でもっ……シスターはずっと励はげましてくれた。死んだお母さんが褒ほめてくれた、あたしの髪かみ。あたしのために売られて、奴ど隷れいになって、いじめ殺されたお母さんが、褒めてくれた、あたしの髪。署長様に滅め茶ちや苦く茶ちやにされて……もう死にたいって思ってた時、シスターがずっとずっと励ましてくれたの……。だから殺して、あたしを殺して、シスターを助けて……っ」

　すると三つ編みの囚しゆう人じんも拳銃を構えたまま、口を開いた。

「あはは、ははは……。あー……そうだったなぁ。わたしもだった。野や盗とうに襲おそわれた時の記き憶おくをさ、魔術で繰くり返し繰り返し再生されて、村のみんなの血の色とか、わたしに伸びてきた毛深い手の感かん触しよくとか、色んなモンで頭破は裂れつしそうになってたのに、なんとか今もギリギリ正気なのは……シスターが夜中にずっと背中をさすってくれてたからだなぁ……」

　三つ編みの囚人は涎よだれを垂らしながらため息をついた。

「あはははは、この銃、たぶんもう当たんないよ。撃つよ。撃つけどさ、もう当たんないから、安心してわたしの胸でもお腹なかでも吹ふっ飛ばせばいいよ……」

　すると、リオンの足を貫いていたワイヤーまでもがふいに緩ゆるんだ。背後からやはり囁ささやき声がする。

「まったく、誰だれも彼も使えない……。でもまあ、仕方ないか。『時間圧縮』を使う度に老いていく……そんなわたしを綺き麗れいだと言ってくれたのは、１２９番だけだから」

　いつの間にか囚人たちから殺気が消えていた。全員が命を投げ出す覚かく悟ごを決めていた。

　リオンの拳こぶしは震えている。感情が蘇っていた。抑おさえ切れないほど強く、蘇っていた。

　──アネット。やっぱりすごいな、君は。

　この地じ獄ごくのような環かん境きようのなか、彼女はずっと隣りん人じんの心に寄り添そっていたのだ。その想おもいは囚人たちの心に深く根づき、彼女たちの最後の一線を守り抜ぬいていた。

　誇ほこらしい。アネットのすべてが誇らしかった。

　そして情けない。一いつ瞬しゆんでも忘ぼう我がしてしまった自分の脆もろさが情けなかった。

　視線の先では、署長がついにアネットを貫こうとしていた。

　すべてを乗り越こえるため、リオンは叫さけぶ。魔術ではなく、心を放つ。

「魔王ハイレインの修道女、シスター・アネット──ッ！」

　ヴェールの下の赤毛がピクンッと揺ゆれた。悶えていた身が動きを止める。

　魔王は叫んだ。魔術を放つわけではなく、力を誇こ示じするわけでもなく、あらん限りの信しん頼らいを込めて。

「俺は信じているッ！　俺の修道女は、決して俺以外の奴やつに屈くつしはしない──ッ！」

　署長が「何を馬ば鹿かな」と鼻で笑った。そしてとうとう鞭の柄が振ふり下ろされる。

　レオナとフィーネが「……っ！」と涙なみだ目めで顔を逸らす。

　だが柔やわらかな手が伸び、パッと鞭を摑つかんだ。

「おやめ下さいませ。わたくしの純潔は魔王様のものでございます」

　アネットが鞭を摑んでいた。その目は正気を取り戻もどしている。

「なん……だと？　１２９番、まさか貴様……」

　署長は愕がく然ぜんとする。一方、アネットは鞭を払はらいのけると、颯さつ爽そうと立ち上がった。

「ええ。もうあなた様の催眠も調教も意味を成しません。すべては過去のものとなりました」

　屈んだままの署長を、アネットは超ちよう然ぜんと見下ろす。

「わたくしとしたことが危あやうく道を踏ふみ外してしまうところでした。けれどもう大だい丈じよう夫ぶです。署長、お分かり頂けましたか？　あなたの力など、結局はこの程度のものでしかないのだと」

「私の力が……この程度、だと!?」

　署長は威い圧あつするように立ち上がる。だがアネットは揺るがない。真正面から視線をぶつけ合い、言い放った。

「左様です。どれだけ力を振るおうが、快楽に溺おぼれるだけの者に築けるものなどございません。断言して差し上げます！　あなたはわたくしの魔王様の足元にも及およびません！」

「貴様……っ！　この私がハイレインに劣おとると言うのか!?　私は『天空の大だい監かん獄ごく』の署長だぞ!?　悪徳を為なして正義を守る、人の歪いびつさを体現したこの監獄の頂点だ！　その私の快楽が魔王如ごときに劣ると言うのか!?」

「悪行悪徳大いに結構です！　正しいだけの者に救える数などたかが知れています！　けれどあなたには決定的に欠けているものがある！」

「私に何が足りない!?　言ってみろッ！」

　するとアネットは自らの胸へ手を当てる。そして言う。気高く、真っ直すぐに。

「絆きずなです」

　魔王の修道女は凛りんとした瞳ひとみで告げた。その言葉は静かな迫はく力りよくに満ちている。

「わたくしはあの方を信じております。あの方もわたくしを信じて下さいます。たとえあなたが魔王様と同じことをしようとも、この身に刻まれる想いの強さは比べるべくもありません」

「ハッ！　恐怖より信頼が勝まさるというのか？　それが絆によるものだと!?」

「その絆によって、あなたは過去のものとなりました」

「……っ」

　ギリッと署長の奥歯が軋きしんだ。

「戯たわ言ごとだ！　ならば今この瞬しゆん間かんに貴様が死ねばどうなる!?　貴様の方が過去になるというものだろうが!?　囚人共全員の魔術を前にしてもまだそんな戯言が言えるのか!?」

「言いましょう」

　迷いなく、修道女は言い切った。

「わたくしは何度でも言いましょう。人の絆はあなた程度には屈しないと」

「く……っ！　囚人共！」

　署長が怒ど鳴なり、その怒いかりに中あてられて、誰もが竦すくみ上がった。やはり署長には逆らえない。そんな悲痛な表情で、それぞれに魔術光を灯ともらせる。

　そこへ、アネットは言葉を紡つむぐ。柔らかく、心を抱くように。

「わたくしは信じております。皆みな様さまとの絆を」

　囚人たちがはっとする。その瞳は戸と惑まどいに揺れている。だが魔術光は肥大していき、アネットの声だけが響ひびき続ける。

「どうか信じて下さいませ。この身が署長の呪じゆ縛ばくを越えられたように──」

　アネットは高らかに想いを告げた。

「──あなた方の心は恐怖を乗り越えられるのです！」

　対して署長もさらに威圧的に声を張り上げる。

「殺せぇッ！　恐怖に従え、囚人共！」

　１００番台の魔術が一いつ斉せいに炸さく裂れつした。数多あまたの光が駆かけ巡めぐり、懲ちよう罰ばつ房ぼう施し設せつは爆散し、地下第二層の天てん蓋がいには大穴が開き、無数の破は壊かいが連れん鎖さした。

　そして土つち煙けむりが晴れていく。アネットには──、

「ありがとうございます、皆様」

　傷一つついていなかった。無論、リオンたちも同様である。

　レオナとフィーネはこの結果に呆ぼう然ぜんとし、キリカは「やるじゃないの」と警棒を下ろした。リオンもひそかに胸を張る。『時間圧縮』中に抜いてくれたらしく、足のワイヤーも消えていた。

　囚人たちは署長の命令に従わなかった。恐きよう怖ふを乗り越えたのだ。

　署長はたった一人、愕然としている。

「馬鹿な……。貴様ら、なぜだ？　なぜ私に背そむくことができた!?」

　ドンッ！　と地面を踏む音が響いた。リオンだ。今度こそ空間転移し、署長の前に出現する。囚人たちの誰かがアネット以上の治ち癒ゆ魔ま術じゆつを持っていたらしく、銃じゆう創そうを完治させてくれていた。万ばん全ぜんの状態で拳を振り上げる。

「アネットが言ったろ？」

　ぎょっとした顔で後あと退ずさる署長へ、

「絆だよ」

　拳を叩たたきつけた。同時、リオンは『収束する妖よう光こう』を発射。眩まばゆい閃せん光こうが膨ふくらんでいく。

　署長の制せい帽ぼうが輝かがやき、不可視の壁が出現した。囚人の魔術ではなく、魔道具によるものだったらしい。だがゼロ距きよ離りの『収束する妖光』によって障しよう壁へきに亀き裂れつが入る。

　敗北を悟さとったのか、署長の顔から焦あせりが消えた。ふっと力を抜き、

「この私がたかだか囚しゆう人じん如ごときに敗れるというのか。魔王ですらなく、たった一人の囚人如きに。ふっ……、まあいい。なかなか愉ゆ快かいな人生だった。愉たのしませてもらったぞ？」

　その言葉を最さい期ごに妖光が障壁を砕くだいた。『天空の大監獄』の頂点だった女は、こうして光のなかへ消えていった。







『収束する妖光』が爆ばく発はつし、階段は抉えぐり取られたような形になった。リオンはその真ん中で右手を下ろし、「なんとか勝ちを拾えたな……」と息をはいた。

　正直、アネットが囚人たちを止めてくれなかったらここで終わっていたかもしれない。

　だが一息つく間もなく、レオナが懐かい中ちゆう時計を手に叫ぶ。

「リオン！　あと二十五分を切っちゃってます！」

　途と端たん、キリカが慌あわてふためき、フィーネも表情を硬かたくする。

「こっから地表まで間に合うの!?　もう三十分もないのに！」

「何か方法はあるのか、ご主人様？」

「ああ、大丈夫だ。任せろ」

　リオンは宙を見上げる。そこには地下第二層の天蓋があり、先ほどの１００番台の攻こう撃げきで大穴が開いている。魔力を振り絞しぼり、『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』を発動。螺ら旋せんを描えがくように結けつ晶しようを作っていく。キリカが「わ、綺麗……」と呟つぶやいた。

　そうしてできたのは、結晶の螺旋階段である。細い塔とうのように延びた階段は、天蓋の穴まで続いている。

「これでかなりショートカットできるはずだ。今ならまだギリギリ間に合う！」

　キリカたちが螺旋階段へ駆け寄ってくる。別れの言葉を交かわしていたアネットもそれに気づき、囚人たちへぺこりと頭を下げた。

「皆様、どうかお元気で」

「シスターも。もしまたいつか地上で会えたら、私たちも魔王ハイレイン教とやらに入れて下さい」

　そう言って笑ったのはワイヤーの囚人だった。手を振る彼女たちに見送られ、リオンたちは螺旋階段を上りだす。

　彼女たちも連れていけたらいいのだが、飛ひ空くう艇ていが間に合っても一機では乗せることはできない。

　しかしアネットによれば、彼女たちは希望を捨てていないようだ。署長はどこかに地上へのゲートを隠かくし持っていたらしく、全員でそれを探すという。可能性は低いかもしれない。だが彼女たちはもう諦あきらめていない。アネットのおかげで希望を取り戻したのだ。

　囚しゆう人じんたちの姿が豆まめ粒つぶほどになった頃ころ、リオンはつい笑えみをこぼした。

「どうしたのですか、魔王様？」

「いや改めて考えてみると、本当にすごいなと思ってさ。だってアネットは事実上、一人で署長を打ち破っちゃったんだから。『天空の大監獄』の署長をだぞ？　これってたぶん人類史上初のとんでもない奇き跡せきじゃないか？」

　すると前を走っている順にキリカ、レオナ、フィーネに呆あきれ顔をされた。

「何言ってんのよ、キミは」

「本当そういうところ、とんちんかんですよね、リオンは」

「まったく呆れたご主人様だ」

「な、なんだよ、みんなして。俺、変なこと言ったか？」

　フォローして欲しくてアネットの方を向く。すると彼女は「そうでございますわねえ」とやんわり微ほほ笑えんだ。

「けれど、わたくし一人では間ま違ちがいなく署長に蹂じゆう躙りんされておりました。わたくしが立ち上がれたのは、魔王様がいて下さったからこそです」

　きゅっとシャツの裾すそを摑まれた。ふっと顔を寄せ、彼女は囁ささやく。

「ですからもしも奇跡だとするのなら、それは──」

　まるで恋こい人びとにするような、甘く優やさしい声で。




「あなたへの愛が生んだ奇跡です」




　カッと頰ほおが熱くなった。リオンは照れくさくなって慌てて顔を逸そらす。実を言うと、アネットからのストレートな愛情表現にリオンは殊こと更さら弱い。

　敏びん感かんに察したキリカとレオナからすかさず『へー、楽しそうだこと。へー』というジト目がくる。フィーネは「ああやれば良かったのか……っ」としきりに感心している。

　……久々に胃が痛くなってきた。

「どうかなさいまして？　魔王様？」

「いやなんでもないっ」

　ひょっこり覗のぞき込まれ、また慌てて顔を逸らした。

　すると、その時。

　ふいに視界の端はしで光が瞬またたいた。螺旋階段の西側、看守の詰つめ所辺りだ。

　キリカが瞬しゆん時じに表情を変え、「殺気よ！　敵てき襲しゆうだわ！」と叫さけんだ。反射的にリオンは結晶で盾たてを作る。何かの魔術が着ちやく弾だんし、小規模な爆発を起こした。

「看守たちの追つい撃げきだ！　おそらく署長があらかじめ配置させといたんだ。俺たちが包囲を突とつ破ぱしたら、看守たちに攻撃させるつもりだったんだ……っ」

　看守たちは署長の死に気づいていないらしい。命令がまだ有効だと考えているようだ。

　詰め所の方でまた散発的に光が生まれる。それが着弾するより早く、リオンは右手を振ふり上げた。

「空間転移する！　みんな、俺に摑つかまってくれ！」

　螺旋階段の真ん中を射い貫ぬくように、リオンたちの姿がかき消えた。







　三章




『天空の大だい監かん獄ごく』の地表。二級以下の看守は滅めつ多たに出られず、囚人によっては収しゆう監かん後二度と訪おとずれることさえない、本物の空が見られる場所。

　その舗ほ装そうされた地面の一角が今、突とつ如じよ爆散した。

　大穴ができ、顔を出したのはリオン。次いでキリカ。レオナ、アネット、フィーネも順番に這はい出てくる。螺旋階段から第一層に入り、さらに『収束する妖光』でここまで穴を開けてきたのだ。

「風が吹ふいてるな……」

　前まえ髪がみが揺ゆれることに気づき、リオンは呟いた。第一層や第二層にいる時のような魔術の風ではない。本物の風だ。

　見上げると、氷のように透すき通った塔がそびえていた。

　監獄の中心『氷ひよう珠ずの塔』。この世界を滅ほろぼす神しん球きゆう儀ぎケラウノス・オメガの天空砲ほう台だい。

　距離は直線だと約百メートルほどだろう。だが周囲には無数の建築が並んでいて、だいぶ入り組んでいる。

　立ち並んでいるのは、クリスタルの神しん殿でんだ。『氷珠の塔』と同じく透き通った素材でできており、判で押したように延々と連なっている。

　リオンも『氷珠の塔』周辺の情報は持っていない。だが見た目そのままの神殿でないことは容易に想像できた。

「ねえ、何これ？　すごい勢いで文字みたいなのが流れてるけど……」

　キリカが近くの壁かべを見て眉まゆを寄せた。透き通った神殿表面に絶えず文字列が浮うかび上がっていた。

　文字列は上から下、もしくは右から左、時には斜ななめにも移動しており、まるで雨のように流れている。よく見れば地面の舗装もクリスタルでできていた。よって文字列は四方八方を縦じゆう横おう無む尽じんに行き来している。

「異世界の文字だな。文字列の行先は……『氷珠の塔』か。なるほど、おそらくこの神殿一帯が一つの集積回路なんだ。世界中の情報がここに集まり、絶えず『氷珠の塔』に送られて、膨ぼう大だいな演算を行っている。つまりこここそがスピカの演算予知の基き盤ばんだ」

　神の基盤となる建築。そういう意味では『神殿』という言い方は実際正しいのかもしれない。この一帯のクリスタル建築は、スピカという監獄の神のためにある。

　キリカが「ふんふん、そういうことなのね」と分かっていなそうな相あい槌づちを打ち、リオンはレオナの方を向く。

「時間はどうだ？」

「残り十分弱ってとこです」

　アネットとフィーネが宙を見上げる。

「シェリー様とのお時間には間に合いましたわね」

「だが飛空艇の姿はまだ見えんな」

　リオンも同様に空へ目をやる。

「『氷珠の塔』がだいぶ近い。ってことはここは地表のほぼ中央だ。東側に移動しよう。空間転移すればすぐに着くはずだ」

　少女たちが頷うなずき、リオンは右手をかざす。

　と、その時だった。ふいに背後から声が響ひびいた。老人の声だ。

「ほう。どうやら右手を完かん璧ぺきに使いこなしとるようじゃな。感心感心。可か愛わいい馬ば鹿か弟で子しも三日会わざればなんとやらか……ハァ、儂わしも歳を取るわけじゃ」

　ぎょっとして振り返る。クソジジイがそこにいた。

「師し匠しよう!?　こんなところで何してやがるんだ!?」

「よっ、元気そうで何よりじゃな。リオン」

　師匠は穴を挟はさんだ逆側に腰こしを下ろしていた。気さくに手などを上げている。

　キリカがぱちくりと目を瞬く。

「え、師匠って……この人がリオンのお師匠さん？　魔ま王おうの右手持ってた人？」

「おおっ、あんたが噂うわさの騎き士し長さんじゃな！　シェリーお嬢じようちゃんから話は聞いとるぞ」

　ぴょーんと軽かろやかに穴を飛び越こえ、師匠はキリカの手を握にぎる。

「いやぁ、会えて光栄じゃ！　今後ともよろしく頼たのむ！」

「あ、はあ、えーと、どうも」

「ちなみにシェリーお嬢ちゃんを愛人に迎むかえたいんじゃが、えらくガードが固くてなぁ。何か上手うまい策はないもんかの？」

「うーん、わたしもシェリーの浮いた話なんて聞いたことないから策って言われても……って、愛人!?　シェリーを愛人に迎えるってどういうことなの、お師匠さん!?」

「うん？　言葉通りの意味じゃが？　そうじゃ！　なんなら騎士長さんも一いつ緒しよに愛人にならんか？　そうすれば雪な崩だれ式にシェリーお嬢ちゃんも堕おとせるような気が──」

「ぶち殺すぞ、クソジジイ！　汚きたない手を今すぐ離はなせッ、クソがッ！」

『空間切断』の大たい剣けんで斬きり掛かかった。本気で首を刎はねるつもりだったのに「ほい」と紙かみ一ひと重えで避よけられてしまう。そのままキリカからひらひらと離れ、わざとらしくため息。

「まったくシャレの分からん奴やつめ。冗じよう談だんじゃよ、冗談。いくら儂でも弟子の女に手を出そうなど思わんて」

「信用できる要素が一つもないんだよ！　六歳の時、俺の初はつ恋こいだったお婆ばあさんを結局師匠が寝ね取とった件、俺は忘れてないんだからな!?」

「何それ、リオン!?　キミの初恋ってお婆さんなの!?　どういうことなの!?　わたし初耳なんだけど!?」

「あー、まー、そんなこともあったかのー」

　やる気なさそうに耳をほじる師匠。と、目の前にレオナが立った。

　ちょこんとスカートを摘つまみ、可愛らしくお辞じ儀ぎをする。

「初めまして、師匠さん。レオナ・ローズラインといいます。リオンの妻です」

「何さらっと噓うそついてるの!?　抜け駆がけが自然過ぎるわよ、レオナちゃん!?」

　キリカが仰ぎよう天てんして割り込もうとする。が、その前に、

「む、娘むすめさん！　あんたは……っ!?」

　愕がく然ぜんとした顔で師匠が仰のけ反った。キリカが「え、なにっ、今度はなに!?」と混乱し、師匠は恭うやうやしく膝ひざをつく。

「なんと素す晴ばらしいモデルなんじゃ……っ！　レオナさんと言ったかの？　お前さんはそう、我が画法のモデルになるために生まれてきたような女性だ！」

「えへ、ありがとうございますっ」

　レオナがしれっと礼を言い、リオンはさっきの怒いかりもどこへやら熱く拳こぶしを握り締しめる。

「分かるか、師匠!?　師匠にはレオナの素晴らしさが分かるんだな!?」

「分からん筈はずがなかろう！　一目でピンッときたわい。くうっ、リオン、良い女を見つけたな！　こればかりはお前の手て柄がらだ。儂も馬鹿な冗談は言えん。立派になったな、我が弟子よ……っ！」

「師匠！　やっぱり師匠は俺の師匠だ……っ！」

　レオナが見守るなか、師し弟ていはがしっと抱だき合った。

　一方、キリカは完全に置いてけぼりにされ、残った二人に助けを求める。

「もうワケが分からないんだけど、なんなのこれ……？」

「ええと、わたくしたちには理解し得ない、芸術家様のシンパシー的なものでしょうか。まあ、それはさておき、わたくしも魔王様の玩具おもちやとしてご挨あい拶さつを……」

「待て、シスター。貴様がいくとさらに混こん沌とんとしそうな気がする。ご主人様！　旧交を温めるのもいいが、今はやるべきことがあるはずだぞ！」

「ん？　ああ、そうか、そうだった」

　リオンはようやく正気に戻もどり、表情を引き締める。師匠が「ご主人様とな？」とまた興味を持った顔をするが、とりあえず無視だ。

「師匠、あんたに会ったらとにかくぶっ殺そうと思ってたんだが、レオナに免めんじて一いつ旦たん置いといてやる。問い質ただしたいことも山ほどあるが、とりあえず状じよう況きようはどうなってる？　スピカと戦ったんだろ？　勝ったのか？」

「お前たちはシェリーお嬢ちゃんの指示で地表まできたんじゃな？」

　こちらの質問には答えず、師匠は問いを返してきた。若じやつ干かんイラッとしたが、一々取り合っても仕方ないことは長年の経験で分かっている。

「ああ、そうだよ。飛ひ空くう艇ていを寄よ越こしてくれるって言うんで、右手で穴を開けてここまできたんだ」

「ふむ、どうやら本当に右手を掌しよう握あくしてるようじゃの」

　大剣を魔術光に戻し、リオンは右手を振る。

「おかげさまでな。なんやかんやあってヴェルゼストの装しよう束ぞくも再現できるようになった」

「ほう、ヴェルゼスト画が伯はくの領域まで辿たどり着いたか……。儂が託たくしたブローチはちゃんと持っているか？　まあ、その分ならもう必要なさそうだが」

　妙みような言い回しが気になったが、ブローチは今もレオナが持っている。なので頷きを返した。

「もちろんある。だがブローチを持ってきたユフィはヴェルゼ教についたぞ。師匠とヴェルゼ教は対立してるんだろ？」

「ああ、別に構わん。ユフィは裏切ったとしてもお前にブローチを渡わたす。そう分かっとった。ここだけの話、あれはお前に惚ほれとったからな？」

　途と端たん、女性陣じんから『ええ、知ってます』という空気が伝わってきて、リオンは『おい、やめろ。クソジジイ』と眼力で訴うつたえる。途端、師匠は『ほう、色いろ恋こいの機き微びまで分かるようになったか！』と目を丸くした。だがもちろん無視である。

　すると師匠はあごを撫なでて「ふむ」と吐と息いきをもらす。

「その様子だとユフィはお前のことを裏切ったのだろうが、まあ責めてやるな。あれには酷こくな仕事を任せてしまった。実を言えば、ユフィがヴェルゼ教と通じているのは分かっとった」

「まあそうだろうよ。あいつも薄うす々うす勘かん付づいてたぞ」

「右手と左手、どちらの勝率が高いか、客観的に判断させようと思ったのだ。儂もヴェルゼ教の教皇も今さら仲良くはできんからな。若いモンに判断を委ゆだねるのも一興と考えたわけじゃ。まあ、結果的にその判断はあまり意味を成さなくなってしまったがな。両者が最善を尽つくしてなお、未来に希望を残せるかどうか……そんなジリ貧にまで追い詰つめられてしまった」

「追い詰められただって？」

「今、ユフィは時間稼かせぎをしとる。ヴェルゼ教の修道騎士も一緒だ」

「ユフィとハイネが時間稼ぎ？　それはまさか……っておい！　師匠これはなんだ!?」

　リオンは自分の胸むな板いたが赤く染まっていることに気づいた。師匠の血だ。さっき抱き合った時についたのだ。

　風が吹ふき、師匠のローブが開いた。あまりに平気な顔をしているので気づけなかった。

　鋼はがねのような筋肉に深い裂れつ傷しようが刻まれていた。鮮せん血けつが溢あふれている。

　よく見れば、師匠の顔色も血の気が失うせていた。アネットがとてつもなく葛かつ藤とうした表情で前に出る。

「あ、あのっ、わたくしが、治ち癒ゆを……っ」

　だが師匠は「いや」と軽く手を振ふった。

「気にせんでくれ。この程度で死にはせん。どの道、傷が治っても儂はもう大した戦力にならん」

　その言葉を聞き、リオンは自分がひどいショックを受けていることに気づいた。

「……師匠、敗まけたのか」

　弟子が肩かたを落としたのを見て、老魔術師は苦く笑しようした。

「悔くやしいものよ。三度目の正直とはいかんかった。最大の魔術をぶつけたが、奴には通じんかった。隙すきをつき、なんとか地表へ逃にげ込むのが精せい一いつ杯ぱいじゃったよ。で、ちょうど地表に出てきたユフィたちと鉢はち合あわせしてな。これも運命と思い、協力してやったんじゃが……ユフィの策も失敗に終わった。結果、なし崩しで共きよう闘とうしとるというわけだ」

　白しら髪がの下の表情が引き締まる。

「いいか、リオン？　スピカは魔術の再現こそできてはおらん。だが魔術の演算については、今やかなりの精度にまで達しておった。儂の『過去干かん渉しよう』や『因果律操作』まで無力化されてしまった」

「……たぶん俺を観測し続けた結果だな」

「何十年後になるか知らんが、お前が戦う時はスピカの演算精度の対策をしておけ」

「何十年後？　どういう意味だよそれは？」

　リオンが訊きき返すとほぼ同時、足音が響いてきた。師匠がピクリと反応し、視線を向ける。少し先の路地から一人の少女が現れた。

　ハイネの囚しゆう人じん、元・舞ぶ台たい女優のセシルだ。

「イングラムさん！」

「おお、セシルお嬢ちゃん。もうくるのか？」

「おい、師匠。なんだ？　どういうことだ？」

「彼女は探知系の絵画を宿しておってな。お前が出てくる穴に先回りできたのはセシルお嬢ちゃんのおかげだ」

「？　そんな探知なんて師匠がやれば──」

　いいじゃないか、と言いかけて言葉を切った。そんな平易な魔術を使う余よ裕ゆうすら今の師匠にはないのだ。セシルは息を切らせて報告する。

「スピカの足止めはまだもう少し保ちそうです。でも神しん獣じゆうが一体近づいてきます！　たぶん右手の気配に気づいたんじゃないかと……っ」

「そうか。報告ご苦労じゃったな」

　セシルを労ねぎらうと、師匠はこちらへ顔を向けた。

「リオン、お前たちは東側へ向かえ。シェリーお嬢ちゃんなら必ずやってくるはずだ」

「もちろん最初からそうするつもりだったさ。でも神獣がくるんだろ？」

「安心しろ。それは儂わしが迎え撃うつ」

「馬ば鹿か言うなよ」

　普ふ段だんの師匠なら神獣が何十体こようが物の数ではないだろう。だが今の状態でまともな戦せん闘とうができるとは思えない。

　師し匠しようたちの意図が分かった。命いのち懸がけでリオンたちを脱だつ獄ごくさせようとしているのだ。

　リオンが捕つかまれば神しん球きゆう儀ぎが起動し、世界が滅ほろぼされてしまう。だが師匠は──おそらくハイネとユフィも、スピカには敵かなわなかった。そこで一いつ致ち団結し、リオンを脱獄させることに決めたのだ。

「どいつもこいつも勝手だな、まったく！」

　思わず頭をかきむしった。

　レオナたちも一いつ緒しよである以上、脱獄させてもらえるのはありがたい。しかしそれで一件落着ということにはならないはずだ。

　脱獄後のことはリオンも算段を立てていた。そもそも右手があれば、地上の騎き士し団を退けるなど造作もない。やりようはいくらでもある。

　だが神球儀の件が出たことで、その前提は覆くつがえされてしまった。

　スピカはそれこそ地上の果てまで追ってくるだろう。

　今までは『スピカはこちらを観測効率のいいモルモット程度に考えている』と想定していた。だが今やリオンはスピカにとって『世界を滅めつ亡ぼうさせるための鍵かぎ』なのだ。地上に降りた程度で見み逃のがしてくれるとは思えない。

「正直さ、俺は心のどこかで『スピカは師匠が斃たおしちまうだろう』と思ってた。……でもそうはならなかった。スピカの脅きよう威いはもう『地上に逃げればどうにかなる』なんてレベルじゃない」

「だとしてもお前は逃げねばならん。その事実に変わりはない」

「『氷ひよう珠ずの塔とう』を破は壊かいしたらどうだ？」

　シェリーの話によれば、神球儀ケラウノス・オメガは『氷珠の塔』を天空砲ほう台だいにするという。ならばその砲台を破壊してしまえば、亜あ光こう速そくの電子は発射できない。スピカの報復は想定されるが、それでも世界が滅ぶなんて状況は回かい避ひできる。

「無理だ」

　だが老魔ま術じゆつ師しは厳格に否定した。

「それはすでに儂が試みた。監かん獄ごくの外から『魔王の絵画』６６６枚のレプリカをぶつけたが、『氷珠の塔』は砕くだけなかった」

「絵画のレプリカ!?　それが師匠の最高傑けつ作さくか！　ど、どんな作品なんだ!?」

　つい前のめりになってしまい、すかさずレオナに「リオン、そこじゃありません」とツッコまれる。

「詳しよう細さいはシェリーお嬢じようちゃんにでも訊くがいい。儂のレプリカはヴェルゼスト画伯を完かん璧ぺき以上に模も倣ほうできていたはずだ。だがそれでも駄だ目めだった。つまり──右手の力では『氷珠の塔』は砕けんのだ」

　さすがにリオンも状況を理解した。スピカには師匠でも敵わず、『氷珠の塔』も右手では砕けない。これでは確かに逃げの一手しかない。

　だがそこでふいにキリカが進み出た。髪かみをかき上げ、腰こしに手を当て、悠ゆう然ぜんと言い放つ。

「じゃあ、わたしがやればいいんじゃない？　世界を滅亡させる塔なんて真っ二つにしてあげるわよ？」

　はっとした。

「そうか、キリカなら……っ」

　一方、レオナが難しい顔で眉まゆを寄せる。

「でも今あるのは警棒だけです。剣けんがなければキリカさんの斬ざん撃げきも……」

「いやある。ここにあるんだ」

　右手で『月天の雫しずく石いし』を描えがく。右手から現れるのは鋼の大剣。

　フィーネがなるほどと頷うなずいた。

「ご主人様の大剣で斬撃を放つわけか」

「俺と一緒に使えば『空間切断』の力も上乗せできるはずだ。これなら……『氷珠の塔』も破壊できるかもしれない！」

　と、師匠が怪け訝げんな顔をする。

「何を言っているのだ、リオン？　右手が通用しない以上、『氷珠の塔』の破壊は不可能だ。お前なら分かるだろう？」

「いや違ちがうんだ、師匠。キリカならあの塔を斬きり裂さけるかもしれない」

「騎士長さんが？　馬鹿を言うな。お前、この状じよう況きようで錯さく乱らんしとるのか」

　確かにいざ説明しようとすると、確固たる論理がない。実際、ミタマを斬ったり魔術を斬ったりという場面は見ているが、なぜキリカにそんなことができるのかはリオンにも分かっていないのだ。ただ一つ取っ掛かかりがあるとすれば、

「スピカが言っていたんだ。キリカは勇者と同じ、特異点だって」

「特異点じゃと……？」

　師匠の表情が変わった。深く思案するように黙だまり込む。

「師匠？」

「……正物質世界と反物質世界、その二つが原初は一つだったことは知っているか？」

「無からの生誕の話だな？　原初の無から量子揺ゆらぎを経て分かたれ、二つの世界は生まれた」

「そうだ。二つの世界は成長し、それぞれのルールを持つに至った。だが歴史の転てん換かん点にふいに原初の名な残ごりのような力を持った人間が現れる。それが特異点だ。彼らはルールを超ちよう越えつする。まるで原初は一つであったことを示すようにな。たとえば、勇者は『過程を経ずに結論へ到とう達たつする』論理思考を持っていたという。それによって宝剣や神獣などを造り出したのだ」

「ならキリカは『なぜ斬れるのか』という理由を経ずに斬るぞ。実際にミタマや魔術、神獣も斬ってきた」

「……なるほど、本物かもしれん。いやスピカが特異点と評する時点で本物だ」

　当のキリカは思いっきり首を傾かしげて師し弟ていの話を聞いていた。だがやがて、

「つまり、やればできるってことね！」

　と納なつ得とくする。リオンは「うん、まあそういうことだ」と受け流した。

「『月天の雫石』は俺が認にん識しきしてる範はん囲いなら叩たたき斬れる。キリカはここからいけるか？」

「できたらもう少し近くがいいわ。感覚的な話だけど、その方が確実だと思う」

「ならその感覚に従おう。まずは『氷珠の塔』の真下まで移動する」

　話はまとまった。同時、セシルが「イングラムさん！　きました……っ！」と叫さけぶ。

　立ち並ぶクリスタルの神しん殿でんを飛び越こえ、一体の神獣が現れた。

　その毛並みは星ほし屑くずのように美しく、巨きよ体たいは力強く躍やく動どうする。

　天空に次ぐと言われた『バベルの監獄』を統すべる白銀の巨きよ狼ろう、ネオフェンリルである。

「よりにもよってあいつか……っ！」

　ネオフェンリルには独どく房ぼう塔とうを奇き襲しゆうされた時、『収束する妖よう光こう』を破られている。おそらく同じ個体だろう。対策はまだできていない。

「リオン、どうしますか!?」

「レオナたちはここにいてくれ！　あいつが右手の反応を嗅かぎつけてきたのなら、俺を追ってくるはずだ！　俺とキリカで『氷珠の塔』へ向かう！　師匠、みんなのことは任せたぞ!?」

「よかろう、お前の好きにするがいい！　世界の命運を握にぎっているのはお前じゃからな」

　巨狼が雄お叫たけびを上げ、クリスタルの地面を踏ふみ砕きながら迫せまってくる。

　リオンは鋭するどく目を細め、キリカへ左手を差し伸のべた。

「脱獄するつもりが『世界を救う』なんて大事になっちゃったな。だがいいさ、やってやる。──いこう、キリカ。俺たちで終わらせるんだ！」

「ラストダンスってわけね。望むところよ！」

　警棒をくるりと回し、彼女がリオンの手を取った。そして、

「作品番号５２４番『軍神の過あやまち』！」

『疑ぎ似じ空間転移』を発動させ、リオンとキリカの姿がかき消えた。二人を包んだ魔術光は高速でネオフェンリルへと向かっていく。







『氷珠の塔』は駆かけてくるネオフェンリルの背後にある。ゆえに二人は真正面から巨狼へ向かっていく。そのままネオフェンリルの斜ななめ下を駆け抜ぬけようとした。『軍神の過ち』は高速移動による疑似的な空間転移である。実際に空間を渡わたっているわけではないが、移動速度は音速を超こえている。神獣と言えど反応できるはずがない。

　だが交こう錯さくする寸前、巨狼の赤い瞳ひとみが動いた。

　同時、ブレスが放たれ、クリスタルの地面を横に薙なぐ。

「──ダメッ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、危機を察したキリカが手を引っ張り、リオンの集中を乱した。『軍神の過ち』が解け、二人はブレスの奔ほん流りゆうギリギリで姿を現す。このまま高速移動していれば、ブレスのなかへ突つっ込んでいた。刹せつ那なの間を見切ったキリカの直感も異常だが、問題は、

「まさか『軍神の過ち』の速度を見切ったのか!?」

　ブレスは進行方向を遮さえぎるように放たれていた。ロード・フェニックスのような力押しではない。リオンはすかさずキリカを抱だいて飛び退ずさる。

「あの神獣、たぶんそれこそ狼みたいに狩かりに特化してるわ！　大聖堂にいた不死鳥みたいには斃せないわよ！」

「分かってる！　なら……搦からめ手だ！」

　ネオフェンリルは追い打ちを掛けにきている。一足ごとに地面が陥かん没ぼつし、こちらは立っているのも難しい。リオンは右手を地面に叩きつけ、『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』を発動。魔力の結けつ晶しようが一気に地面を覆おおっていく。

　それが足元まで迫ると、なんとネオフェンリルは跳ちよう躍やくした。だがリオンは冷静に大剣を出現させる。

「キリカ、やるぞ！」

「オッケー、そういうことね！」

　空中ならば避よけられはしない。懐ふところに入ってきたキリカを後ろから抱かかえるようにし、二人で大剣を握る。

「タイミングは俺が合わせる！　思いっきり斬り裂け！」

「分かった！　しっかりついてきなさい！」

　グンッと体を引っ張られるような感かん触しよくがきた。キリカの体たい捌さばきはあまりに鋭く、突き放されそうになる。だがリオンは奥歯を嚙かみ締しめ、大剣にあらん限りの魔力を通した。

　魔術光を帯びた斬撃が一いつ閃せん。空間切断まで付加された、特異点の斬撃。当たれば確実に斬り裂くはずだった。

　だがネオフェンリルは寸前で真下にブレスを放った。『薄紅でない睡蓮』の結晶が撃うち抜かれ、大爆ばく発はつを引き起こす。その勢いで巨狼は浮うき上がり、必殺の斬撃を回避した。

「なんだと……っ!?」

　こちらの魔術特性を理解した動きだった。今まで相手にしてきた神しん獣じゆうは獣けものの延長という印象だったが、それとは一線を画している。

「リオン、くるわよ!?」

　ネオフェンリルは神殿を蹴けって方向転換。巨体が目前に迫る。

「クソ……ッ！」

　再びキリカを抱き上げ、飛び退った。『軍神の過ち』は使わない。予測通り、ネオフェンリルはすかさず進行方向へブレスを放ってきた。リオンはさらに向きを変えて跳躍。

　目くらましに『収束する妖光』の散さん弾だんを放って、どうにか距きよ離りを取っていく。

「マズいわよ。あの神獣、相当戦い慣れてる……っ」

「ああ！　しかも独房塔では使ってない『薄紅でない睡蓮』にも対応してみせた。たぶんアークドラゴンと同じで、ヴェルゼストと戦った個体なんだ……っ」

　キリカを抱いたまま、どんどん後退していく。『氷珠の塔』は遠ざかり、とうとうレオナたちのいるところまで戻もどってきてしまった。神殿の屋根に飛び上がり、レオナたちとネオフェンリルの距離を気にしながら、リオンは苦肉の策を口にする。

「……二手に分かれよう」

「リオン？」

「俺が囮おとりになる。キリカは先に『氷ひよう珠ずの塔とう』へ向かってくれ。奴やつは相当に知能が高い。キリカ一人では脅きよう威いにならないことを看破してるはずだ。どうにか奴を撒まいて合流する。だから──」

「そんな作戦、わたしが納得すると思う？」

　紺こん碧ぺきの瞳が見み透すかすように睨にらんできた。

「どうにかって、どうするつもりなの？　キミの手札であれを斃たおせるのは、不死鳥に使ったでっかい剣だけよね？　でも間ま違ちがいなく避けられてしまう。当てるにはギリギリまで引き寄せるしかない。命いのち懸がけの賭かけになるわ。だからわたしを遠ざけようとしてるんでしょう？　違う？」

「……戦せん闘とうに関しちゃキリカに隠かくし事はできないな」

　言う通りだった。リオン一人でネオフェンリルを斃そうとすれば、ロード・フェニックスに使った三枚の絵画の調和しかない。『空間切断』の柄つかに『結晶化』した『収束する妖光』の刃やいばを作り、空間ごと斬り裂くのだ。だがあれは発動に時間が掛かる。宝ほう剣けんと神しん槍そうの援えん護ごがあったからこそ成功した一いち撃げきだ。

　ここで再現しようとすれば、一か八かになるだろう。それでもやるしかない。

「俺は世界の王になるつもりなんだ。こんなところで死ぬ気はないさ」

「それもどこまで本気なのよ……。言っとくけど、そんな話引き合いに出しても説得力なんてないんだからね？」

「心外だな。俺は徹てつ頭とう徹てつ尾び本気だぞ？　世界の王程度にはなっとかないと、キリカと釣つり合わないだろ？」

「わたしと釣り合う？　……え、なに？　それどういう意味？」

「ただの絵え描かきじゃ足りないんだ。君と並び立つには」

　師し匠しようから特異点の話を聞く前から、キリカが特別な人間であることは分かっていた。

　飛ひ燕えんの騎き士しの名は、いずれ歴史に名を残す大騎士として、アルヴィレウス王国どころか世界中に轟とどろいていた。彼女の鮮せん烈れつな生き様は多くの人を魅み了りようする。

　無事に脱だつ獄ごくしたとして、この『天空の大だい監かん獄ごく』での冒ぼう険けんも、いつかキリカの伝説の一幕程度に成り下がってしまうだろう。

「そうなったとして、俺は──脇わき役やくに収まるつもりはない。君が伝説になるのなら、同じところまで駆け上がって、隣となりに並び立ってやる」

　キリカはただただ啞あ然ぜんとしていた。

「まさか……わたしのため？」

　信じられない、という声で叫ぶ。

「わたしのために世界の王様になろうって言うの!?　滅め茶ちや苦く茶ちやにも程ほどがあるわよ!?」

「滅茶苦茶、無む茶ちや苦茶、上等だ。もちろんシェリーの計画が頓とん挫ざしたら、また別べつ途とで世界征せい服ふくを始めるからな？」

　お姫ひめ様抱っこ状態のキリカを見つめ、きっぱりと宣言する。




「俺は魔ま王おうだ。惚ほれた女のためなら世界の一つや二つ獲とってやる」




　途と端たん、キリカの頰ほおが真っ赤になった。一気に『はわわ』状態だ。

「な、なななな、何言ってんのよこんな時に!?」

「うん？　だから説得力の話さ。俺はそれだけの覚かく悟ごを決めてる。だからこんなところで死ぬつもりはない」

　リオンは「それに世界の王になってやりたいこともあるしな……」と続けたが、すでにキリカはシュ～っと頭から湯気を出し、まったく聞いていなかった。

「キリカ？」

「ひゃ、ひゃい！」

　訝いぶかしく思って顔を寄せると、キリカの声が裏返った。それからものすごい勢いで目を泳がせ、

「う、うんうんうんっ、キ、キキキミの覚悟のほどは分かったわ。ま、まあ殊しゆ勝しような心こころ掛がけじゃないかしら？　も、もももちろん年上のお姉さんとしては？　これくらいじゃまだまだトキめいたりしないので？　引き続き、頑がん張ばれば良いのではないかと思うわよ？」

「なんか動どう揺ようしてないか？」

　さらにずいっと顔を寄せると、茹ゆで上がりそうな顔で暴れだした。

「し、してないっ。動揺なんてしてないもんっ！　年上のお姉さんが年下くんごときにドキドキ動揺したりするわけないでしょーっ！」

[image: ]

「いや思いきり動揺してると思うんだが……」

「も、もういいからっ、下ろしてほら！　キミの作戦に乗ってあげるからっ。見なさい、神獣がもうこっちにきてるわよっ」

「言われなくても距離はずっと測ってたが……まあ、信じてくれたなら助かる」

「信じるわよっ。で、わたしは『氷珠の塔』に向かえばいいのね？」

　キリカがストンッと腕うでから下り、リオンは頷うなずく。

「ああ。塔の正面で落ち合おう。必ず君のもとへ辿たどり着くよ」

　向かってくるネオフェンリルを一いち瞥べつし、リオンは神しん殿でんから飛び降りる。

　キリカもそれを見送り、駆け出していく。

　その神殿の下では──二人の会話を聞いていたレオナが静かに、とても静かに目を伏ふせたのだが……二人は気づくことができなかった。







　飛び降りた後、リオンは魔術を止め処どなく放ちながら走り続けた。狙ねらい通り、ネオフェンリルはリオンだけを追ってくる。全速力で走りつつ、周囲の壁かべや地面に『薄紅でない睡蓮』の結晶を設置。巨きよ狼ろうが通過するのを見計らって爆発させる。当然、すべては跳躍、あるいは予想以上の加速によって避けられてしまう。『収束する妖よう光こう』の散弾も交えるが、一発として命中しない。やはり手て強ごわい。

　リオンは『氷珠の塔』を右側に据すえ、大回りに移動している。逃にげながら少しずつ近づこうとしているのだ。

　だがこの目もく論ろ見みも看破されているだろう。ネオフェンリルにはまるで狩かりゆう人どのような雰ふん囲い気きがある。圧あつ倒とう的てきな力を持ちながら、着実にこちらを追い詰つめようとしている。

　たとえばアークドラゴンは最初からキリカたちに操あやつられていた。リヴァイアタンズはハイネが使し役えきしていた。ロード・フェニックスは暴走状態だった。

　もしもこれが神獣の真の姿だとするなら、これほど厄やつ介かいな相手はいない。

「強者なら相応の慢まん心しんをしてほしいもんだ。愚ぐ痴ちを言っても始まらないけどな……っ」

　振ふり向きざま、三連続で『空間切断』を放った。だが即そく座ざに神殿の陰かげに隠れ、やり過ごされてしまう。一いつ瞬しゆん後には再び姿を現して追いかけてくる。

　そろそろだと思った。いい加減こちらはジリ貧である。ブラフではなく、本当に打つ手がない。

　しかしだからこそ騙だませる。焦あせって墓ぼ穴けつを掘ほったと見せかけ、ロード・フェニックスを破った天を衝つく大剣を放つ。あとは場所とタイミング。狩人に仕留め時だと思わせることができるかどうか。

　間合いを測りつつ、リオンは曲がり角を右に折れる。そこで、

「──っ!?」

　絶句した。行き止まりだ。三方がクリスタルの壁に囲まれている。してやられたのだとすぐに気づいた。自分の意志で進んでいるつもりでその実、ネオフェンリルに誘ゆう導どうされていたのだ。

「クソ……っ！」

　すぐに跳ちよう躍やくすれば屋根まで逃げられる。だがすでに巨狼が飛び掛かかってきていた。

　当然だ。狩人にとってこれ以上の仕留め時はない。

　あらん限りの魔力を注ぎ込み、結けつ晶しようの盾たてを構築する。三枚の調和は間に合わない。ネオフェンリルが結晶の盾に激げき突とつ。身体強化された膂りよ力りよくでも支え切れず、盾ごと地面に押し倒たおされてしまう。

「ぐぅ……ッ！」

　結晶に巨きよ大だいな牙きばが食い込んだ。盾が砕くだけたら引き裂さかれてしまうだろう。もし砕けなくても、このままでは潰つぶされる。リオンはギリッと歯を鳴らす。

「こんなところで死んでたまるか！　俺には……っ、今の俺には幸せにしなきゃいけない相手がいるんだ……ッ！」

　死にたくない。絶対に死ぬわけにはいかない。だが神獣はあまりに強く、そして無む慈じ悲ひだった。牙の向こうに淡あわい光が輝かがやきだした。

「この状態でブレスを放つ気か!?」

　抗あらがいがたい死が間近に迫せまる。だがその時、

「わーたーしーの夫から！」

　神殿の上から人影が飛び出した。空に舞まう、飛燕の如ごとく。

「離はなれなさい──ッ！」

　ネオフェンリルの眉み間けんへ警棒が叩たたき込まれた。本来、棒切れの一撃が通用する相手ではない。だが巨狼は苦く悶もんの呻うめきを上げ、体勢を崩くずした。

　その隙すきに着地し、キリカは結晶と地面の間に滑すべり込んできて、リオンの襟えりを摑つかむ。

「出るわよ！　とにかく神しん獣じゆうの下から退たい避ひするの！」

　出口側へいく余よ裕ゆうはなかった。二人はほとんど転がるように駆かけ、クリスタルの壁かべ際ぎわへ寄る。さらに追い詰められた形だが、それでも一瞬の時間稼かせぎにはなった。

「警棒でも一発ぐらい良いいのいけるかなと思ったら、やっぱりいけたわね！　でもさすがに斃たおすのは無理みたい……っ」

　キリカの視線の先、ネオフェンリルは眉間の痛みにもんどり打っている。だが視線はずっとこちらを睨んでいた。痛みが引いた時、どれほどの怒いかりが向かってくるか、想像もつかない。

「キリカ、なんでここにいるんだ!?　『氷珠の塔』で待っててくれって言ったろ!?」

「ええ、言ったわね！　でも嫌いやな予感がしてきてみれば、案の定じゃない！」

　返す言葉がなかった。確かにキリカがきてくれなければ死んでいた。

「実際、こんなことになってるんじゃないかと思ったわよ。死ぬ気はなくったって、キミはいつも無茶して大変な目に遭あうんだから自覚しなさいよね？」

　二人は壁に背を預けつつ、じりじりと立ち上がる。

「……ま、キミの無茶はどれもこれも全部わたしたちのためなのよね。となると、やっぱりわたしがフォローしてあげるしかないか」

「……面めん目ぼく次し第だいもない」

「いいわよ。もう決めたから。あんな覚悟みせられたらわたしも素す直なおになるしかないじゃない」

「決めたって……何をだ？」

　細い手が伸のびてきて、リオンの髪かみをくしゃっと撫なでた。

　劣れつ勢せいのなか、それでも彼女は不敵に笑った。まるで可か憐れんな花のように。




「好きよ、リオン。結けつ婚こんしましょう？　わたしが一生守ったげる」




　頰が一気に熱くなった。あまりに不意打ち過ぎる。

「……ズ、ズルいぞ。いつもポンコツなくせに、なんでここぞって時に凛り々りしいんだ!?」

「何言ってるのよ？　いつもここぞって時に助けてあげてるじゃない。戦場を駆ける騎士はいつだって凛々しいのよ？」

「そういう話じゃなくてだな……っ。いやまあ確かに、いつも土ど壇たん場ばで助けられてる気はするが……ああ、改めて自覚すると、情けないったらありゃしないな」

「あら、いいじゃない？」

　くしゃりとまた髪を撫で、キリカがウィンクする。

「男の子はそれぐらいの方が可か愛わいいわよ？」

「……っ」

　心臓が高鳴ってしまう。無自覚だろうが、今のキリカはとんでもなくお姉さんっぽさに溢あふれていた。アネットが言う『進化』というのはこういうことだろう。だがあえて指し摘てきはしない。今ここで有う頂ちよう天てんになられたら本気で死ぬ。

　二人の視線の先、復活したネオフェンリルが雄お叫たけびを上げ、突つっ込んできていた。

　しかし不思議と焦りはない。

「なぜだろうな。今ならなんだってできる気がするよ」

「あ、分かるわそれ。わたしも今、そんな感じ」

　目を合わせ、二人同時に浮うかべたのは──不敵な笑えみ。

　迫りくる獣けものへ、右手を向ける。

「こいよ、ネオフェンリル。決着の時だ！」

　結晶の盾はまだ地面に残っている。ネオフェンリルが通った瞬しゆん間かん、右手を振って爆ばく発はつさせた。だが巨狼は爆ばく炎えんを逃のがれて跳躍。冷静な動きだ。眉間を打たれた怒りはブラフだったのだ。

「さすがだよ、狩人。じゃあこれはどうだ!?」

『収束する妖光』を撃うち放つ。同時、ネオフェンリルも顎あぎとを開いてブレスを放った。

　独どく房ぼう塔とうの時と同様、まったく拮きつ抗こうできずに押し負ける。だが本命はここからだ。

「いくぞ、キリカ！」

「了りよう解かい！」

　妖光を放つのを止やめ、同時に『軍神の過あやまち』を発動。二人はブレスの下を高速移動していく。それも『空間切断』の大たい剣けんを掲かかげながら。

　ネオフェンリルが「──っ!?」と赤い瞳ひとみを見開いた。それもそのはず、ブレスが真っ二つに裂かれていくのだ。

　すでにその身はブレスで後方に流れている。ここからの方向転てん換かんは不可能だ。ネオフェンリルもまさかブレスごと斬きり裂く術があるとは考えていなかっただろう。

　リオンとて、キリカを巻き込んでのこんなぶっつけ本番、今までなら絶対にやらなかった。だが今なら成功するという確信があった。そしてその確信は現実になる。

「「いっけぇーッ！」」

　空間転移の速度を乗せ、一気に大剣を振り下ろした。

　煌きらめく銀光が走り、その斬ざん撃げきは巨狼の前足から後足までを完全に斬り裂いた。巨大な顎から断だん末まつ魔まの悲鳴が上がる。

　斬撃はネオフェンリルを仕留めただけに止とどまらなかった。背後にあった神殿の壁へき面めんを裂き、そして──さらに後方、五十メートル先にそびえる『氷ひよう珠ずの塔とう』にまで直ちよく撃げき。

「やったか!?」

　当初、キリカの言っていた距きよ離りからはかなり遠い。だがそんな限界はとうに超ちよう越えつしている。後はこの斬撃が『氷珠の塔』に有効かどうかだ。

　二人が見守る先、透すき通った外がい壁へきにわずかな亀き裂れつが走った。だがそれだけだ。塔自体はいささかも揺ゆるがない。

「駄だ目めか……っ」

「でもヒビは入ったわよっ？」

「いや、あの程度じゃおそらく砲ほう台だいとしての機能に支障はない」

　それでも続ければ破は壊かいできるかもしれない。そう考え、さらに大剣を構えたところで、爆発が起こった。リオンたちに向けてではない。すぐそばの神しん殿でんが崩れ、横の路地から師し匠しようとレオナたちが現れた。背後を気にしながら走っている。

「リオンっ、なんか追われてるみたいよ!?」

「移動するぞ！」

　すぐさまキリカを抱だき、ネオフェンリルの死し骸がいを飛び越こえ、空間転移に入った。







　路地を駆け抜ぬけ、リオンとキリカはレオナたちのもとへ姿を現す。

「みんな、無事か!?」

「は、はいっ。わたくしたちは大だい丈じよう夫ぶです」

　アネットが頷うなずき、フィーネがすぐさま報告してくる。

「『塔の住人』が追いついてきたらしい！　探知の囚しゆう人じんが言うにはもうそこまで──」

　言葉の途と中ちゆうでさらに爆発が起こった。レオナとアネットが悲鳴を上げ、たたらを踏ふむ。

　すると爆炎のなかから傷だらけの人影が二つ、飛び出してきた。

　ユフィとハイネだ。ユフィは飛行魔術を行使しており、魔術光を翼つばさのように広げ、黒こく煙えんを振り払はらう。ひび割れたハープを抱かかえ、爆炎の先を睨にらんで、リオンたちの上へ滞たい空くうする。

「イングラム老！　なんでリオンたちがまだここにいるの!?　あたしたちが足止めしてるうちに飛ひ空くう艇ていに乗せるんじゃなかったの!?」

「状じよう況きようが変わった！　お前たちがネオフェンリルを止めていれば、東側にいかせておったわ！」

「はあ!?　他人のせいにしないでよ！　こんなことならあたしの飛行魔術をリオンにあげればよかったじゃん！」

「飛行魔術では魔力を探知されて追いつかれる。儂わしの魔術迷めい彩さいを施ほどこした飛空艇でなければ逃にげ切れん。いいからもっと時間を稼げ。儂よりヴェルゼ教の教皇についた報むくいじゃ！」

「くっそ！　いつか絶対ぶっ殺してやるからね、クソジジイ！」

　言いながらユフィは決死の表情でハープを奏かなでる。リオンも聞いたことのない曲だ。黒煙の向こうで何かの作用を及およぼしているのが感じられた。

　一方、ハイネの方は爆発から飛び出してきた後、リオンのすぐ横に着地していた。

　白く輝く左手を押さえ、苦しそうに膝ひざをついている。顔の左側は仮面で見えないが、右側はじっとりと汗あせが浮かんでいた。青の瞳がちらりとこちらを向き、すぐに黒煙の方へ視線を戻もどした。リオンは思わず舌打ちする。

「大聖堂での勢いはどうした？　俺を殺そうとしないのか？」

「……それで世界の危機を回かい避ひできるならそうしますよ。でもあなたを殺せば右手の『魔王』が魂たましいから離れる。万が一、その状態でも神しん球きゆう儀ぎを起動できたらこっちの詰つみだ」

「冷静じゃないか。俺が憎にくかったんじゃないのか？」

「憎いですよ。憎いに決まってる。あなたも憎いし、ヴァレリアも憎い。気持ちの整理なんてついてないし、頭のなかはぐちゃぐちゃなままだ。それでも『塔の住人』が世界を滅ほろぼそうとしてる……そんなことを知ったら放っておけない」

　ぐっと握にぎり締しめられた左手、そこに変化が生まれていることにリオンは気づいた。白く輝かがやくなかに星の軌き跡せきのような線が増えている。ユフィが大聖堂で言っていた『教皇からの預かり物』による変化だろう。

「なるほどな。お前らは──というかユフィは、左手を強化させてスピカの寝ね首くびをかこうとしてたってわけか。だが新たな左手を扱あつかいきれず、スピカに返り討うちに遭あったってところか？」

「……そこまで読めてるなら、あなたはとっとと逃げて下さい。スピカはもう残りの『魔王の絵画』を揃そろえたようです。あなたが捕つかまればすぐにでも神球儀が起動されてしまう」

「そういうことじゃ、リオン。『氷珠の塔』も破壊できんかったのだろう？　いけ、この場は儂らに任せろ」

　師匠がリオンの背をドンッと押す。それと同時、ハープの曲を斬り裂さくように、黒煙から光の斬撃が走った。

　地面が真っ二つに裂け、神殿の壁かべまで斬り裂かれ──師匠の右手が宙を舞った。

「な……っ!?」

　リオンは呆あつ気けに取られる。師匠の肘ひじから先が失なくなっていた。

「ちぃ、奴やつめ……っ！」

　師匠は右腕を押さえて黒煙の先を睨む。ユフィは力ちから尽つきたように地面に墜おち、セシルは怯おびえて後あと退ずさりし、ハイネは歯は嚙がみして左手を構える。

　黒煙がゆっくりと晴れていく。

「長年煩わずらわされた右手、確かに頂いたよ。これで君の時代は完全に終わりだね、最果て」

　まず見えたのは長い銀色の髪。左手に構えた宝剣アスカロン・ジータ。腰こしに差していた二本の長剣は失くなっていた。代わりに右手に新たな剣を握っている。刀身から柄つかまで恒こう星せいのような輝きを放つ剣だ。シェリーの言っていた太陽剣だろう。

　少女が現れたのは、折しも『氷珠の塔』を背にする位置だった。

　星ほし屑くずのような光を舞まわせ、空から皆みなを見下ろしている。

　地上では『外がい殻かくの神々』と敬われ、監かん獄ごくでは『塔の住人』として君臨する者、スピカ。

　世界の天敵がそこにいた。

「やあ、絵え描かきの少年。君もここまできたんだね。ハンドレッド・パラシュの量産型じゃやっぱり君を止められなかったか。でもちょうどいい。迎むかえにいく手間が省けたよ」

　師匠とやり合っただけあって、ダメージの跡あとらしきものはあった。背せ丈たけの倍以上あった銀ぎん髪ぱつはところどころ千切れ、着ている服も解ほつれがある。だが瞳の鋭するどさは精せい彩さいを欠いていない。纏まとっている星屑の光に至っては、勢いを増しているようにすら見えた。

「スピカ。お前、世界を滅ぼそうとしてるんだってな？」

　言いながらリオンは右手を構えた。するとスピカは「そうだよ」と歯を見せた。

「君を真の魔王に仕立て上げてね。この世界を正義の炎で焼き尽くすんだ。──見てごらん」

　パチンッと指が鳴る。すると『氷珠の塔』から空へと光が上がった。

　まるで天から羽は衣ごろもが降るかのように広がっていく。

　その光のなかから現れた者を見て、リオンたちは息をのんだ。

　何百人という囚人の少女たちだ。

　皆、気を失っているらしく、だらりと首を下げている。星屑の光が手て枷かせとなって磔はりつけのような姿勢になっていた。

　氷のように透き通った塔と、空に磔にされた数百人の少女たち。その光景はひどく現実感がなかった。しかし確かな残ざん酷こくさに満ちている。

「今日のために集めた、『魔王の絵画』の囚人たちだ。宿主が間に合わない分は一か八か『イグリエの絵画目録』から無理やり絵画だけを召しよう還かんしたよ。まだ監獄にいるのと合わせれば、きっちり６６５枚。その右手と合わせて６６６枚さ。さあ、どうだい？　ちゃんと全部揃えたよ？」

　スピカの言う通り、なかには魔術光の絵え柄がらが浮いているだけのものもある。

　だがそんなことは問題ではない。磔になった少女たちのなかには、先ほど第二層で別れた囚人たちの姿もある。アネットがそれに気づき、真っ青になっていた。

　リオンはギリッと奥歯を嚙かむ。

「よくこんな惨むごいことができるな？　お前だって昔は世界のために戦ったんだろ？」

「コレは勇者たちのために戦ったんだよ。この世界の君たちのためじゃない。……ああ、そうだね。いい機会だ。見せてあげよう。歴史の裏側ってやつを」

　再度、スピカがパチンッと指を鳴らした。すると『氷珠の塔』の光がこちらへ照射された。とっさに身構えたが、攻こう撃げきではなかった。

　何かの情報が頭のなかへ流れ込んでくる。

　それはスピカの保存していた、過去の情報記き憶おくだった──。







　──遥はるか昔、正確には５８７年と２５４日、９時間14分29秒前、この世界に五人の子供たちが迷い込んだ。一人の少年と四人の少女だ。

　後に勇者一行となる彼らは、当初ずいぶん動どう揺ようした。突とつ然ぜん、見たこともない異世界に迷い込んだのだから無理もない。

　彼らにとって幸運だったのは、やはり勇者の存在だろう。彼はあちらの世界における特異点、盗とう賊ぞくがよく口にしていた言葉を借りるなら天才少年だった。

　勇者の推察により、皆、次し第だいに自分たちの置かれた状況を理解していった。

　正物質世界から反物質世界への次元移動。

　おそらくは研究所で行われていた陽子衝しよう突とつ実験が原因だろう。

　彼らはもとの世界へ戻る方法を探し始めた。無論、次元移動には莫ばく大だいなエネルギーが必要になる。勇者の知ち恵えを以もつてしても帰き還かんは絶望的と思われた。

　だが、この世界には想定外の力があった。それが──魔ま力りよく。

　本来、正物質で構成された勇者たちは反物質世界では生存できないはずだった。正物質と反物質は出会った瞬しゆん間かんに莫大なエネルギーに変わり、対つい消しよう滅めつしてしまうからだ。

　そうならなかったのは、魔力が抑よく止し力りよくになったから。

　勇者は魔力を12次元の力、つまりは全宇宙を構成する第12番目の階層と定義し、解かい析せきに乗り出した。

　スピカはその研究過程で造られた。肉体を持った有機的仮想生命。物質的な肉体は次元観測のアンカーとして不可欠だった。そのため、完全な確率制せい御ぎよの端たん末まつ──ミタマシリーズと比べ、連続稼か働どう時間は劣おとってしまう。それでも魔力解析の完かん遂すいはスピカなくしてはあり得なかった。スピカは勇者と言葉を交かわす時間が好きだった。

『いいか、スピカ？　世界は11次元でできているんだ。正物質世界は１～３次元プラス時間。時間プラス５～11次元がこの反物質世界だ』

『つまり勇者は時間のことを両世界の中間と定義するんだね？』

『あくまで便べん宜ぎ上じようだけどな。そして魔力は第12番目の階層と定義する』

『んん？　それなら世界は12次元ってことになるんじゃない？　ああ、いや違ちがうか。膜まく宇宙モデルはループするから……分かった。第12番目の階層は１次元に連結して吸収されるんだね。つまり魔力は時間と同じ、二つの世界の共通項こうってこと？』

『その通りだ。オレはな、正物質世界でいう暗黒物質がこの世界の魔力に相当するんじゃないかと思ってる。つまりさ、正物質世界にも魔力は満ちているはずなんだ』

『ってことは、魔力を運用する方法──魔術の解析ができれば、そっちの世界の枯こ渇かつ問題も解決できるってわけだ』

『そう、オレたちがこちらの世界に迷い込んだことにはきっと意味がある。オレはそう信じてるんだ』

　穏おだやかな研究の日々はしばらく続いた。けれどそれは唐とう突とつに脅おびやかされる。

　魔王ヴェルゼストの台頭である。

　魔王は信じられないことを画策していた。二つの世界を物理的なレベルで繫つなげようとしていたのだ。

　正物質世界と反物質世界の完全な連結。

　勇者も見識の及ばない魔術側からのアプローチだったが、それがとてつもない危険を孕はらんでいることは明白だった。

　正物質と反物質は出会った瞬間に対消滅する。

　子供五人程度のミクロな事象ならば抑止力になった魔力も、それが世界規模となれば話は違うはずだ。魔王がやろうとしているのはビッグバンもしくはインフレーションを逆再生するような行こう為いである。とてもではないが一個人に制御できるとは思えない。

　もし失敗すれば、二つの世界は宇宙創生規模のエネルギーに変わり、消え去ってしまうだろう。文字通り、世界を滅ぼすような行為だ。だから少年は立ち上がった。

『魔王を斃たおすぞ。オレたちはきっとそのためにこの世界にきたんだ』

　その日から少年は勇者を名乗った。少女たちもそれぞれ戦士、賢けん者じや、盗賊、僧そう侶りよを名乗った。

　魔王の陰いん謀ぼうを阻そ止しする戦いが始まった。

　勇者の研究は魔王を斃すためのものにシフトし、アスカロン・ジータなどの星装神器や後に神しん獣じゆうと呼ばれるガーディアンズたちが造られた。

　こちらの世界の人々とも徐じよ々じよに親交が深まり、対魔王の戦力は勇者を旗印として国家を超こえる大軍勢になる。

　戦いは熾し烈れつを極きわめた。

　魔王にもヴェルゼ教と名乗る信しん奉ぽう者がいた。またこちらの神獣を真ま似ねて魔ま獣じゆうも造りだされた。魔王軍は日に日に強大になっていく。

　だが最後は勇者の一いち撃げきが魔王の胸を貫つらぬいた。

　戦いは終わった……かに見えた。だが、そこからがまた大変だった。

　魔王が一命を取り留め、逃とう亡ぼうを図はかったのだ。その期間、実に百年。

　勇者たちはナノデバイスで肉体を維い持じし、追い続けた。

　なにせ魔王が生きている限り、またいつ世界の連結を企たくらむか分からない。

　そうして百年目。南部の小さな湖でどうにか魔王を討ち取った。

　やっと戦いは終わったのだ。

　その頃ころにはもう次元移動の方法も確立できていた。皮肉にも魔王との戦いが技術を進化させたのだ。自由に行き来できるわけではないが、一度きりの片道通行ならばほぼ安全に次元の壁を突とつ破ぱできる。ずいぶん長くかかってしまったが、勇者たちは元の世界へ帰ることになった。

　帰還の準備は滞とどこおりなく進んだ。星装神器を各地の王族に預け、魔王崇すう拝はい者が二度と出ないように五大魔導監獄を整備した。

　スピカはこちらの世界へ残ることにした。自分の意志でそう決めた。

　最も大きな理由は、魔王が逃亡中に絵画を残していたこと。世界中に散らばった『魔王の絵画』は回収しなければならない。

　それに勇者が最後の最後で温情をかけたせいで、魔王の右手も誰だれかへ継けい承しようされてしまっていた。右手と絵画が揃そろえば、魔王と同等の存在が誕生することになる。そうなればまた世界の連結が企くわだてられるかもしれない。回収と管理は不可欠だ。

　スピカは拠きよ点てんの一つ──以前に魔王から奪うばった天空城──を改装、魔術の運用ラインをそのまま使用し、監獄という回収システムを確立した。

　星装神器を与あたえた王族たちとも連れん携けいし、囚しゆう人じんを収監する社会基き盤ばんも整えた。

　こうして『天空の大監獄』は誕生した。

　スピカの周しゆう到とうなところはこのシステムを単なる監獄ではなく、絵画の管理実験場としても活用したことだ。

　これでより効率的な魔術観測ができる。魔王台頭で中断していた勇者の研究を引き継つげる。というのも魔王との戦いで技術は進化していたが、魔術の解析自体は完かん了りようしていなかったのだ。

　一応絵画の魔力を運用したり、魔道具を使ったりする程度はできるようになっていた。だがたとえば魔術師のような単身での魔術行使は勇者たちの誰も再現できなかった。

　これでは正物質世界の枯渇問題は解決できない。

　よってスピカはたった一人で魔術の観測を続けることに決めた。正確には一人きりではなく、半身である白い少女も一いつ緒しよだったが、スピカはその半身を頭数には入れていない。

　そうして、勇者たちを送り出す日がやってきた。

　戦士や盗賊がスピカの肩かたを叩たたいて消え、賢者と僧侶がぎゅっと体を抱だき締しめて去り、最後はやはり勇者が残った。

『じゃあな、スピカ。元気でやれよ。あ、ケラウノスだけは使うなよ？　地上に預けた宝ほう剣けんや神しん槍そうはお前の裁量でやりくりしていいけど、ケラウノスだけはダメだ。あれは使わないことに意味があるんだからな？』

『分かってるよ、うるさいな。っていうか、別れの言葉まで小言ってどうなのさ。勇者はいつもそうなんだから』

『そんだけお前が心配なんだよ。本当は、お前もオレたちの世界に連れてけりゃいいんだけどな……』

『神様役は必要なんだよ。絵画の回収管理は誰かがやらなきゃ。そっちの世界のために魔術の運用方法も確立しなきゃだしね。安心していいよ。勇者たちがおじいちゃんになる前にどうにかするからさ。それまでちゃんとそっちの世界を保たせてよ？』

『もちろんだ。約束するよ。オレたちはずっと待ってる。忘れんな？　お前はスピカ。二つで一つの星だ。離はなれても心はオレたちと共にある──』

　そうして仲間たちは元の世界へ帰っていった。大切な約束を残して。

　けれど魔術の本質は摑めないまま、何百年という時が流れてしまった。

　もう勇者たちは死んでしまっただろう。そもそも魔王を斃した時点でナノデバイスの肉体維持は限界だった。無理にピークを引き延ばした反動もあったはずだ。

　スピカに残っているのは遠い日の約束だけ。

　だから今も『天空の大だい監かん獄ごく』で魔術の観測を続けている──はずだった。

　数百年を経て、スピカの目的は変へん貌ぼうした。

　きっかけは、絵え描かきの少年だ。脱だつ獄ごくを目もく論ろんだ絵描きの少年と、タイプ・アークのガーディアンの上で対たい峙じしたあの日から、止まっていた時間が動き出した──。







　──情報の再生が終わった。

　リオンは「なんだこれは」と顔をしかめる。情報を押しつけられたことよりその内容に不快感が生まれた。というのもシェリーに聞いた話と総合すれば、

「……ただの行き違いじゃないか。神と魔王は共に『異世界への帰還』という目的を持っていた。だというのに戦いが起こった。その原因は……ただの行き違いだ」

「その通りだ、リオン」

　師し匠しようは初めから知っていたらしい。全員、情報の再生を受けて戸と惑まどっているが、そのなかで師匠だけは変わらず泰たい然ぜんとしている。

「異世界の子供たちとヴェルゼスト画が伯はくが戦ったのは不幸な行き違いだった。しかしそれはきっかけに過ぎん。その後にスピカがこの世界を不当に支配し続けた事実は変わらん」

「もちろんさ。コレも今さら和解したくて記き憶おくを見せたわけじゃないよ。絵描きの少年に感謝を伝えたかったんだ」

「感謝だって？」

「そうさ。実はね、コレが君の右手の封ふう印いんを解いたのは、ただの遊びのつもりだった。君は制御しきれずに自じ爆ばくするだろうと思ってたんだ。今さら継承者なんて敵じゃあない。最果ての少年たちの紡つむいできた意志が終わるのを笑ってやろうと思ったんだ。でもそうはならなかった。まさかのまさか君は右手を使いこなしてみせた。本当にびっくりしたよ。

　でもそこから先は毎日が楽しくて仕方なかった。君が看守を続けられるようにアルカマリアに命令して、神槍の少女と戦えるようにお膳ぜん立だてして、贋がん作さくの少年を呼んでぶつけ合わせて……コレがつつく度、君はどんどん魔王としての器うつわを成していった。僧侶がいつも言ってた言葉を思い出したよ。『生き返るわぁ』ってやつ。まさにそんな気分だった。また火が灯ともったんだ。もう朽くちるだけだったこの身にね」

「朽ちるだけだった……じゃと？」

　師匠がわずかに驚おどろきを滲にじませた。スピカは宝剣をくるりと回して肩を竦すくめる。

「そうさ。端たん末まつのミタマシリーズと違って、コレの体はもう耐たい久きゆう年数ギリギリなんだ。あと十年もすれば活動限界がくる。そうなれば培ばい養よう中の後こう継けい機に役目を譲ゆずることになるはずだった。絵描きの少年は見たよね？　地下大聖堂にいたあの白い奴やつさ。コレの耐久年数は計算上６００年には届かない。だからその後は後継機に引き継ぐ計画だったんだ。

　でも──そんなの絶対嫌いやだった。だって新しく生まれてくる奴は勇者たちのことなんて知らないんだよ？　勇者が空気読めなくて小言ばっかりなのも、戦士が引っ込み思案でむっつりなのも、賢者が他人の面めん倒どうばっかりみてる苦労性しようなのも、盗とう賊ぞくがちゃらんぽらんに見えて本当は仲間思いなのも、僧侶がクールぶってる寂さびしがり屋なのもなんにも知らないんだよ？　そんな奴にコレの約束を託たくすなんてしたくない。もう相手のいない約束だったとしても……そんな時だよ。絵描きの少年が現れて、見事に右手を使ってみせてくれたのは」

　二本の剣がカチンッと合わせられた。星ほし屑くずの光が舞まい、業ごう火かが吹ふき荒あれる。

「あの瞬しゆん間かん、コレは思いついたんだ。君にすべての絵画を与えれば、かつての魔王と同等の存在になる。そうすればケラウノス・オメガの起動キーを解除できる。あとはもう分かるよね？　後継機なんかに託したくない。だからコレは決めたんだ」

　磔はりつけの少女たちの下、空いっぱいに炎ほのおを広げ、スピカは輝かがやくような笑え顔がおを見せた。

「君を魔王にして、この世界を滅ほろぼしちゃおうって！」

　熱が押し寄せ、リオンは魔術光を盾たてにした。身勝手な話だ。正直、腹が立つ。だがリオン以上の怒いかりを見せる者がいた。隣となりにいるハイネだ。

「ふざけるなッ！」

　左手を握にぎり締め、天へと叫さけぶ。

「あなたはただ自分が淋さびしいだけじゃないか！　大切な人たちがいなくなって、淋しさに耐たえられなくなってるだけだ！　そんなの僕だって同じだ……っ。でも僕はそんな理由で世界を滅ぼそうなんて思わない……っ」

　後方にいるセシルが「ハイネ君……っ」と呟つぶやいた。左手が道どう化け師しの仮面に爪つめを立てる。

「僕は認めない！　そんな理由で世界を滅ぼすなんて認めないッ！」

　仮面がひび割れていく。スピカが小こ馬ば鹿かにするように鼻を鳴らす。

「何する気だい？　コレが治してあげた時に、君の体は半分以上この世界のものじゃなくなってる。つまり正物質で構成されているんだ。その仮面は正物質の制せい御ぎよのためのものだって言ったろ？　仮面を壊こわしたら体のなかの正物質と反物質が反応して、君は対つい消しよう滅めつを起こしちゃうよ？」

　それを聞いて、リオンはゾッとした。ひと一人の体積で対消滅が起これば、それこそ神しん球きゆう儀ぎ並みの破は壊かいが起きてしまう。

　だがハイネは構わず爪を立て、とうとう仮面が砕くだけ散った。露あらわになった左目が眼球ごと真っ赤に染まっていく。それどころか左半身が輪りん郭かくを失い始めた。

「馬ば鹿かか、お前は!?」

　リオンは思わず叫んだ。だがハイネは構わず、駆かけ出した。左手が明めい滅めつしている。なぜか対消滅は起きていない。ハイネの背を見つめ、ユフィが口を開く。

「あたしがロットアイン君に持ってきたのは、贋作の『魔王』なんだ」

「なんだと？」

「贋作の『魔王』は束ねる力に特化してる。教皇さんはそれを１００番台の制御に使わせようとしてたけど、ヴェルゼ教徒の体には始祖から受け継いだ正物質の因子が残ってる。だからもしも『魔ま王おう』で正物質の制御まで成し得るなら……」

「ハイネが対消滅の力を手に入れるっていうのか？　そんなもの、もはや魔術の領域じゃないぞ」

「だからこそ、あたしは左手が勝つと踏ふんだのさ」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共にハイネが左手を突つき出した。スピカは太陽剣と宝剣を交差して防ぼう御ぎよする。輝く拳こぶしが二本の剣に激げき突とつし、凄すさまじい光を放った。衝しよう撃げき波はで周辺の地面がめくれ上がる。

　正物質と反物質は対消滅の際、とてつもないエネルギーを生み出す。ハイネはその力を攻こう撃げきに転化しようとしていた。だがスピカは完全に防御できている。それを見て、リオンは吐はき捨てた。

「駄だ目めだ。力が安定してない。ハイネじゃスピカに届かない」

「いいえ、まだよ」

　声を発したのはセシルだった。

　ハイネとクレア──二人と同じ時間を過ごした仲間、セシルである。

「ハイネ君、敗まけないで！　クレアちゃんが見てるよ！　忘れないで、君の左手にはクレアちゃんもいるんだからっ！」

　ハイネが強く拳を握り締める。その左手には『魔王の絵画』６６６枚すべての贋作が編み込まれている。無論、なかには魔導学者クレアが宿していた絵画も存在する。

　すでに体の右側と左側で対消滅の予兆が始まっていた。輪郭を失いかけた唇くちびるが引き絞しぼるように声を発する。

「作品……番号……６３３番『わだつみの涙るい葬そう』……っ！」

　左手から光が迸ほとばしり、ハイネの体を包み込んだ。

　リオンの表情が変わる。熾天の儀の時、リオンはハイネの囚しゆう人じんのことも調べている。

　作品番号６３３番に宿っている力は『属性の混成』。二つ以上の力を混ぜ合わせ、数分だけ据すえ置く魔術である。６００番台だけあって威い力りよくが極きよく端たんに増すわけではない。たとえば光の魔術と火の魔術を混ぜ合わせ、少し明るいランタン代わりにする──そんな程度の用よう途としかない魔術である。

　だが今この場、正物質と反物質の体を持つハイネ・ロットアインが行使した時に限り、『わだつみの涙葬』は絶大な意味を持った。

　魔力を媒ばい介かいした混成によって、正物質と反物質の完全な共存が成り立ったのだ。

　ハイネの左半身が輪郭を取り戻もどし、スピカが「へえ」と口の端はしをつり上げる。

「正物質と反物質を同時に使ってるっていうのかい!?　おいおい、やるじゃないか！　そんなこと勇者や魔王だって成し得なかったんだよ!?」

「僕たちを舐なめるなッ！　この左手にはヴェルゼ教の数百年の祈いのりが込められている！　この胸にはクレアが信じてくれた理想がある！　そして僕の後ろには背中を押してくれたセシルさんがいる！　みんなの想おもいを繫つないでいけば、神様だって超こえられるんだ！」

　ハイネは対消滅の力を完全に制御していた。事ここに至り、リオンは呟く。

「……あいつ、やりやがった」

「リオン？」

　キリカがこちらを見る。リオンの口角は不思議と上がっていた。

「……俺は以前、あいつに言ったんだ。贋作が真作に敵うわけないって。でもさ……絵の基本は模写とスケッチだ。絵描きはみんな模も倣ほうから始める。先人の絵を真ま似ねて、技術を盗ぬすみ、やがて自分の技法を確立していくんだ。だからたとえあいつが贋作だとしても、描えがき続け、挑いどみ続け、新たな道を見つけたならば……それはきっと──本物だ」

　リオンはハイネのことが嫌きらいだった。あの贋作の少年を見ていると、自分の脆もろさを突きつけられる。一歩間ま違ちがえば、もし最初の脱獄でレオナを失っていれば、自分もこうなったのだろうと否いやが応でも思わされる。

　だが今、あの少年は意地を見せた。スピカと同じように大切な人を失いながら、それでも自分は世界を滅ぼさないと言って見せた。その覚かく悟ごの果てに本物に至るかもしれない。

「なんか……嬉うれしそうね？」

　キリカに指し摘てきされ、苦く笑しようする。

「そうか？　うん、まあ……そうかもしれない」

　対消滅の力が一点に収束し、空中のスピカを押し切っていく。そのまま『氷ひよう珠ずの塔とう』に激突。

　すると塔に亀き裂れつが入った。リオンたちの入れたヒビと重なり、亀裂が蜘蛛くもの巣す状に広がっていく。

　右手と左手と特異点。三つの力によって、神の塔の絶対性がついに揺ゆらぐ。

　スピカが舌打ちしたのが見えた。

　同時、変化が起こった。突とつ如じよ、雷らい鳴めいのような音が響ひびき、周囲の景色が変わりだした。

　まるで絵具をぶちまけたように、空間が次から次に星空のような景色に変質していく。

　音と変質は『氷珠の塔』の亀裂から始まっていた。

「なんだこれは……っ!?」

　リオンは瞠どう目もくし、師匠が険しい表情で答えた。

「『氷珠の塔』は空間を内部に折り畳たたんでいたのだ。表層に亀裂が入ったことで塔内部の空間がこちらへ流れ込んできておる……っ！」

「大だい丈じよう夫ぶなのかそれ!?」

「儂わしらは塔の空間に圧おし潰つぶされるかもしれん……っ！　リオン、ブローチを出せ！　あれには右手が暴走した時のため、幻げん影えい結界を仕込んである！　ブローチを中心にして、皆みなを幻影世界に匿かくまう！　今の儂ではどこまで制御できるか分からんが、もしもの時はお前が制御しろ！」

「──っ!?　待て、師し匠しよう！　ブローチは今、レオナが──」

　止める暇ひまはなかった。変質した空間がすぐそこまで迫せまり、師匠が左手で魔術を描く。

　リオンが最後に見た光景は、ブローチを取り出したレオナと、そこから放たれる光。

　手を伸のばしたがレオナには届かず、リオンは急速に意識を失った──。







　四章




　──意識が浮ふ上じようしていくのを感じた。

　カーテンから陽ひ射ざしがこぼれている。眩まぶしさを感じ、リオンは目を覚ました。

　ベッドに寝ねている。しかも服を着ていない。

　どういう状じよう況きようなんだか分からなかった。

「なんだ？　俺は一体……。さっきまでどこかで戦ってたはず……」

　この右手を使って……と思い、シーツの下から出してみるが、なんの変へん哲てつもないただの右手だ。

「変な夢でもみたんですか？　だから夜よ更ふかしはダメですよって言ったのに」

　弾はずむような声が聞こえ、上半身を起こした。

「……レオナ？」

「目は覚めましたか、お寝ね坊ぼうさん？」

　エプロンをつけたレオナがからかうように微ほほ笑えんだ。

　簡易竈かまどの前で鍋なべをかき回している。中身はジャガイモとキノコのシチュー。テーブルには丸パンが二つ、それとミルクのガラス瓶びん。朝食か昼食の用意をしているらしい。

　見回してみると、二人がいるのは小さな部屋だった。

　壁かべの両側に簡易竈とベッドがあり、それだけで部屋の大部分が埋うまっている。生活用品は隅すみの小さなタンスへ押し込んでいるようだ。

　それだけでもだいぶ手て狭ぜまである。なのに残りのスペースをあるものが占せん領りようしてしまっていた。

　大量の絵と画材だ。イーゼルがいくつも立ち並び、染せん料りようや絵具を詰つめた小瓶が足の踏み場もないほど散らばっている。調合用のすり鉢ばちとすりこぎは山の如ごとく積まれ、筆は贅ぜい沢たくにも種類ごとに数セット。キャンバスの布地がそこら中で乾かわかされ、もう床ゆかが見えないほどである。

　それでも部屋の雰ふん囲い気きはなんとか整せい頓とんされていなくもない。

　片づけをしている住人は大変だな……とリオンは思い、直後に理解してしまった。その片づけている住人がレオナで、好き勝手に散らかしている住人が自分なのだと。

「……あー、なんていうか。苦労掛かける。本当すまん」

「えー、なんですか今さら。いい加減、慣れっこですよ？　あたしがどれだけリオンの無む茶ちやに付き合ってると思ってるんです？」
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「いやー、うん、なんだ、面めん目ぼくないです」

　……だんだん思い出してきた。自分はこの部屋でレオナと暮らしているのだ。

　師匠から独り立ちした後、アルヴィレウスの王都で出で逢あい、自然に恋こい人びと同士になって、この部屋を借りた。

　リオンの絵が売れなくて長いこと生活は厳しかったが、最近王宮の御ご用よう絵師の目に留まって、これからはレオナに楽をさせてやれるかもしれない。……と、そんな状況だった。

「あのさ、レオナ。いつも本当にありがとな。俺、レオナがいなけりゃ生きてこられなかったよ」

　若じやつ干かん照れつつ、素す直なおに礼を言った。するとレオナはくすくす笑う。

「本当になんです？　そんな改まっちゃって。お礼なら御用絵師さんに声を掛かけられた夜に散々聞きましたよ」

「いやほらお礼とか感謝はいくら口にしたっていいだろ？　本当にそう思ってるんだし」

「もちろん嬉しいですけど。……あ。分かった。しょうがないですねえ、リオンは」

　ふいに艶つややかな流し目を向けられ、ドキリッとした。レオナは鍋の火を止めるとエプロンを外し、シーツの端に潜もぐり込んでくる。「レオナ？」と目を瞬またたいていると、丸い膨ふくらみがどんどん近づいてくる。

　足元まできたところで、自分が全ぜん裸らなことを思い出した。

「ちょ、ちょっとそれは色々マズいんじゃないかっ」

　だが止める間もなく、膨らみはリオンに到とう達たつ。シーツの端はしを舞まわせ、「ぷはっ」と可か愛わいらしく顔を出した。裸体の胸の上で頰ほお杖づえをつき、レオナはにっこりと微笑む。

「急に褒ほめ殺しなんてするからなんだろうって思いました。リオンってば──またえっちしたくなっちゃったんでしょ？」

「──っ!?」

　言うが早いか、自然に唇が重ねられた。少女の甘い香かおりが鼻をくすぐり、ウェーブの掛かった髪かみがさらさらと頰ほおを撫なでる。

　すぐに舌が入ってきた。粘ねん液えきと粘液が混ざり合い、「ん……ン……」と鼻に掛かった声がし、脳がとろけそうになる。そのまま押し倒たおされた。ぼふっと枕まくらに落ちると、熱に浮うかされた瞳ひとみが見下ろしてくる。

「昨夜もくたくたになるまで可愛がってあげたのに、まだ足りなかったの？」

「な……っ!?　待ってくれ。俺が可愛がられる側なのか!?」

「？　いつもそうじゃないですか。あたしに責め勝てたことってあります？」

「…………ないな」

　そうだ。いつも翻ほん弄ろうされてきた。甘え上手で、甘えさせ上手なこの少女に勝てたことなんて一度もない。

　男としての自信を微び妙みように失いかけていると、目の前でレオナがボタンを外していく。

「さあ、今日はどうしてほしいのかなぁ？　甘えたい？　それとも甘えてほしい？」

　焦じらすようにゆっくりゆっくり肌はだが見えていく。細いお腹なか、少し浮いた肋ろつ骨こつ、柔やわらかそうな膨らみも徐じよ々じよに姿を見せ始める。目が離はなせない。胸の下半分──丸い膨らみが見えたところで、レオナがピクンッと身じろぎした。

「あン♪　リオンったら……今、腰こしが反応しましたよ？　もう我が慢まんできなくなっちゃったの？」

　メッとからかうように額を小こ突づかれた。今、二人の腰はシーツの下で重なっている。その腰の部分にしっとりと柔らかい、未知の感かん触しよくがあった。

「レオナ、まさか下着つけてないのかっ」

「もちろんですよ。だってリオンが言ったんじゃないですか」

「俺が？　なんて？」

「うー、わざわざ言わせたいの？　しょうがないなぁ……」

　レオナの頰が少し赤くなった。責めるような照れてるような目で顔を寄せると、「リオンが言ったんですからね？」と念を押し、耳元で囁ささやく。

「家にいる時は下着はつけないでくれって。えっちしたくなった時、いつでもすぐできるようにって」

「お、俺が言ったのかっ。っていうか、それ守ってるのかっ」

「守ってますよぉ。すっごく恥はずかしいけど、リオンのお願いですから」

　こちらの胸に頰をぺたーっとつけ、見つめてくる。

「お料理中に後ろから襲おそわれたり、お洗せん濯たくしてる時に横から押し倒されたり、いきなり求められてもちゃーんと応こたえてあげてるでしょう？　毎日毎晩、四六時中♪」

「そ、そうだっけか……」

　……言われてみると、そんなような気がしてきた。ぱっと思い浮かぶ記き憶おくはないが、レオナに言われると、そうなのだと思えてくる。

　……というか、サルか俺は。

　自分に軽く絶望した。

「あのさ、レオナ、今さらかもだが下着は穿はいててくれて構わな……」

　と、言いかけ、途と中ちゆうで生なま唾つばを飲み込んだ。

　三角地帯が見えた。脱ぬぎかけの服に隙すき間まができ、絶ぜつ妙みような空間で胸がきゅっと身を寄せ合っている。ピンク色の蕾つぼみも片方だけちらちらと見えていた。

「そんなにじぃーっと見つめちゃって……ふふ、そっか。今日のリオンは胸をちゅっちゅってしながら甘えたいんですね？」

「いや待て！　それは違ちがう！」

　とんでもない誤解をされた。だが弁明する前に、レオナが身を乗り出してくる。

　顔に当たりそうな距きよ離りで、白い胸が健けな気げに揺ゆれた。ピンク色の蕾が一いつ瞬しゆん、鼻の頭にツンと触ふれる。それだけで頭がどうにかなってしまいそうなのに、

「はい、どーぞ？」

　蕾が口のなかへ入ってきた。多少勢いがつき過ぎたせいか、胸が顔全体に当たり、柔らかくバウンドする。

「さ、力を抜ぬいて？　ぜんぶ任せてくれていいですよ。好きなだけ甘えてくれていいからね？」

　まるで諭さとすように言われてしまう。これじゃあまるで赤ん坊ぼうだ。恥ずかしさでどうにかなりそうだった。しかしそんな気持ちも見み透すかして、レオナはフォローを入れてくる。

「大丈夫。恥ずかしくなんてないですよ。男の子だって甘えていいんです。あなたの弱さも脆もろさもぜんぶ抱だき締しめてあげるから。ほら、ちゅっちゅって」

　後頭部を優やさしく押され、顔がレオナの胸に埋まっていく。柔らかい感触が顔中に広がって、蕾への衝しよう動どうが高まる。それでも硬こう直ちよくしていると、魔ま法ほうの言葉を囁かれた。

「格好悪いところを見せちゃっても平気だよ？　だって──あなたとあたしは恋人同士なんですから」

　最後の一言がすーっと頭のなかへ染しみ込んできた。途と端たん、タガが外れた。

　もう何がなんだか分からなくなって蕾へ吸いつき、レオナの体をかき抱いだく。

「あンっ、そうそう……それでいいんです」

　ふふ、と優しい声が耳に響ひびく。よしよしと言うように髪を撫でられる。

「焦あせらなくても大だい丈じよう夫ぶ。んンっ……リオンが満足するまで、ずっとこうしててあげますから。だから、あンっ……。ほらちゅっちゅー……そう上手上手。リオンは良いい子ですね」

　たぶん自分は今、オオカミのような顔になってるんじゃないかと思う。しかしレオナはそんな剝むき出しの情じよう欲よくすら包み込み、微笑んでいる。

「ほら、こっち側も空いてますよ？　たくさん触さわりたいでしょう？　遠えん慮りよしないでね」

　リオンの手を取り、空いている左胸に導いていく。手を重ねるようにして、胸を触らせてくれる。柔らかい感触が手のひらいっぱいに広がった。

「あんっ……、ふふ、そろそろ味とかもほしい頃ころかな？」

　ベッドの脇わきに手を伸のばすレオナ。そこには小さな水差しが置いてあった。白い液体がとぷんっと水面を揺らす。

　レオナは首をすっと上げ、水差しを傾かたむける。液体にはとろみがあり、薄うす紅べに色いろの唇くちびるに触れると、そのまま細い首筋へ流れていく。可愛らしい鎖さ骨こつに小さな池を作り、すぐに溢あふれてまたこぼれだす。そのまま胸の曲線を通り、蕾を経由して、液体がリオンの口のなかへ入ってきた。

「んん……っ？」

「練乳です。リオンがちゅっちゅってする時、甘いのがほしいって言うから、ミルクと砂糖を煮に詰つめていつも用意してるの」

　リオンがびっくりして目を瞬くと、レオナは嬉うれしそうに笑った。

「どう？　本当のおっぱいみたいでしょ？」

　とろとろの白い液体がレオナの胸を伝い、口に入ってくる。しかもちょうどリオンの好みの甘さだった。

「これ作ってる時、あたし、すっごく恥ずかしいんですよ。リオンとエッチなことするために作ってるんだなぁって、ふと我に返っちゃって、いつも顔から火が出そうになるんです。だからありがたーく味わって？」

　とろりとした練乳がレオナの肌に広がっていく。

　脱ぎかけの黒いワンピースと白い液体、二色のコントラストがひどく美しい。

　囁きも味も色しき彩さいもすべてリオンの好むもの。何もかもレオナの手のひらの上だ。

　しかし、やられっ放しは男としてあまりに悔くやしい。

「あら？」

　緩ゆるやかにレオナを押し倒す。小さな体は簡単にころんと転がった。

　脱ぎかけのワンピースを開いていく。そうして胸むな元もとを十分曝さらけ出したところで、蕾をぺろりと舐なめ上げた。

「ひゃんっ!?」

　小さな体がピクンッと跳はねる。吸われることに慣れていたところへ、突とつ然ぜん別の感触がきたのだ。反応もするだろう。

「こ、興奮しちゃったの？　大丈夫、あたしは逃にげたりしませんから。ね？」

　声こわ色いろにわずかな焦りが生まれていた。リオンが主導権を握にぎろうとしていることに気づいたのだ。リオンとてレオナのことを理解している。この噓うそつき少女は想定内のことには強いが、不意打ちには弱い。そしてそれはベッドのなかでも同じだったらしい。

　雪原のように広がった練乳を丁てい寧ねいに舐めとっていく。柔らかな膨らみを下から押し上げるようにねちっこく執しつ拗ように。蕾に触れるのは三回に一回程度の割合で。適度に焦らされ、レオナの声に艶なまめいた響きが混じりだす。

「あンっ、んん、やンっ！　もうリオンたら悪い子なんですから……っ。ひゃう!?　良い子にしてれば、ちゃんと……んんっ！　最後まで面めん倒どうみてあげるのに。きゃふっ!?」

　手のひらでこねるように胸をいじりながら顔を上げる。

「そうはいかない。レオナに責められ続けたら、俺、たぶん人として駄だ目めになる」

「もう、変なとこ意地っ張りなんですから……」

　力の抜けた手が伸びてきて、さわさわと頰に触れた。退たい廃はい的てきな瞳が切なげに見つめてくる。

「……駄目になってくれたら、もっと甘やかしてあげるのになぁ」

　ゾクリッと興奮しかけた。レオナのこういうところは本当にヤバい。甘美な蜜みつのように心を搦からめ捕とり、屈くつ服ぷくさせられそうになる。

　リオンも調教の手練手管には自信があった。だがレオナの才覚はおそらく同等かそれ以上のものがある。たとえるなら北風と太陽。力で調教しようとするリオンに対し、レオナは心から搦め捕っていく。

　まあ、本心を言えばレオナになら屈服させられても構わないのだが、リオンにも多少は男の意地がある。ここは責め立てなければいけない。

　水差しを手にし、練乳をこぼしていく。ワンピースの隙間から白い液体が侵しん入にゆうし、少女の全身を染めていく。レオナは困ったように肩かたを竦すくめる。

「あらら、べとべとにされちゃった……」

　口ではそう言いつつ、抵てい抗こうしない。リオンのすることは全部受け入れるという意志がある。その健気さにまたくらりときた。

「あ。意地を張ってるのがちょっと馬ば鹿からしくなってきたって顔」

　ちょんと頰ほおを突つかれた。正解だったので思わず唸うなる。するとレオナはくすくす笑い、指先の練乳をぺろりと舐めた。胸を突き出すように身じろぎし、両手を広げる。

「難しいことなんて考えず、もっとあたしで楽しんで下さい。どんなことしてもイヤって言わないから、思いきり好きにして。ね？」

　実際、駄目になってもいいかと思ってしまった。もう何も考えず、レオナにむしゃぶりつく。練乳まみれの体を舐め上げ、焦らし気味だった蕾を激しく責め立ててやる。

「んっ、んっ、ひゃんっ！　あはっ、さっきまで赤ちゃんみたいだったのに、今はワンちゃんみたい。きゃんっ」

「レオナも子犬みたいだぞ？」

「それはリオンのせい……きゃふっ!?　やんっ！」

「ここか？　ここを舌先でこねられるのが好きなんだな？　ほら」

「んン！　リオンにあたしの弱いとこ、バレちゃいました。んっ」

　潤うるんだ瞳ひとみが熱を帯び、リオンを見つめる。

「リオンっ、んっ、んっ、あたしで楽しんでる？　悦よろこんでくれてますか？」

「ああ、もちろんだ。可か愛わいいレオナを堪たん能のうしてるよ」

「んっ、嬉しい……っ。それに」

　ふわりと髪かみを撫なでられた。

「ご機き嫌げんが直ってよかった」

「──っ！」

　その一言は反則である。そう言われてしまえば、結局リオンは主導権を握らせてもらったことになってしまう。……いや事実そうなのだ。今こうして責めているのもなんだかんだでレオナにリードされた結果である。

「ふふ、あたしに一度でも責め勝ったことってあります？」

「………………ないです」

　完全敗北であった。レオナは満足げに笑い、リオンの頭をぎゅっと抱き締める。

「じゃあ、観念して思いっきり甘えて下さい。あたしも甘えてあげるから。一いつ緒しよに気持ちよくなりましょう？」

　もう逆らえなかった。観念し、レオナの胸へ子供のように吸いつく。「きゃふっ」と鳴き、レオナは嬉しそうに頰をすり寄せてくる。

「ワンちゃんだった時と勢いが違うなぁ。やっぱりリオンはちゅっちゅってするのが大好きなんですね。そうそう、ちゅっちゅーって。んンっ、上手上手。……あンっ！」

　レオナの体が小刻みに震ふるえ出した。細い手がシーツをぎゅっと摑つかむ。肌はだが火ほ照てって朱しゆに染まっていく。

「……っ、リオン！」

　熱っぽい瞳で何度も名を呼ぶ。両足はリオンの腰こしを挟はさみ、子こ鹿じかのように震えている。そして、

「──っ！」

　ピンッと足が張り詰つめたかと思うと、くたっと全身の力が抜けた。レオナはベッドに転がり、荒あらい息を吐はきながら見つめてくる。

「……あたしの恥はずかしいところ全部見せちゃった。……今度はあなたの番ですよ？」

「分かってる。っていうか、こんなのもう我が慢まんできないぞ」

　ワンピースのスカートをめくり上げ、伸のし掛かかっていく。

　レオナはなぜか感かん極きわまるような表情で両手を広げ、

「きて。あたしのこと……最後まで奪うばって下さい」

　妙みような言い回しだった。二人は恋こい人びと同士で、毎日毎晩していると言っていたのに。まるでこうすることが初めてのような……。

　ふと絵が目に留まった。部屋のなかに何枚もあるうちの一枚。

　宝石のような剣けんを構えた、女騎き士しの絵。

　……キリカ？　──そうだ。俺はこんなふうに彼女を描かきたかったんだ……っ。

　そう思った瞬しゆん間かん、頭のなかの霧きりが一気に晴れた。違い和わ感かんに気づき、この部屋のからくりを理解する。

「俺は……王都でレオナと暮らしたことなんてない。ここはブローチの結界のなかだ。師し匠しようは幻げん影えい結界だと言っていた。この状じよう況きようそのものが幻まぼろしなんだ……っ」

　レオナの上から体をどける。すると彼女は困ったように眉まゆじりを下げた。

「じゃあ……あたしも幻ですか？」

　頷うなずこうとして、少女の浮うかべている笑え顔がおにはっとした。

「いや君は……本物だ」

　間ま違ちがえるはずがない。結界がみせた幻だと思ったが、ここにいるレオナは本物だ。本当のレオナだ。

「一体、どういうことなんだ……？」

　レオナも体を起こした。シーツを胸元に手た繰ぐり寄せ、

「たぶん、ブローチを持ってたのがあたしだったからです。師匠さんが魔ま術じゆつを発動させてすぐ、あたしは結界を掌しよう握あくすることができました。ひょっとすると『霧む海かいの騙だまし絵』と相あい性しようが良かったのかもしれません。元は霧のなかで幻をみせる魔術ですから、同じ要領でこの結界も制せい御ぎよできるようになりました」

「それで紛まぎれ込んだってことか？　俺の幻影世界みたいなものに？」

「この結界は各おの々おのの願望を形にする作用があります。だからちょっと恣し意い的てきに世界を構築させてもらいました。リオンのはじめてを頂いちゃう、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだと思ったので」

　てへ、と舌を出す。ピンときた。これはレオナが無理をしている時の表情だ。

「状況はどうなってる？　この結界は問題なく作動してるのか？　それに外の状況は？」

「『氷ひよう珠ずの塔とう』から流れ出した空間は無事に閉じ込めることができました。下手へたをすれば監かん獄ごくを飲み込む量でしたけど、幸運にもギリギリ許容量です。たぶんこのままブローチのなかへ折り畳たためると思います。キリカさんたちは今、この部屋と同じような幻影をみてます。そうやって空間の影えい響きようをカットしてるんです」

「スピカは結界の外にいるのか？」

「いえ、結界内にいます。一緒に取り込みました」

「……っ!?　あいつに魔術の幻影は通じないだろ!?　 レオナにとって危険な状態じゃないのか!?」

「まあ、それはそうなんですけど」

「──っ、すぐに結界を解け！　スピカの相手は俺が──」

　指でそっと唇くちびるを塞ふさがれた。

「あたしにとって重要なのはそこじゃありません。世界が滅めつ亡ぼうするかどうかも正直どうでもいいんです。あたしが胸を痛める事実はたった一つ……」

　レオナは笑おうとした。この少女は辛つらい時ほど笑おうとする。リオンはそれを誰だれよりも知っている。なのに今、レオナはその笑みすら浮かべられなかった。

　彼女は触ふれれば崩くずれてしまいそうな顔で、

「今、キリカさんの絵を見て、正気に戻もどったでしょ？」

「……っ」

　息を飲んだ。反射的にレオナの肩を摑む。

「違ちがう、違うんだ！　聞いてくれ！」

「聞かない！　言い訳なんて聞きたくない！」

「頼たのむ！　聞いてくれ！」

　振ふりほどかれた。すぐにまた肩を摑む。また振りほどかれそうになり、「レオナ！」と無理やり抱だき締しめる。

「俺は……」

　腕うでにぎゅっと力を込めた。

「……俺は君を描くために地上へ戻るんだ」

「噓うそつき」

　彼女は静かに、強く、責めるように呟つぶやいた。

「今、本当に描きたいのはキリカさんでしょう？」

　とっさに言葉を返せなかった。言うべき瞬間を逸いつしてしまった。

「知ってる？　脱だつ獄ごくする理由、あたしだけないの。キリカさんは革命の是ぜ非ひを確かめるため。アネットさんは教義を広めるため。フィーネさんは手芸屋さんでしたっけ？　でもあたしには……脱獄しなきゃいけない理由なんて、ない」

　知っている。知らないわけがない。

　リオンが脱獄を志した動機は、地上でレオナを描くことだった。

　だからレオナもそれを動機にした。リオンが言うから脱獄することにしたのだ。

　けれど、リオンは変わってしまった。

　変わらなかったレオナを残して、リオンだけが変わってしまった。

「だからあなたの幻影世界に紛れたの。最後に思い出がほしかったから……」

　腕のなかでレオナが笑顔を作っていく。今にも泣きそうな、強がりの笑顔だった。

「安心して？　これはただの幻で、リオンにとってはただの夢で、結界から出ればすべてなかったことになります。だから最後まで……ね？　遊びでいいから……」

　自分を殴なぐりたくなった。ここまで言わせてしまった自分を殴り飛ばしたい。

　今、伝えなくてはならない。きちんと言葉にしなくてはいけない。

「レオナ。ちゃんと言うよ。俺は──」

「言わないでっ！」

　悲鳴のような声だった。今にも崩れそうなほど、小さな肩かたが震えている。

「お願い、何も言わないで……。今だけでいいんです。今この瞬間だけでいいの。これは幻で、ただの夢なの。終わったら忘れていいから、何もなかったことにしていいから、だからお願い……っ」

　大おお粒つぶの涙なみだがこぼれた。




「あたしの噓に騙されて……っ」




　胸が張り裂さけそうになった。リオンは砕くだけんばかりに奥歯を嚙かみ締め、手を伸のばす。

　だがそれがレオナへ届く寸前、唐とう突とつに──空間が砕けた。

　イーゼルの絵が、小さなタンスが、画材や料理が、ガラスのように砕け、消えていく。

「……ああ、もう時間みたい」

　レオナに首輪が現れていた。服も元通りになっている。リオンも同様だ。辺りには霧が立ち込めだし、空間の境界が曖あい昧まいになっていく。

「レオナ、これは……っ」

「『塔の住人』が結界の核かく──ブローチに到とう達たつしたんです。でも大だい丈じよう夫ぶ。何も心配いりません。あたしがなんとかしますから」

　霧のなか、レオナの声だけが響ひびく。

「でも残念だなぁ。ひょっとして今、あたしを抱だこうとしてくれました……？　ああ、返事は要りません。そう信じた方が幸せだから。……じゃあね、リオン。あとは任せて」

　その声を最後に、リオンは再び意識を失って──。







　──ふわりと頰ほおを撫でられるような感かん触しよくを受け、目を覚ました。

　リオンはすぐに周囲を見み渡わたす。霧の切れ端はしがリオンから離はなれていくところだった。

　霧は『氷珠の塔』の周囲を覆おおっており、次し第だいに一か所へ集まりだしていた。

　塔の壁へき面めんには亀き裂れつがある。リオンとキリカ、ハイネでつけた亀裂だ。空くう洞どうの先には何もない。塔内部にあった空間はブローチに折り畳まれているのだろう。

　キリカたちもリオンのそばで目を覚ましていた。

「……はれ？　わたし、リオンを連れて魔ま獣じゆうの大だい討とう伐ばつに出てたはずじゃ……？」

「あら……？　わたくしも教会で魔王様に淫いん猥わい地じ獄ごくへ堕おとされていたはずですのに……」

「んん？　私もお屋や敷しきでご主人様に踏ふまれてたはずなんだが……」

　霧は今や『氷珠の塔』の正面で渦うずを巻き、巨きよ大だいな繭まゆのようになっていた。

　その傍かたわらにはハイネが倒たおれている。結界に捕とらわれていたのか、もしくはそれ以前に力ちから尽つきていたのかもしれない。キリカたち同様、目覚めたセシルが駆かけ寄っていく。抱き起こされると、ハイネはうっすらと瞼まぶたを開いた。どうやら死んではいないようだ。

　一方で師匠だけはずっと意識を保っていたらしい。霧の繭へじっと視線を向けている。

　師匠の姿を見て、リオンはようやく頭がはっきりし、怒ど鳴なり声を上げた。

「おい、師匠!?　レオナがあの結界を──」

「ああ、レオナさんが上手うまく制御してくれたようじゃ。しかもどうやらスピカを結界内に閉じ込めているらしい。ひょっとすると、このままいけば──」

　反射的にローブの胸むな倉ぐらを摑んだ。

「どうなるって言うんだ!?　言ってみろ、クソジジイ!?」

「落ち着いてよ、リオン！　この状況を作ったのはイングラム老じゃなくて、レオナさん自身なんだよ！」

　声を上げたのはユフィだ。セシル同様、目を覚ましてハイネのところへ移動している。

　師匠はフォローしようとするユフィを手で制し、リオンへ告げた。

「このままいけば、レオナさん一人の犠ぎ牲せいでスピカを封ふう印いんできるかもしれん」

「──あ？　もう一度言ってみろ」

　右手の魔術光がゴオッ！　と唸うなりを上げた。だが老魔術師は怯ひるまない。

「これはいくつもの偶ぐう然ぜんが重なった、とんでもない奇き跡せきじゃ。もちろん永久に封じておくことはできんだろう。だがこちらから結界を補強してやればかなりの時間が稼かせげる。ともすれば、レオナさんの寿じゆ命みようが尽つきるまでは封じておけるかもしれん」

「殺すぞ、老いぼれがッ！」

　師匠の顔面すれすれに『収束する妖よう光こう』を撃うった。胸倉のローブが蒸発し、閃せん光こうが駆け抜ぬける。背後の神しん殿でんが爆散し、リオンは血走った目で告げた。

「二度と馬ば鹿かなことを口走るな。次は当てるぞ」

　師匠は黙だまって首を左右に振った。

　そこで異変が起こった。雷らい鳴めいのような音が響き、繭の一部が裂けたのだ。

　繭を裂いて一振ふりの杖つえが現れていた。先せん端たんに透すき通った宝石が据すえられている。

　師し匠しようとユフィがほぼ同時にはっとした。

「賢けん者じやの星装神器、聖せい杖じようカドケウス・セカンド。重力子を司つかさどる杖じゃ」

「重力は次元を透とう過かするよね!?　スピカが結界を破ろうとしてるってこと……っ!?」

　師匠とユフィの顔に緊きん張ちようが走る。

　だがリオンはもっと別の異変に気づいていた。同じことに気づいたセシルが指を差す。

「ユフィちゃん、師匠さん、あれを見て！　聖杖のすぐ下のところ！」

　繭の裂け目から小さな手が伸びていた。まるで聖杖の操作を阻はばもうとするように。

　見み間ま違ちがえようもない。それはレオナの手だった。







　スピカの杖によって結界は急速に破られようとしていた。

　その杖を止めるため、レオナは必死に手を伸ばす。

　一方、杖を手にしたスピカは冷めた目で霧きりのなかを揺蕩たゆたっていた。

「ちょっと理解できないよ。君は確か４８８番の囚しゆう人じんだね？　ずっと絵え描かきの少年を慕したってた小こ娘むすめだ。どうやら自分ごとコレを封じてしまうつもりらしいけど、いいのかい？　君がいなくなれば、絵描きの少年は宝ほう剣けんの少女と結ばれるよ？」

「知ってますよ、そんなこと……っ！　あたしがいてもいなくても、そうなるって知ってます……っ！」

　レオナの手が杖を摑つかむ。結界の力を流し込み、どうにか杖を抑えようとする。スピカは「ふーん」と呟いた。たかってくる羽虫を見るような目だ。

「じゃあ、これは知ってる？　君がいなくなったら絵描きの少年は壊こわれるよ。君を失った彼は世界のすべてを憎にくむようになる。そうして昔コレが地上へ吹ふい聴ちようしたような、悪あしき魔王になるんだ。そうなってもいいのかい？」

「望むところですよ」

　ピシッと杖に亀裂が走った。スピカの眉まゆがピクリと上がる。

　レオナは結界制せい御ぎよのため、『霧む海かいの騙だまし絵』を発動している。よってその思考は演算されない。神の目すら届かぬ位置で、少女は言った。

「あの人に選んでもらえないのなら、あたしは……あの人の傷になりたいの」

　決して癒いえない、深い深い傷になりたい。

　思わず世界を憎んでしまうくらい、強く切ない傷になりたい。

　だってたとえ世界を滅ほろぼそうとしたって、どうせ最後には隣となりにいる騎き士しがビシッと止めてしまうのだから。考えるのが馬鹿らしくなるくらい、目に見えている。

　この後、自分を失ったリオンは壊れるだろう。

　監かん獄ごくを憎み、地上を憎み、世界を憎んで、すべてを滅ぼしにかかるだろう。

　でもキリカが止める。まるで勇者の如ごとく颯さつ爽そうと、見事に、リオンを止めて……最後には立ち直らせてしまうのだ。

　いつの日か、リオンの傷は癒える。キリカなら彼を救ってくれる。

　だったらせめて、少しでも大きな傷になるよう、努力しなければ噓ってものだ。

　遠い将来、彼が幸せになって、この監獄での日々が遠い記き憶おくになったとしても──ほんの一欠片かけらぐらいは、彼の心に残っていられるように。

「……あたし、狡ずる賢がしこいんです。キリカさんみたいに清せい廉れんな人間じゃありません。命を粗そ末まつにするなって散々叱しかられましたけど、やっぱりこの性しよう分ぶんだけは変えられません。っていうか、あんななんでも持ってる人にちょっと叱られたくらいで、変わってなんてやるもんですか。あたしはたとえ命を捨ててでも……リオンのなかの消えない何かになりたい。勝負に敗まけた泥どろ棒ぼう猫ねこですから、これぐらいのワガママは言ってもいいでしょう？」

「理解できない」

　スピカの表情から無関心さが消えていた。亀裂の入った杖を握にぎり、その目は確かにレオナを見ている。杖を傷つけたことではなく、その精神性に敵意を持ち始めていた。

「結局、君は身を引こうとしているだけじゃないか。絵描きの少年が憂うれいなく宝剣の少女と一いつ緒しよになれるように、消えていこうとしてるだけじゃないか！」

　杖から重力波が放たれた。同時、感情を爆ばく発はつさせるようにスピカは叫さけぶ。

「コレは白い奴やつが憎いよ！　赦ゆるせないよ!?　そういうものだろう!?　なのに君は……なぜそんな選せん択たくをする!?」

「しょうがないじゃないですか」

　困ったように苦く笑しようし、ありったけの魔力を叩たたきつける。嵐あらしのように霧が吹ふき荒あれ、しかしレオナの声は静かに響く。

「言われたんです。『噓うそつきで、狡賢く、でもお人ひと好よしな君がいい』って。好きな人にそんなこと言われたら、そういう女の子でありたいって思っちゃいます」

　霧に押され、重力波が弱まっていく。

　老魔術師のブローチと『魔王の絵画』は、レオナを軸じくとして奇跡的な相乗効果を生み出していた。それはレオナのモデルとしての資質によるものだった。リオンやイングラムを虜とりこにするレオナの精神性は、ヴェルゼストにすら愛されるものだった。

　霧の裂け目が閉じ始め、スピカに初めて焦あせりが浮うかんだ。

「なんだって言うんだ……？　君は最果ての彼じゃない。絵描きの少年でもない。宝剣の少女でもなければ、神しん槍そうの少女でもない。取るに足らないただの小娘のはずなのに、どうしてコレに肉にく薄はくできる……!?」

「あら、知らなかったんですか、神様。恋こいする少女は無敵なんですよ？」

　さあ、最後はとびきりお人好しっぽく終わらせよう。一番伝えたかった言葉は飲み込んで、いつか彼が立ち直るための言葉を残そう。

　閉じていく霧の裂け目を見つめて、言葉を紡つむぐ。

「リオン、どうか幸せになって。素す敵てきな人と一緒になって、長生きして、たくさんたくさん絵を描いて、世界で一番幸せになって下さいね。それだけが……あたしのお願い」

　裂け目が消える。ほのかな笑え顔がおを残して、少女は幻げん影えいの結界へ封じられた──。







　リオンは拳こぶしを握り締しめていた。左手からは血が滲にじみ、右手も魔術光が燃え盛っている。

　レオナの言葉はここまで聞こえていた。レオナが何を考えてこんな決断をしたのかも分かった。

　リオンがキリカを選んだから。

　たとえ世界を滅ぼそうとしても、きっとキリカが止めるから。

　そう考えて、彼女は結界のなかへ姿を消した。

　ギリギリと奥歯を嚙み締める。魔術光はすでに雷いかずちの如く猛たけっている。

　不ふ穏おんなものを感じたのか、ユフィが険しい表情を向けてくる。

「リオン、落ち着いてよ……？　まさか結界を壊すつもりじゃないよね？」

「だったらなんだ？」

「駄だ目めだよ!?　せっかくレオナさんが頑がん張ばってくれたんだ！　今ここでスピカを封じなきゃもう打つ手がないんだよ!?　師匠もロットアイン君も敵かなわなかった！　このチャンスを逃のがしたら本当に世界が滅ぼされるからね!?」

　師匠も厳しい表情でこちらを向く。

「堪こらえてくれ、リオン。結界の補強を終えたら、この命はお前にくれてやる。だから今は飲み込んでくれ」

「二人とも言いたいことはそれだけか……？」

　リオンの声は憤ふん怒ぬの塊かたまりのようになっていた。拳を握り締め、繭へと踏み出していく。

　そこへ「リオン！」と声が掛かかった。キリカだ。対たい峙じするように正面へくる。

「君も俺を止めるか？」

「馬鹿言わないの。こういう時、キミが止まらないのは知ってるわ。それに当然考えてるんでしょ？　結界を壊した後のこと」

「そうだな」

　足を止めた。確かに考えはある。スピカも師匠も、おそらくはヴェルゼストすら気づかなかった逆転策だ。しかしそれを実現するには……今、言っておかねばならない。

「やりたいことがあるんだ」

　霧の繭まゆを見み据すえ、

「世界の王になってでも成し遂とげたいことがある。それにはレオナが必要だ。一人でも欠けたら駄目なんだ。ひょっとするとキリカは反対するかもしれない。でも俺は──」

「いいわ。やりなさい。このわたしが許してあげる」

　許可されてしまった。さすがのリオンも面めん食くらう。

「俺が何を成そうとしてるのか、まだ言ってないぞ……？」

「だってこのわたしに並ぶんでしょ？　その道に栄光以外あるはずないわ。だからわたしは信じる。キミのこれからの行動すべて、自分を含ふくめた多くの人の幸せのためにあるってね」

　ふわりとブロンドが舞まい、瞳ひとみにこれでもかと信しん頼らいを乗せ、霧の繭が指差された。

「だからやりなさい！　キミの信じる道を、胸を張ってやり遂げなさい！」

　最高のエールだ。これ以上の後押しなんてない。

　すべての憂いは今この瞬しゆん間かんに消え去った。

　リオンは身体強化された脚きやく力りよくで、疾しつ風ぷうのように駆かけ抜ぬける。

「駄目だよ、リオン！」

「留とどまるんじゃ、リオン！」

　ユフィと師匠が攻こう撃げき態勢に入る。だがそこへアネットとフィーネが立ち塞ふさがった。

「申し訳ございませんが、魔ま王おう様の邪じや魔ま立てはご遠えん慮りよ下さいませ」

「ご主人様を信じ抜くのが我々の役目なのでな」

　リオンが繭へと辿たどり着く。『空間切断』の大剣を出現させ、右手を大きく振ふり被かぶる。

　ハイネだけが笑みを浮かべていた。肩かたを支えるセシルの手をぎゅっと握り、

「いけ、リオン。大切な人を守り抜け」

　リオンは腹の底から叫び、大剣を振り下ろす。

「帰ってこい、レオナ──ッ！」

　繭が斬きり裂さかれた。切断された空間が舞い散り、その中心から──レオナが現れる。

　嗚お咽えつをこぼして泣いていた。

「どうしてあなたはいつも……、あたしの思い通りになってくれないの……っ」

「当たり前だ。何度繰くり返したって俺は同じことをする」

　大剣を地面に突つき立て、声の限りに叫ぶ。

「レオナが幸せにならない未来なんてあってたまるかッ！」

　その声は高く空へ鳴り響ひびいた。同時、霧きりの欠片を吹き飛ばして、スピカもまた姿を現した。跳はねるように宙を舞うと、『氷ひよう珠ずの塔とう』の亀き裂れつへ降り立つ。

　宝剣と太陽剣は宙に浮かび、その手には聖せい杖じようカドケウス・セカンドが握られていた。

「よくやってくれたよ、絵描きの少年。君の愚おろかさも大したもんだ。たかが小こ娘むすめ一人のために千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを棒に振るなんてさ」

　スピカが触ふれると、塔の亀裂が見る間に塞がり始めた。ユフィが悲鳴を上げる。

「せっかく壊せたのに、再生できるの!?」

「この程度で神の権けん威いが揺ゆらぐと思ったのかい？　天空砲ほう台だいは健在だよ」

　銀色の髪かみを梳すき、絶対者は笑みを浮かべた。

「絵描きの少年。君の愚かさに免めんじてみせてあげよう。神様からのサービスだ」

　聖杖が斜ななめに振り下ろされた。

　するとまるで花弁が開くように空間が割れ、出現したのは──巨きよ大だいな球体。

　大きさは神しん殿でん一つ分はあるだろう。表面は青白く発光しており、流れ星のような輝かがやきが行き交かっている。また球体を囲むように四つのリングが浮ふ遊ゆうしていた。それらは黄金に輝き、球体との間に細かなプラズマを発生させている。

「これが勇者たちの最終兵器、神しん球きゆう儀ぎケラウノス・オメガさ」

　塞がっていく塔の亀裂へ聖杖を放り込み、スピカは二振ふりの剣けんを手に取った。

「さあ、絵描きの少年。これで終幕だ。君を叩きのめして絵画を喰くわせ、ケラウノスを解放する。ああ、自ら絵画を喰らうっていうなら待っててあげるよ？　６６６枚揃そろえばコレといい勝負ができるかもしれない。ま、最果てとレプリカが通用しなかった以上、その可能性はゼロに等しいけどね。悪わる足あ搔がきぐらいはさせてあげてもいい。コレは優やさしい神様だから」

　だがリオンはスピカの方を見ていなかった。煩わずらわしそうに吐はき捨てる。

「今取り込み中だ。お前に構ってる暇ひまはない」

「馬ば鹿かだねえ。せっかく絵画を喰らうチャンスをあげたのに。そういうことを言うならこっちも勝手にしちゃうよ？　──緊きん急きゆうコード認にん証しよう！　魔力検知開始！　目覚めろ、神球儀ケラウノス・オメガ！」

　スピカの胸で懐かい中ちゆう時計が動き出した。長針短針が回転し、呼応するように神球儀が自転を始めた。四つのリングが互たがい違ちがいに回りだし、黄金の光が放たれる。

　光はキリカたちを照らし、空で磔はりつけにされている少女たちを照らし、地面を透とう過かして監獄の内部まで照らしていく。まるで何かを読み取っているように。

「なんじゃ、あれはまさか……神球儀が起動しているのか!?」

　瞠どう目もくする師し匠しように対し、スピカは破顔した。

「その通りさ、最果て！」

「馬鹿な!?　魔王は復活しとらんぞ!?」

　亀裂の消えた塔をドンッと叩く。

「緊急時のみ、セーフティーが一段階下がる仕組みなんだ。まさか使う羽目になるとは思わなかったけどね。この監かん獄ごくには魔王の器うつわと６６５枚の絵画が揃ってる。塔が傷つけられたおかげで、そのすべてをスキャンするだけで条件クリアとなった。ご覧よ」

　球体を囲むリングが巨大化していく。それに比例してプラズマの量も加速度的に増していき、リングの一本が黄金から青白い銀へと変わった。スピカが大きく両手を開く。

「ここに世界を滅めつする神球儀が復活した！　すべてのリングが星ほし屑くずの銀に染まった時、亜あ光こう速そくの電子が発射される！　天空砲台と化した塔が轟とどろき、この世界は消え去るんだ！」

　師匠とユフィはがっくりと膝ひざを突いた。

　一方、リオンは……舌打ちして神球儀とスピカを見上げる。

「ガタガタうるさい。勝ち誇ほこるなら、まずはその窮きゆう地ちを脱だつしてからにしろ」

「うん？　窮地？　何を言ってるのさ？」

　スピカが眉まゆを寄せ、リオンは言う。

「お前はおかしいと思わなかったのか？　あの計算高い出たがりが今までまったく姿を見せていないことを。あいつは言ってたぞ。脱だつ獄ごくするのは『強者たる自分に神々の支配が届かないこと』を証明するためだってな。その支配ってやつを最も象しよう徴ちようするものはなんだ？　この世界を滅ほろぼすその神球儀だろ。だったら、今この瞬間こそが最高の舞台だ」

「だからなんの話をしてるのさ？」

「分からないのか？」

　リオンは一転、表情を変えた。悪わる巧だくみが成功した悪党の顔だ。

「──この脱だつ獄ごく画が伯はくが唯ゆい一いつ認めた、脱獄王女の話だよ」

　その瞬間、『氷珠の塔』の根本が爆ばく発はつした。クリスタルの地面が爆はぜ、そこから現れたのは豪ごう奢しやなドレスを纏まとい、神しん槍そうグングニル・ツヴァイを手にした脱獄王、ヴァレリア・ガレク・ワイズシャット。

「はーはっはっはっ！　今か今かと待ちわび続けたぞッ！　今この時、この瞬間をなぁ！　さあ、満を持して妾わらわの登場だァッ！」

「神槍の少女!?　なんで!?　がぁ──っ!?」

　ヴァレリアはまるで大たい砲ほうのような勢いで突とつ撃げき。神槍がスピカの胸を直ちよく撃げきする。

　宝剣と太陽剣はどちらも起動していた。だがそこから生まれた光子はすべてヴァレリアの魔術に飲み込まれる。

　作品番号１００番『暗黒神話』。その魔術は『事象の地平線の顕けん現げん』。暗黒天体の力を身に宿す魔術である。光すら飲み込む、真の『重力制せい御ぎよ』とも言える力だ。

　超ちよう重力の闇やみの前には、光すらも屈くつしてしまう。宝剣と太陽剣の光子は『暗黒神話』のモノクロの空間に吸い寄せられ、無力化される。

　リオンはこうなることを読んでいた。スピカが神球儀を出しさえすれば、必ずヴァレリアが割り込んでくる。

　以前に地下第四層に鎮ちん座ざしていたヴァレリアの祭さい壇だん。おそらく脱獄の要かなめと思われるそれはすでに完成していた。つまりヴァレリアはすぐにでも脱獄できる状態だったのだ。だというのに、なぜ監獄に留まっていたのか。

　答えは単純、監獄の神に一ひと泡あわ吹ふかせてやるためだ。

　祭壇は神槍と同じ材質でできていた。その肝きもは陽子の生成。陽子は正物質である。つまり祭壇と神槍をフル稼か働どうさせれば、ヴァレリアはハイネと同じことができる。すなわち対つい消しよう滅めつによる超波状攻撃だ。

「はーっはっはっはっ！　どうだ、『塔の住人』!?　感じているか、偽いつわりの神よ!?　これが妾の力！　この世界に生きる強者の力よッ！」

　神槍はスピカの体を今にも抉えぐらんとしている。『暗黒神話』の結界のなか、神槍の光だけが消えることなく、スピカを攻せめ立てていた。

「くっ、こんな……っ!?　ここまできて阻はばまれるなんて……っ！」

「それを驕おごりと言うのだァ！　はっはっはっ、これで一つ賢かしこくなったな、神様よ！　妾に存分に感謝せよ？　なあに金など取らん！　貴様の自尊心を砕くだいてポッケに入れれば、妾はそれで大満足だッ！」

　演算予知がある以上、スピカはある程度ヴァレリアの企たくらみを看破していたはずだ。だがヴァレリアは常に複数の魔道具を身に着けていた。それによってスピカの予知を『ある程度』のレベルに留めていたのだろう。その差がこの状じよう況きようを生んだのだ。

　スピカが怒いかりを滲にじませて叫さけぶ。

「契けい約やくはどうしたんだよ!?　君には白い奴やつをやったんだぞ!?　反物質の体であっちに渡わたれるならやってみればいいって容認してあげただろ!?」

「契約？　何を言っているのだ？」

　唯ゆい我が独どく尊そんの脱獄王が破顔する。リオンと同じく完全な悪党の顔で、

「王とは！　約束など笑って踏ふみ倒たおすから王なのだァッ！」

　神槍の光が一気に勢いを増した。さらには地面の穴から鎖くさりが現れ、スピカを完全に捕ほ縛ばくする。ヴァレリアの囚しゆう人じんが宿す作品番号２０１番『半はん獣じゆう人じんの人』の鎖だ。鎖には作品番号２００番『半獣人の獣』の力も宿っているらしく、スピカが何かしようとする度、攻撃を『完全反射』して行動を封ふうじる。

　ヴァレリア陣じん営えいの総攻撃を受け、スピカの怒ど号ごうが響き渡った。













　神槍によって『氷珠の塔』が砕け、瓦が礫れきが雨のように降ってきた。リオンは皆みなに「塔から離はなれろ！」と指示し、それらを魔ま術じゆつ光こうで撃うち落とす。皆、はっとした顔でそれぞれに走りだした。だがレオナだけが動かない。その場に座り込んだままだ。

「レオナ、いくぞ！」

　小さな手を摑つかむ。そのまま駆け出そうとするが、

「あたしは……助かりたいなんて思ってなかった」

　手を振り払はらわれた。レオナは泣きながら顔を上げる。

「どうしていつもそうなんですか!?　あたしは綺き麗れいに終わりたかったのに！　これで最後でよかったのに！　どうしてリオンはいつも邪じや魔まするの!?」

「だから言ったろ！　レオナが幸せにならない未来なんてあってたまるか！」

「これがあたしの幸せだったの！　あなたのためにいなくなることが救いだったの！　あたしはアネットさんほど大人じゃない！　フィーネさんほど忠義深くもない！　キリカさんを選ぶなら、せめてこの命ぐらい、あなたのために使わせて……っ！」

　いい加減、頭にきた。降ってきた瓦礫に右手を叩たたきつけ、叫ぶ。

「だからちょっとは俺の話も聞けよ！　俺がいつレオナを選ばないなんて言った!?」

「え？」

　目を丸くしたレオナへ、告げる。大声で、堂々と、宣言するように。




「俺は最初から！　レオナとキリカ、二人とも妻にするつもりだッ！」




　瓦礫が盛大に爆散した。レオナはぽかんとしている。キリカも少し離れたところであほみたいに大口を開けていた。

　リオンはまだ溜りゆう飲いんが下がらず、身み振ぶり手振りを加えて続ける。

「シェリーの馬鹿みたいな提案に乗ったのはなんでだと思う!?　堂々と二人を妻に迎むかえるためだ！　この世界に重じゆう婚こんの制度を確立するためだ！」

「じゅ、重婚？　ですか？」

「おう！　俺は世界の王になって重婚法を制定する！　複数の伴はん侶りよを持てるようにするんだ！　世界中の誰だれもがな！」

　現在、重婚は王族にのみ許された特権だ。平民はおろか貴族であっても許されない。それを覆くつがえそうとするなら、世界の王ぐらいにはならねばならない。
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　言いたいことを理解したらしく、レオナが目を剝むく。

「リオンのやりたいことってそれだったんですか!?」

「そうさ！　王様なんてやったら自由に絵を描かけないんだぞ!?　そんな拷ごう問もんみたいなことする理由、他ほかにあるか!?　いいやない！」

　レオナは啞あ然ぜんとしたまま固まってしまった。チャンスだと思い、その体を抱だき上げる。

　走りだすと、アネットがそばにやってきて遠えん慮りよがちに言った。

「あのー、魔王様？　お二人とも手に入れたいということでしたら、レオナ様は以前から『自分は愛人でいい』みたいなことを仰おつしやってたと思うのですが……」

　途と端たん、リオンはぐわっと目を剝く。

「そんなものレオナお得意の噓うそに決まってるだろ！　よしんば本心で言ってたとしても俺が許さん！　惚ほれた女に最高の幸せをやれなくて、どうして男だ!?」

　フィーネもやってきて、これまた遠慮がちに言ってくる。

「だったら事じ実じつ婚こんにすればよくないか……？　夫ふう婦ふ同然に暮らせばそれでいいだろう？　何も全世界を巻き込まんでも……」

　リオンはさらにぐわっと目を剝く。

「そんなの却きやつ下かに決まってるだろ!?　脱獄する理由のない、地上になんの未練もないレオナだから、当たり前の幸せを感じなきゃダメなんだ！」

「いやでもあの魔王様？　重婚は当たり前ではございませんよ？」

「だから当たり前にするんだよ！　俺が王様になって法律化して！」

「無理を通して道理にする、と。ハァ、ご主人様。まさしく魔王の所業だな……」

　これは説得できそうにない、と二人は頭を抱かかえた。リオンはさらに言ってのける。

「それにだ。重婚を法律化しなきゃ二人とも結けつ婚こんできないじゃないか」

「はい？　二人とは……」

「どこの二人のことだ……？」

　そうだちゃんと言わなきゃなと思い、足を止める。ごほんと咳せき払ばらいし、そして、

「アネット、俺と結婚してくれ」

「は!?」

「フィーネ、俺と結婚しろ」

「へ!?」

　真顔のリオンに対し、二人はあわあわと取り乱す。

「で、ですが！　わたくしはすでに魔王様にフラれた身なのでは……っ」

「あれは無しだ」

「無し!?」

「熾し天てんの儀ぎの時、決めたんだ。もう守って死ぬなんて逃にげ方はしない。みんなと真っ直すぐ向き合える男になるって。その後さ、アネットのおかげで鈍どん感かんが治ったろ？　おかげでみんなが向けてくれる気持ちに気づいた。そしたらすぐに答えが出たよ。俺はみんなほしい。一人も逃のがしたくない。だから俺と結婚してくれ」

「そんな急に言われましても……っ」

　アネットはおろおろするばかりだ。すると今度はフィーネが勢い込んでくる。

「ちょっと待て！　なら私の場合はどうなんだ!?　全員との結婚を決意したのが熾天の儀なら、私が告白したのはその後だぞっ」

「俺は最初にキリカへプロポーズしてたんだ。だからキリカの許可も得ずに、他の女性の告白を受けるわけにはいかなかった。でも、うん、気持ちが固まってるのにお前の告白を断ったのは悪かった。すまん、許してくれ。この通りだ」

「い、いや別に謝らなくてもいいが……」

　素直に頭を下げられ、フィーネはこれまたおろおろする。そして隣となりのアネットの方を向き、

「……なあ、シスター。お前、『魔王様は根が常識人だから最後は一人を選ぶ』みたいなこと言ってなかったか？」

「……ええ、申しました。確かに申しましたが、魔王様はわたくしの理解を超こえた高みに進化してしまわれたようです……。あと、いつの間にかキリカ様のご許可を得たことになってらっしゃいますね」

　ずっと固まっていたキリカもその言葉ではっと正気を取り戻もどした。

　リオンが爽さわやかに「ああ。さっき皆まで聞かずに許可してくれた。な、キリカ？」と言うと、さぁーと青ざめる。絶ぜつ叫きよう。

「そ、そんなとんでもないことだなんて思ってなかったわよ──ッ!?」

「え、なんか問題あるのか？」

「あるでしょ!?　あれとかこれとか諸もろ々もろとにかく大問題が山積みでしょ!?」

「つまり騎き士しに二言があると？」

「う……っ。ず、ずるい！　その言い方は卑ひ怯きようよ!?　っていうかキミ、ユフィリアに悶もん絶ぜつさせられた時、『ハーレムとか勢い任せの戯たわ言ごとだ』って言ってなかったっけ!?」

「こんな大事なことを勢い任せで言ったら、そりゃ戯言だろ。ちゃんと覚かく悟ごを決めて言わなきゃ駄だ目めだ。絵も人間も気持ちを込めなきゃ伝わらない」

「なんかキリッとした顔で正論っぽいこと言うし……っ。だ、騙だまされないわよっ。どんな真顔で言おうが、常識的にどうかしてるからねっ」

「なら証明しよう。常識なんてものは簡単に覆せる。不可能なんてないってことを」

　右手から光が迸ほとばしり、リオンを包む。魔術文字の刺し繡しゆうが現れて装束を顕けん現げんし、呪じゆ法ほう系のチェーンが伸のびて各種の留め具を構築する。闇やみ夜よの色のマントがたなびいた。

　出現したのは魔王の黒装束。レオナを下ろし、右手を振り上げる。

　作品番号２２２番『月天の雫しずく石いし』、その大たい剣けんの柄つかが現れる。

　作品番号１８９番『収束する妖よう光こう』、その妖光が柄から伸びていく。

　作品番号４０４番『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』、その力が結けつ晶しよう化し、妖光を刃やいばに変えた。

　現れたのは、天を衝つくほどの巨きよ大だいな剣。

　怒ど涛とうの勢いで振り下ろす。斬ざん撃げきの向かう先は、氷のように透すき通った塔とう。ヴァレリアがはっとした顔で振り向く。だが遅おそい。轟ごう音おんを上げて大剣が炸さく裂れつする。

　カッと閃せん光こうが生まれ、大爆ばく発はつが起こった。爆ばく炎えんがヴァレリアとスピカを飲み込み、『暗黒神話』の結界さえ破は壊かいした。師し匠しようが「馬ば鹿かな!?　なんという力だ……っ」と驚きよう愕がくする。

　右手では破壊できないはずの『氷ひよう珠ずの塔』が崩くずれていく。

　まさしく不可能が覆された光景。

　リオンはマントを翻ひるがえして振り返る。真っ直ぐな瞳ひとみが少女たちを見つめた。

「もちろん簡単じゃないことは分かってる。でも信じてくれ。たとえどんな困難があろうとも、この覚悟に不可能なんてない。俺は必ずみんなを幸せにしてみせる！」

　リオンの背後で『氷珠の塔』がついに倒とう壊かいした。絶対不ふ可か侵しんだった監かん獄ごくの中心が崩れ去った。

　その光景を見て、レオナは、アネットは、フィーネは、そしてキリカでさえも思ってしまった。……ああ、この人なら出来ちゃうだろうな、と。

　泣き笑いのような顔で呟つぶやいたのは、レオナ。

「……本当、滅め茶ちや苦く茶ちやな人。リオンに掛かかったら良いいも悪いも一いつ緒しよくたです」

　レオナのそばに膝ひざをつく。

「いつかも言ったろ？　清せい濁だく併あわせ持ってこそ、絵は完成する。世界を守ろうとする意志もみんなと結婚したいという欲よく望ぼうも、どっちも俺の本心だ。それでいいと思うんだ」

　頰ほおに掛かっている髪かみをそっと梳すいた。

「だからレオナ、結婚してくれ。俺と一緒に生きてくれ」

「まったくもう、びっくりするくらいワガママなんだから。でも……」

　言葉の途と中ちゆうで、再び爆発が起こった。倒壊の黒こく煙えんが晴れ、瓦が礫れきからスピカが這はい出してくる。

「は、はは……やってくれるじゃないか」

「まだ生きてたか」

「当然さ。まだ何も終わってない！」

　スピカの周囲に風が生まれた。黒煙が晴れ、黄金のリングを持った球体が姿を現す。神球儀だ。『氷珠の塔』は倒壊したが、神球儀は健在だった。

　四つのリングのうち二つがすでに星ほし屑くずの銀に染まっている。

「どうだい!?　勇者たちの最終兵器は無傷だよ!?」

「砲ほう台だいは砕くだいた。もう発射はできないはずだ」

「だからどうした!?　この場で臨界起動させたらどうなるかな!?　世界全土にくまなく電子を放つことはできなくても、無む作さく為いにまき散らすことはできる。何より君たち全員死に絶えるだろ!?」

　舌打ちし、リオンは右手をかざした。だが一いつ瞬しゆん早く、太陽剣が地面に突つき立てられる。

「もう何もさせないさ！　無様に落下すればいいよ！」

　クリスタルの地面が焼け焦こげ、ヒビが入っていく。一瞬にして地面が割れた。リオンたちの足元に巨大な断だん裂れつが生まれる。まるで崖がけそのものだ。

　足場を失い、キリカが「きゃあ!?」と悲鳴を上げ、皆みな散り散りに落下した。

　監獄全体の飛行魔ま術じゆつのせいか、落下速度は緩ゆるやかだ。しかし為なす術がない。

　ユフィは飛行魔術を持っている。ハイネも贋がん作さくの『蒼そう穹きゆう』を持っているはずだが、クリスタルの瓦礫が降り注ぎ、二人の姿は見えない。

　ただ一人、スピカだけが神球儀と共に滞たい空くうし、リオンを見下ろしていた。

「君には色々驚おどろかされたよ、絵え描かきの少年。でもこれまでだ。君の最大の一いち撃げきでもケラウノスは砕けなかった。そして君の仲間はみんな散り散りに墜つい落らく死だ。でも安心していい。コレも一緒だよ。神様は君たちと一緒に滅ほろびてあげる。さあ、歴史を閉じよう」

　重力に身を任せながら、リオンは静かに右手を掲かかげた。スピカが訝いぶかしげに眉まゆをひそめるなか、瞼まぶたを閉じる。

「……正直、お前の気持ちは分からんでもない。俺も一歩間ま違ちがえば世界を滅ぼしてただろうしな。そういう意味では俺と同じなのはハイネじゃなく、お前だったのかもしれない。神と魔王は紙かみ一ひと重えだったわけだ」

「じゃあ大人しく滅びてくれるわけだ？　君の仲間たちも死ぬしね。共に逝ゆけばいい」

「駄目だ」

　右手を強く握にぎり込む。

「この手には希望がある。滅びより美しいものがここにはある。世界は終わらせない！」

　魔術光が迸った。指先が空中に絵画を描えがく。そのタイトルは、

「作品番号２７５番『伯はく爵しやく夫人の薔薇ばら園にて』！」

　描かれた絵画が人型になっていく。リオンは導くように右手を伸ばした。

「こい、フィーネ！」

　魔術光から抜ぬけ出すように現れたのは、フィーネ・ルウ・ミストレイア。

「ご主人様！」

「馬鹿な!?　どういうことだよ……っ!?」

　両目を見開くスピカ。一方、リオンはフィーネを抱だき寄せる。

　右手は今まで二つの方法で魔術を得ていた。

　一つは『月天の雫石』や『軍神の過あやまち』のように、囚しゆう人じんから魔力を喰らって。

　もう一つは『収束する妖光』や『薄紅でない睡蓮』のように絵画を直接呼び寄せて。

　妖光も睡蓮もすでに宿主は死亡している。ゆえにリオンが呼び寄せている間、『イグリエの絵画目録』から消えているのではと推測されていた。

　では『宿主が生きている絵画』を呼び寄せた場合はどうなるのか。

　結果はフィーネが体現した通り、宿主本人がリオンのもとへ召しよう喚かんされるのだ。

「絵画からの召しよう還かんだって？　そんな力、今までの君にはなかったはずだ。一体いつそんな力を……？　いやいい。不確定要素があるのならこっちも全力で相手をするまでだ！　こい、タイプ・ユニコーン！」

　星屑の光が輝かがやき、巨大な獣けものが召喚された。現れたのは、氷山のような角を生やした一いつ角かく獣じゆう。永久凍とう土ど『氷ひよう壁へきの監獄』を守る、リブラ・ユニコーンである。

　鋭えい利りな角に光が収束していく。ネオフェンリルやロード・フェニックスに比ひ肩けんする攻こう撃げきがくる。リオンは宙を睨にらみ、

「フィーネ、敵はあの一角獣だ！　お前の魔術、今こそ存分に振ふるってやれ！」

「任せろ！　さあ、魔ま獣じゆう共！　我が意に従い、敵を討うて──ッ！」

　薔薇の香こう気きが舞まい、監獄下層からとてつもない数の気配が押し寄せてきた。

　魔獣たちの軍勢だ。

　オークを筆頭にゴブリン、ヒドラ、フレアリザード、サイクロプス、キメラ、それにドラゴン種まで揃そろっている。そのすべてに翼つばさが生えていた。

　フィーネの薬指には指輪が嵌はまっており、宝石部分に『伯爵夫人の薔薇園にて』が映っている。

　今までは『髑どく髏ろの貴婦人が鎌かまを振るっている』絵え柄がらだった。しかし今は『美しい黒くろ髪かみの貴婦人が薔薇園で伸び伸びと空を仰あおいでいる』絵柄となっている。

　リオンが描き変えたのだ。それにより『伯爵夫人の薔薇園にて』は魔獣を統とう率そつするだけでなく、魔獣に飛行能力を付加する魔術となった。地下大聖堂でフィーネ自身が言げん及きゆうしたように、この描き変えは本来不可能なはずだった。そもそも『伯爵夫人の薔薇園にて』には空に関する要素がない。

　だが今は違ちがう。絵画にはなくてもフィーネ自身にその要素がある。

「フィーネ、にやけ過ぎだ」

「う……っ、し、仕方ないだろ！　ご主人様にプロポーズされて、天にも昇のぼる気持ちなんだよっ」

　すぐ横を魔獣たちの軍勢が駆かけ抜け、リブラ・ユニコーンへ殺さつ到とうしていく。体中に張りつかれ、一角獣は攻撃を放てない。スピカが「何やってるんだ！」と怒ど鳴なり、宝剣と太陽剣で駆く除じよしようとする。だが数が尋じん常じようではない。

　ガーゴイルの一体がやってきて、リオンとフィーネはその背に乗り込んだ。瓦礫の雨を避よけながら飛んでいく。リオンはフィーネの腰こしへ手を回し、ぐっと引き寄せた。

「じゃあ、聞かせてくれ。プロポーズの返事を」

「い、今かっ!?」

「今だ。もう我が慢まんできない」

　するとフィーネはわざと焦じらすように目を逸そらした。と言っても、頰をリオンの肩かたへすり寄せている。

「で、でもなぁ。理由はどうあれ私は一度フラれているし？　恋こい人びとにはしないって言われたし？　それにほら、ご主人様曰いわく、私が求めているのは『恋人なんて対等な関係じゃなくて大切に支配されること』らしいし？」

「それは塗ぬり替かえてやる」

　フィーネのあごに触ふれ、ぐいっとこちらを向かせた。

「お前の本質は、俺の色で塗り替えてやる」

　息も掛かる距きよ離りで言った。

「恋人なんてケチなことは言わない。お前のことは俺が一生面めん倒どうみてやる。だから黙だまって俺についてこい！」

「……っ」

　フィーネの頰が朱しゆに染まった。そのまま堪こらえきれなくなったように抱だき着いてくる。

「はい！　一生ついていきます、旦だん那な様ぁ！」

　しっかりと抱き留める。と同時、スピカが矛ほこ先さきを変えた。リブラ・ユニコーンに取りついている魔獣の駆除を放ほう棄きし、新たな神獣を召還する。

　星屑の光が舞い、現れたのは腐ふ敗はいした獣の集合体。

　魔王の城しろ跡あと『死葬兵の監獄』に潜ひそむ、アンデッド・オーガである。

　遠目には蠢うごめく肉の塊かたまりだが、よく見ればそれが何千何万という獣の塊だと分かる。魔獣、神獣、普ふ通つうの動物など、肉の種類に分別はない。とにかくありとあらゆる死し骸がいを寄せ集めた怪かい物ぶつだ。

「フィーネ！　ガーゴイルを旋せん回かいさせろ！」

　ドス黒い溶よう解かい液のようなものが降り注いだ。

　ガーゴイルは軌き道どうを変えるが間に合わない。反射的にマントでフィーネを守る。

「旦那様っ!?」

　左ひだり肩かたに溶解液を浴びてしまった。肩から二の腕うでが焼け焦げ、ジュウと煙けむりが上がる。

　上空でスピカが破顔した。

「油断したね、絵描きの少年！　その溶解液は格別だろ？　こいつはもともとガーディアン製造過程の失敗作だったんだ。でも偶ぐう発はつ的てきに生成するようになった溶解液が殊こと更さら強力で魔王の城跡に置いといたってわけなんだよ。勇者たちですら扱あつかいに困った、ある意味最強のガーディアンだ。観念するがいいよ！」

　肉の塊が蠢き、表面にじわりとさらなる溶解液が滲にじんだ。フィーネの魔獣たちが攻撃を仕し掛かけるも、触れた先から肉にく塊かいに吸収されてしまう。

　リオンはマントのなかのフィーネへ囁ささやきかける。

「お前がやられたらリブラ・ユニコーンが自由になってしまう。アンデッド・オーガの相手は俺がするから、お前は一度距離を置け」

「だが旦那様、肩に傷が……っ」

「問題ないさ。俺たちにはたとえ死体になっても生き返らせてくれるシスターがいる」

　フィーネの顔に理解が灯ともる。

「……まったく。程ほど々ほどにな！」

　フィーネは近くに呼び寄せたコカトリスに飛び乗ると、他ほかの魔獣たちに紛まぎれるように飛び去っていく。

　リオンの乗るガーゴイルは新たな溶解液を避け続ける。だが左肩はどんどん焼け爛ただれていく。それでもリオンに焦あせりはない。指先から魔術光が尾おを引く。描かれるのは、

「作品番号１２９番『虹にじを待つ裸ら婦ふ』！」

　空中に『薄うす絹ぎぬ一枚を纏まとい、虹を待っている聖女』の絵が描かれた。そこから現れたのは赤毛の修道女、シスター・アネット。

　ガーゴイルの飛行中に召喚された彼女は、風圧で吹ふき飛びそうになった。

「あ、あららら!?」

「こっちだ、アネット！」

　手を摑つかむ。途と端たん、ヴェールの下の瞳ひとみが「あ……」と瞬またたいた。

　今までならば、リオンに触れた瞬しゆん間かん、彼女は快感に襲おそわれていた。だが、

「もう魔王様に触れても乱れることはないのですわね……」

　アネットは自力で催さい眠みんを克こく服ふくしている。もう我を忘れたりはしないのだ。

　手を引き寄せ、溶解液から守るようにマントのなかに抱く。

「快感がないと、やっぱり物足りないか？」

「物足りなくはありませんが……少しだけ淋さみしいかもしれません。──っ!?　魔王様、肩にお怪け我がを!?」

「治ち癒ゆを頼たのめるか？」

「かしこまりました！　あっ、でも……」

　アネットの魔術は性的な接せつ触しよくによる『感応治癒』だ。しかし催眠が完全に解けてしまった今、深手を瞬しゆん時じに治すのは難しい。そう気づいた表情だった。

「大だい丈じよう夫ぶ。『虹を待つ裸婦』は描き変えた。君の思うようにやってくれ」

「わたくしの思うように……？」

「そうだ。俺の妻としてさ」

　途端、アネットは目を伏ふせた。ガーゴイルが溶解液を避けていくなか、彼女の手が黒装束をきゅっと摑む。

「……あの、魔王様？　そのお話、もしもわたくしを案じて下さってのことなら、お気き遣づかいは無用です……。キリカ様とレオナ様を両方取りするのは大変素す晴ばらしいことだと思います。それにフィーネ様には魔王様の庇ひ護ごが必要です。ですが、もしもわたくしが仲間外れにならないようにと気遣って下さっているのなら……」

「以前から思ってたんだけどな？」

　黒装束を摑む手へ、そっと手を重ねる。

「アネットは不当に自己評価が低過ぎる」

「そんなことは……」

「それに誤解してるだろ？」

「誤解、でございますか？」

「そうさ。いやまあそれに関しては俺が悪いんだが……」

　降ってくる溶解液を注視しながら、ゴホンと咳せき払ばらい。

「俺が最初に君の告白を断ったのは、一人の女性を選ばなきゃいけないって思い込んでたからだ。それだけだ。それ以外の理由なんてない」

　少し照れくさかったが、はっきりと口にする。

「君はとても魅み力りよく的な女性だ。許されるなら手を繫つなぎたいし、口づけしたいし、抱いてしまいたい。ずっとそう思っていたよ」

　ヴェールの下の瞳が大きく見開かれた。

「それは、あの、まさか……」

「君が好きだ。一人の女性として、一人の男として、俺は君が好きなんだ」

「……っ」

　薄うす紅べに色いろの唇くちびるが震ふるえた。清らかな涙なみだが一ひと滴しずく、つぅと頰ほおを流れる。

　アネットは溢あふれる気持ちを抑おさえるように、顔を覆おおう。

「こんな、こんな幸せを頂いてしまって宜よろしいのでしょうか。わたくしのような者がこんな身に余る幸せを……っ」

「身に余るなんてとんでもない。むしろぜんぜん足りないくらいだ。アネットはいつだってみんなのことを考えてくれてた。自分よりもみんなのことを優先してくれてた。今度は君の番だ。君が幸せになる番だ。そしてできたら俺の手でやらせてほしい。一生懸かけて君を幸せにするよ」

　手を握にぎり締しめ、瞳を見つめた。

「魔ま王おうの修道女としてだけじゃない。俺の妻として、共にこの人生を歩んでくれ」

「リオン様……」

　きゅっと手を握り返し、彼女は微ほほ笑えんだ。美しい涙を瞳に浮うかべて、

「不ふ束つつか者ものですが、末永く宜しくお願い致いたします……っ」

　アネットの両手がリオンの手を包み込む。

「今ならばできる気がします。わたくしの思うようにして宜しいんですね？」

「ああ、頼む」

「ではこうします。……あなたへの溢れんばかりの愛を込めて」

　瞳を閉じ、ヴェールが舞まった。唇が触れ合った。

　貞てい淑しゆくで、乱らで、そして純真な修道女からのキス──それを受けた瞬間、全身が爆ばく発はつ的な魔術光に包まれた。肩の傷が見る間に癒いえていく。まるで時を巻き戻もどしたかのような速度だ。

　そればかりか魔力が何倍にも膨ふくれ上がっていた。ロード・フェニックスを斃たおした時ですら、これほどの高まりはなかった。しかも安定している。素手でドラゴンと戦えそうな魔力を得つつ、リオンはその力を完全に制せい御ぎよできていた。

「これはすごいな……」

　治癒力を高める描かき変えをしたつもりだったが、それ以上の魔術を感じる。

　アネットの絵画は制作者の意図すら超こえた完成度になっていた。

「治癒だけではございません。『虹を待つ裸婦』の新たな魔術は、あなたのありとあらゆる力を強化致します」

　アネットの指先がリオンの唇へつんと触れる。

「強化の源となるのは、わたくしの愛情です」

「ってことは無限だな？」

「はいっ、愛の無限強化でございます」

　すると上空で火花が上がった。スピカが太たい陽よう剣けんを構えている。

「世界の終わりに告白か。このまま滅ほろびるっていうなら、そっとしておいてあげるんだけどね！」

　溶解液と共に、業ごう火かが飛んできた。リオンは右手を真横へ突つき出し、『収束する妖よう光こう』を撃うち放つ。だが一つではない。今までの妖光と同等のものが一いつ瞬しゆんで数百発、同時に放たれた。まるで無数の虹が広がっていくような光景。上空でスピカが肩を竦すくめる。

「大した魔力量だけど、当たらなきゃ意味がないんじゃないかな？」

「そう思うのは、お前に未来が視みえてないからだ」

　告げた瞬間、スピカの顔色が変わった。

　周囲には地表から剝はがれ落ちたクリスタルが落ちてきている。妖光はそれらに反射し、一いつ斉せいに向きを変えた。反射を繰くり返し、その軌道は一点に収束していく。

「こっちにくる……っ!?」

　数百発の妖光がアンデッド・オーガへ炸さく裂れつした。そばにいたリブラ・ユニコーンも巻き添ぞえになり、大爆発を引き起こす。

「スピカ、お前は師し匠しようの魔術すら演算しきったようだが、今の俺の魔力量はその比じゃないぞ？」

　二体の神しん獣じゆうが粉々に焼け落ちていく。スピカはその黒こく煙えんから姿を現す。煤すすだらけだが深手は負っていない。むしろ勝者のような余よ裕ゆうすら滲ませていた。

「なるほど、確かに大したもんだよ。でもさ、もう勝負はついてるんだ。ご覧よ、ケラウノスはすでに臨界に達した！」

　黄金のリングが四つ目まで銀に染まっていた。球体が大きく膨れ上がっていく。

　リオンはマントを翻ひるがえす。

「アネット、俺は上へいく！　フィーネと合流してくれ！」

「リオン様、どうかご武運を！」

　ガーゴイルが旋せん回かいし、リオンは高く跳ちよう躍やく。瓦が礫れきの群れを蹴けって、上じよう昇しようしていく。

　スピカは懐かい中ちゆう時計を高く掲かかげていた。その指が竜りゆう頭ず部分に掛かる。懐中時計が神しん球きゆう儀ぎの起動スイッチなのだ。

「遅おそい遅い遅いっ！　これですべて終わりだ──っ！」

「終わらない。俺たちが終わらせない！」

　一瞬で絵画を描えがく。そのタイトルは、

「作品番号４８８番『霧む海かいの騙だまし絵』！」

　霧のなかで踊おどる舞まい姫ひめ。その絵え柄がら通り、彼女──レオナ・ローズラインは光と戯たわむれるように現れた。絵柄は変えていない。最初に描き変えた『霧海の騙し絵』はすでに最高傑けつ作さくなのだ。

　指示すら必要なかった。レオナは召しよう喚かんと同時に魔術を発動、真っ白な霧が辺りを埋うめ尽つくす。『霧海の騙し絵』の魔術は『疑ぎ似じ石化』。

　心に隙すきを持つ者を霧のなかで拘こう束そくする。そして勝利を確信したスピカは今、確実に隙を持っていた。

「──っ!?　しまった……っ！」

　竜頭を押し込む寸前で、指が止まった。『疑似石化』の魔術に捕とらわれ、動きを封ふうじられたのだ。懐中時計と宝剣が手から離はなれ、スピカは落下していく。

　リオンとレオナはスピカの方を見ていない。手を繫ぎ、二人一いつ緒しよに落ちていく。

「聞かせてくれるか。プロポーズの返事」

「聞きたいですか？　答えなんて分かってるでしょう？」

「聞きたいさ。全力で聞きたい」

「どうしようかなぁ。それじゃあ……」

　柔やわらかく目を細め、

「代わりにもっと大切なことを言ってあげる。あたしにとって、一番大切な言葉」

　どちらともなく指が絡からみ合う。握り合った手を引き寄せ、少女は囁ささやく。

「噓うそだらけの人生だったあたしの、たった一つの本当の気持ちです。あのね、リオン。あたしはあなたを──」

　その瞬間、マントで包み込んだ。強く強く抱だき締め、そして、

「レオナ、君を愛している」

　先に告げた。小さな体がまるで魔術に掛けられたように震え、翡ひ翠すい色いろの瞳が大きく見開かれた。そんな言葉、一つも予想していなかったように。

「あたしを……？」

「ああ、そうさ」

　もう一度、耳元へ囁きかけるように。

「君を愛してる」

「そん、な……そんなの……っ、考えたことない……っ」

　少女の瞳ひとみから涙が流れた。後から後から溢れていく。乾かわいた大地へ雨が降るように。

　リオンはいつの頃ころからか気づいていた。

　自分がそうだったように、この噓つき少女もまた人に愛されたことがなかったのだと。

　だから伝えたかった。この気持ちを知ってほしかった。

「……やっと言えたよ。ずっとずっと言いたかったんだ」

　胸のなかでぎゅっと抱き締める。レオナが顔をすり寄せてくる。

「本当、ひどい人。あたしの人生最大の頑がん張ばりどころだったのに、人生最大の泣きどころになっちゃった……」

　リオンは笑う。この監かん獄ごくにきてから一番の、少年らしい笑えみで。

「やった。レオナを泣かしたかったんだ。ほら、好きな子はいじめたいって言うだろ？」

「ばか。もう本当にひどい人っ」

　何度も胸を叩たたかれる。それから彼女は思いきり抱だき着いてきた。これまでの想おもい全部を伝えるように。

「愛してますっ！　愛してます愛してますっ、あなたのことを愛してますっ！　ずっとずっと愛してました！　これからもずっとずっと愛してますっ！」

　告白を聞きながら、リオンはレオナの髪かみに顔を埋める。

「一緒に生きてくれ。俺は君がいないと駄だ目めなんだ」

「ええ、分かってますよ。ずっと支えてあげます。病やめる時も健すこやかなる時もずっとずっと──あなたの妻として」

　どちらともなく深くキスをする。直後、眼下で業火が舞い上がった。太陽剣だ。体を拘束されたまま、スピカが太陽剣を発動している。

　同時、ついに断だん裂れつの先を通過し、周囲に青い空が広がった。スピカの作った断裂は島を貫かん通つうしていたらしい。太陽剣の炎ほのおは瞬またたく間に広がり、空を紅ぐ蓮れんに染めていく。

　リオンは大剣を取り出すと、落下している瓦礫の一つに突き刺さし、引き寄せた。

「レオナ、ここにいてくれ。奴やつの一いち撃げきを止めてくる」

「地上に戻ったら続きをしましょうね？」

　もう一度、軽く啄ついばむような口づけをし、瓦礫を蹴った。レオナの姿が遠くなり、業火を纏まとったスピカへ近づいていく。

「それが師匠を破った一撃か」

「そうさ。君に超えられるかい？」

　スピカの顔に焦あせりはなかった。神球儀はいまだに臨界点を維い持じしている。スピカが懐中時計を手にすれば、その瞬しゆん間かんに形勢は逆転する。

「４８８番を遠ざけたのは失敗だったね。霧が晴れて体の自由が戻ってきたよ？」

　太陽剣が一いつ閃せん、炎の渦うずがやってくる。だがリオンは目もくれず、

「お前が自由になろうがなるまいが、太陽剣は打ち破る。彼女がな」

　最後の絵画を描く。無論、それは、

「作品番号３５７番『無限煉れん獄ごく』！」

　だがキリカが現れる寸前、酸が降り注いだ。ちょうど『無連煉獄』を描いた空間が滝たきのような酸に飲まれてしまった。

　上空に巨きよ人じんの形をした怪かい魚ぎよが現れている。酸の海『絶海の監獄』を守護する、リヴァイアタンズである。スピカが哄こう笑しようを上げた。

「あはははっ！　何度も同じ手を見み逃のがすと思ったのかい!?　残念だったね！　宝剣の少女は酸に飲まれて死んでしまったよ！」

　だがリオンには動どう揺よう一つない。

「俺はさ、ずっとキリカの背を追ってきたんだ」

『無限煉獄』は永遠の憧あこがれがテーマだ。彼女は迷わず、怯ひるまず、常に正しい道を駆かけ抜ぬけていく。その美しさに見み惚とれていた。ゆえにキリカを抱くことはできないと感じていた。憧れは決して触ふれられないからこそ憧れなのだ。

「でもそんなのは御ご免めんだ。俺はキリカに並ぶ。胸を張って彼女を抱き締しめるために」

　そしてリオンはついに触れられないはずの『無限煉獄』を描き変えた。

「さあ、きてくれ。キリカ！」

　そう名を呼んだ瞬間、上空でリヴァイアタンズの腹が爆散した。次いで炎の渦もかき消える。スピカが「な!?」と瞠どう目もくする。無数の鱗うろこを弾はじき、キリカが現れた。

「飛ひ燕えんの騎き士しキリカ・スワロウテイル！　推参よ──ッ！」

「なんでだ!?　宝剣の少女は絵画の位置に召しよう還かんされたんじゃないのか!?」

　キリカの手には宝剣が握にぎられている。その身は騎士の鎧よろい姿になり、さらには『雷いかずちの礼装化』によって、白き雷を纏っていた。

　リオンの横を駆け抜け、そのままスピカへ突っ込んでいく。宝石のような刀身に星が生まれ、その煌きらめきが結合し、反応し、連れん鎖さし、流星へと生まれ変わる。

　スピカが手をかざす。

「く……っ、コレがアスカロン・ジータを遠えん隔かく操作できるのを忘れたかい!?」

「忘れてないさ。そのための描かき変えだ」

『無限煉獄』の雷は光速を体現する。リオンはそこへさらに色を落とし、『無限煉獄』の光速を超ちよう光速に仕立て上げた。キリカの纏う雷がさらに勢いを増し、その姿がかき消える。速過ぎて見えないという次元ではない。光速を超過したことにより、文字通りこの時空間から消えたのだ。

「な──ッ!?」

　スピカは遠隔操作を行っていた。だがすべては過去に置き去りにされる。

　太たい陽よう剣けんの炎が千切れるように霧む散さんし、スピカの胸が斬きり裂さかれた。キリカはその背後に出現する。リオンは瓦礫を蹴って加速し、キリカに追いついて抱き留める。

「さすがだ。超光速なんて最高難度の魔ま術じゆつなのに、完かん璧ぺきに掌しよう握あくしてるな」

「当然っ。キミが初めてわたしを描いた絵画だもの。あっと言う間に使いこなしたわ」

　キリカはご機き嫌げんな様子で首に摑つかまってくる。

「最初の頃はあんなに描かないって言ってたのに、とうとう描いたわね？」

「ようやく並べたんだ。気持ちも実力も。いつか言ってたよな？　『わたしはこの世界で一番の高たか嶺ねの花だ』って。今なら俺の右手は君に届くか？」

　魔術光を灯ともしたリオンの手。そこへ雷を纏ったキリカの手が重なる。

「届いたみたいよ？」

　ブロンドの髪を揺ゆらし、彼女はふわりと笑んだ。胸が熱くなり、腰こしを引き寄せる。

　途と端たん、「ふあっ!?」と目を瞬いた。

「え!?　え!?　何する気っ!?」

「キスするつもりだが？」

「きすっ!?」

　途端、腕うでのなかでバタバタと暴れだす。

「だめだめだめっ！　そんなのまだ早いから！」

「は？　いやでも結けつ婚こんするんだろ？」

「するけどっ。でもファーストキスはお姉さんが華か麗れいにリードしてって決めてるのっ」

　ふいに上空で炎が瞬いた。スピカが傷を押さえながら太陽剣を掲げている。その切っ先は神球儀へと向けられていた。

「こんな敗北認められるか！　見ていろ！　神球儀を撃うち抜いて無理やりにでも対つい消しよう滅めつさせてやる！　コレは６６６の魔術を持った万ばん全ぜんの魔王と戦ったんだぞ!?　こんなところで敗まけるわけがない！」

「お前を斃たおすのに６６６なんて必要ない」

　太陽剣に集中していく炎を見上げ、リオンは再び絵画を描いた。

「俺にはこの右手と４枚の絵画があれば十分だ」

　それぞれの絵画によって、再び少女たちが召しよう喚かんされる。

　作品番号２７５番『伯はく爵しやく夫人の薔薇ばら園にて』から軍服の襟えりを正し、フィーネが。

　作品番号１２９番『虹にじを待つ裸ら婦ふ』から祈いのりのポーズでアネットが。

　作品番号４８８番『霧む海かいの騙だまし絵』からリボンを舞まわせてレオナが。

　そして作品番号３５７番『無限煉獄』のキリカは傍かたわらで宝剣を構える。

　リオンは皆みなの中心で右手を掲かかげた。

「みんな！　その絵画、その魂たましい、俺に託たくしてくれ！」

　少女たちの背後にそれぞれの絵画が現れる。

「好きに使ってくれ、旦だん那な様。私の心は常にあなたと共にある」

「すべてはリオン様の御み心こころのままに」

「どこまでもお供しますよ。噓も本当もぜんぶあげる」

「見せてみなさい、キミの力を！」

　４枚の絵画が一つに調和していく。モザイク画のように一つ一つが点にはならない。リオンを基点として色が混じり合っていく。そのなかで右手の絵画も出現した。

　作品番号６６６番『魔王』。

　その絵え柄がらはただの黒。どこまでも深い闇やみのような真っ黒だ。だが４枚の輝かがやきによって、美しく色づいていく。新たな色を手に入れ、『魔王』の光が地上へとこぼれていく。まるで在るべき場所に帰るように。スピカが瞠目する。

「なんだ、あれは……っ!?」

　落ちた光がふわりと大地に広がっていく。そして形が刻まれていった。

　描えがかれたのは、天空に浮うかぶ島。鎖くさりから解き放たれた四人の少女と、一人の魔王。

　それは『地上絵』。

　グランデ山脈の麓ふもと、数十キロという範はん囲いに巨きよ大だいな『地上絵』が描かれていた。

「たった４枚で最果ての彼よりも巨大な絵画を!?　一体どうやって……っ!?　おかしいだろ！　絵画からの宿主召還も、恣し意い的てきな描き変えも、そしてあの巨大な絵も！　以前の君にはできなかったはずだ！　それがどうして突とつ然ぜん……っ」

「お前は分かってない。師し匠しようも、そして絵画を生み出したヴェルゼスト自身すら分かってなかったんだ」

「なんのことだ!?　何を分かってなかったって言うのさ!?」

「『魔王の絵画』は人に宿っている。ならばその力は、人と共に成長するんだ！」

『地上絵』から途と方ほうもない光が迸ほとばしった。空を押し上げるかのような莫ばく大だいな光。まるでオーロラのような輝きが天空の島へと向かってくる。その輝きを背に魔王は言う。

「なあ、神様。人を成長させるものが何か分かるか？　絆きずなさ。俺は秘ひめていた気持ちを彼女たちに伝えた。彼女たちはこの気持ちに応こたえてくれた。もう止まらないぞ？　最さい期ごに孤こ独どくな旅を選んだヴェルゼスト、結局愛人止まりの師匠には至れない領域だ。絆を紡つむぎ、心を結び、『魔王の絵画』は進化する。これが始まりだ。ここから俺は、進化した作品群を描いていく！」

　せり上がってくるオーロラのなか、右手でサインを描き、

「魔王ハイレインが始まりの１枚、作品番号００１番──」

　そのタイトルを告げる。




「──『天空監かん獄ごくの魔ま術じゆつ画が廊ろう』！」




　魔術が解放された。オーロラ内部に超光速の光子が乱らん舞ぶする。それにより時空間がズタズタに引き裂かれていく。範はん囲い制せい御ぎよは霧の魔術が行い、光子制御は統とう率そつの魔術が担になっている。その上ですべての力を虹の魔術が無限強化していた。

『時空間の無限崩ほう壊かい』という超大規模魔術。効果範囲は数十キロに及および、特異点の力によって演算予知すら斬り刻む。

　その脅きよう威いに気づき、スピカの顔に緊きん張ちようが走った。逆にリオンは唇くちびるをつり上げる。

「『塔とうの住人』、脱だつ獄ごくの最良の手段を教えてやるよ」

　ついにオーロラが島へ到とう達たつした。

「監獄そのものをぶっ壊こわすことさ！」

「な──っ!?」

　オーロラに包まれると同時、『天空の大監獄』は外装から順に破は壊かいされていった。まずは島の地じ盤ばんが砕くだかれ、地表ではクリスタルの神しん殿でんが粉々になっていく。署長の屋や敷しきや講堂もオーロラのなかへ溶とけるように消えていった。緊きん急きゆう信号を受信し、ミタマたちが地表に出現するもオーロラに触れた途端、確率ごと破壊されて弾はじけ飛ぶ。

　そんななか空に磔はりつけにされた少女たちは無傷だった。統率の光子制御によって、対象を指定している。崩壊するのは敵だけだ。

　スピカは神しん球きゆう儀ぎに業ごう火かを放っていた。だが時空間が崩壊し、その事実はオーロラのなかへ消失した。

『天空の大監獄』が崩壊していく。地上からも観測できるはずだ。数千メートルの高さまで立ち昇のぼり、数十キロに渡わたって広がっているオーロラ。そしてそのなかで砕けていく島の姿が。その終しゆう焉えんのなかでスピカの肉体もまた崩くずれだしていた。

「なぜだ!?　一歩間ま違ちがえば、君も世界を滅ほろぼそうとしたんだろ!?　 君なんてコレと大して変わらないじゃないか！」

　折れかけた太陽剣を振ふり下ろし、業火を叩たたきつけてきた。リオンは右手を掲げ、それを受け止める。キリカたちが手をかざすと、オーロラの一部がリオンの周囲へ集つどった。

　それを纏まとい、ゴッ！　と飛び出す。スピカがぎょっとした顔で斬ざん撃げきを繰くり出した。

「ちくしょう、ここで終わってくれてもいいじゃないか！　君もその娘むすめたちもいずれは寿じゆ命みようで死ぬんだぞ!?　どうせ世界になんの痕こん跡せきも残らないんだ！　だったら……っ」

　拳こぶしと剣が激げき突とつ。オーロラに飲まれ、恒こう星せいの刀身が砕けていく。

「残るさ。残らないわけがない！」

　拳を突つき出して叫さけんだ。

「俺は彼女たちを描く！　その美しさを地上の人々に伝えていく！　俺の描いた絵は残るんだ！　この感動はずっと誰だれかの胸に息づいていく！」

　そして世界を滅ぼしたかもしれない少年は、最後の一いち撃げきと共に告げる。だから、

「俺はこの世界を守り抜ぬく──ッ！」

　右手がついに太陽剣を撃ち砕いた。指向性を持ったオーロラが光の奔ほん流りゆうとなり、スピカの体を駆かけ抜けていく。輝きは神球儀に直ちよく撃げきし、黄金のリングと球体をバラバラに崩壊させた。空へ散っていく神球儀の破は片へんを見つめ、スピカは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「そんな、馬ば鹿かな……」

　その肉体が指先から崩れていく。

「神様は世界を滅ぼそうとして、魔王は世界を必要とするなんて……ひどい喜劇だよ」

　リオンは静かに右手を振り被かぶる。

「そうだな。でもお前にだって違ちがう結末があったかもしれない。俺のように……ほんの少しでもこの世界を好きになれていたら」

　まるで時間が引き延ばされたような一いつ瞬しゆんのなかで、監獄の神は肩かたを竦すくめた。

「……冗じよう談だんやめてよ。コレの存在理由はもう過去にしかないんだ。それ以上でもそれ以下でもない」

「そうか。じゃあ、もう終わらせてやる」

　ゆっくりと近づく拳を見つめ、スピカは弱々しく笑った。

「……ちぇ、敗まけか。いいよ、未来はくれてやる。せいぜい楽しみな、魔王の少年」

「ああ。さよならだ、仮想の神様。この檻おりを壊し、俺たちは未来を生きるよ」

　魔王の拳が光を放ち、少女を塵ちりに返した。

　業火が消え、オーロラが消え、絵画が消え、世界がもとの色を取り戻もどす。

　ふわりと抜けるように風が舞った。リオンの瞳ひとみに飛び込んできたのは青い空。どこまでも広がる、青空だった──。







　その後、半はん壊かい状態だった『天空の大監獄』は本格的に落下を始めた。

　だが付近を飛行していたユフィが合流し、リオンに『蒼そう穹きゆう』を譲じよう渡と。ヴェルゼストすら凌りよう駕がする絵画の運用法を身に付けたリオンによって、監獄を軟なん着ちやく陸りくさせる目め途どが立った。ハイネも左手の『蒼穹』を対消滅のエネルギーで発動し、助力を申し出た。

　現在、リオンが地表の東側、ハイネが西側でそれぞれ飛行魔術を担っている。

　もう一時間もすれば、『天空の大監獄』は安全に地上へ着陸する。

　リオンは右手を掲げ、魔術を操あやつりながら、景色を眺ながめていた。見上げれば空はどこまでも高く、見下ろせばだんだんと地上が近づいてくる。

　キリカは騎き士し姿で同じく景色を眺め、レオナは瓦が礫れきの一つに腰こしを下ろし、アネットは静かに祈り、フィーネは腕を組んでいる。

　感かん慨がい深い時間だった……はずなのだが、唐とう突とつに邪じや魔ま者ものがやってきた。ヴァレリアだ。

　いきりなり空から降ってきたかと思うと、脱獄王は地面を陥かん没ぼつさせてドンッと着地。

『氷ひよう珠ずの塔』を破壊した時に巻き添ぞえにしたつもりだったが、これといった外傷は見当たらない。リオンは思いきり舌打ちする。

「……やっぱり生きてたか。まあ、大たい剣けんは地下大聖堂で一度見せてるからな。お前なら対策してるだろうとは思ったが」

「ふっふっふ、無論だ。一度見せた魔術が妾わらわに通用すると思うな？　だが褒ほめてやろう。妾でなければ間違いなく死んでいた！」

「あわよくば殺す気だったに決まってるだろ。お前だって地下大聖堂で俺たちを嵌はめたんだ。文句を言われる筋合いはない」

「文句など言うつもりはない。褒めているのだぞ？　それでこそ妾の好敵手だとな！」

　機き嫌げんよく大爆ばく笑しようし、ヴァレリアは神しん槍そうを肩に掛かける。

「『塔の住人』は斃したようだな？」

「おかげさまでな。お前は何をしてたんだ？」

「神の鼻っ柱をへし折るという目的は達していたからな。『氷珠の塔』の残ざん骸がいで答え合わせをしていた。やはり妾の理論は正しかった。よって妾は脱獄するぞ？」

「ああ、好きにしろ。二度とこの世界に帰ってくるな」

　脱獄王ヴァレリア・ガレク・ワイズシャットの脱獄とは『異世界への脱獄』である。

　スピカにとってはこの世界そのものが魔術観測のための監獄だった。

　ヴァレリアはそこから飛び出して、あちらの世界へ乗り込んでいこうとしているのだ。

　ヴァレリアは当初、光速を体現するキリカの『無限煉れん獄ごく』を欲ほつしていた。陽子を光速で激突させ、次元の穴を作り出し、異世界へ渡るつもりなのだ。無論、『無限煉獄』は使わせないが、陽子の光速化は地下大聖堂で手に入れた白いスピカが解決するのだろう。スピカの後こう継けい機ならば、より効率的な陽子演算を行うはずだ。

　異世界で何をするつもりなのかは知らないが、出ていってくれるならありがたい。ついでにうっかり対つい消しよう滅めつしてくれれば最高だが、さすがに対策済みだろう。

「ふふ、ではさらばだ。妾はちょっくらあっちの世界を征せい服ふくしてくる。ハイレイン、お前はこっちの世界を征服しておけ。互たがいに万ばん全ぜんを期したところで、二つの世界の大戦争だ。妾とお前の決着はその大おお舞ぶ台たいでつけようぞ！」

「……待て。それは本気で勘かん弁べんしろ」

　とんでもないことを言われて顔が引きつった。

「そうだっ。どっかにローブのクソジジイがいるはずだ。あれは今代最強の魔術師っぽいぞ？　俺よりそっちを斃たおした方がいいだろ？　な？　な？」

「あー、『最果ての魔術師』か。いらんいらん。所しよ詮せんはロートル。妾の兄王と同じ、古い世代の最強だ。最強決定戦は新世代の最強、妾とお前でなければ意味がない！」

「だから勘弁しろっての！」

　全力で拒きよ否ひしようとしたが、どこからともなく黒い鎖くさりが現れて、ヴァレリアの体に巻きついた。そのまま釣つりのように引き上げられ、脱獄王の体は宙を舞まっていく。

「お、そうだ。ルウ」

「は、はいっ」

　名を呼ばれ、フィーネが反射的に背筋を伸ばす。昔の主あるじは空中でニッと笑い、

「強くなったな！　ハイレインを頼たのんだぞ。きっちり魔王に仕立てあげてくれ！」

「ヴァレリア様……っ。はい、かしこまりましたっ」

「かしこまるな、フィーネ！　俺はヴァレリアとの大戦争なんてご免めんだぞ!?」

　抗こう議ぎしたものの、ヴァレリアは高笑いを上げ、空の彼方かなたへ消えていく。

　そうして脱獄王はこの世界を去っていった。見事に言い逃にげされてしまった。がっくりするリオンをレオナとアネットが両側から慰なぐさめる。

「頑がん張ばりましょう。異世界を征服するにしたってだいぶ時間は掛かるでしょうし」

「とりあえず今は皆みな様の無事を喜ぶのがよろしいかと思います」

「ああ、そうだな……」

　なんとか気を取り直そうとしていると、キリカが地平線の方を指差した。

「ねえ、あれってシェリーたちじゃない!?」

　見れば、一機の飛ひ空くう艇ていがこちらへ飛んできていた。どうやら革命軍も無事のようだ。

　レオナがぽんっと背中を預けてきた。アネットが右側にそっと寄り添そってきて、フィーネも左側で肩を寄せた。キリカは一瞬「むむ」という顔をしたが、空気を察し、笑え顔がおで髪かみをかき上げる。

「じゃあ、リオン。締しめの言葉をどうぞ？」

　ああ、と頷うなずく。もう多くの言葉は必要ない。だから厳おごそかに告げる。空と地上の狭はざ間まを見つめ、この瞬しゆん間かんのための一言を。万感の思いを込めて。

「──脱獄成功だ」







　エピローグ




『天空の大だい監かん獄ごく』が墜おちてから数か月後。

　アルヴィレウス王国の片かた隅すみで小さな催もよおしが行われた。

　会場は古い教会。前庭に元・王立近衛このえ騎士団の騎士たちが並び、手作りの紙かみ吹雪ふぶきを振りまいている。祝福の象しよう徴ちようとして白い鳩はとも一いつ斉せいに放たれた。それらの指揮を執とっているのは眼鏡の女騎士である。

　ほとんど朽くちかけていた教会なので、内装の手入れまでは間に合っていない。よって会場はこの前庭である。いささか不調法な段取りになるが参加者たちは気に留めなかった。

　今日この日を迎むかえられたことが何よりの喜びなのだ。

　前庭の最前列には三人の少女たちがいる。レオナ、アネット、フィーネである。

　レオナは『まあ順番的にしょうがないですね』という一応の祝福顔。

　アネットは今回神父役を任されているので『いつでもどうぞ』としゃんとしている。

　フィーネは『ついにこの日がきたのだなぁ』と感慨深げだ。

　飛び立っていく鳩を眺めつつ、フィーネが「そういえば」とレオナへ尋たずねる。

「旦だん那な様の師し匠しよう殿どのはどうしたのだ？　一応、招待はしたのだろ？」

「ええ。リオンは嫌いやがってましたけど、一応あたしが招待しときました。でもまた旅に出ちゃったみたいです。ユフィさんも新しい恋こいを探しに出たみたいですし……あそこの師し弟ていは自由というかなんというか」

「まあ、らしいと言えばらしいな……」

「わたくしもハイネ・ロットアインを招待したのですが、断られてしまいました。セシル様と一いつ緒しよに北部のオーベル峡きよう谷こくに戻るとのことで。これからは左手と対消滅の力をヴェルゼ教の誇ほこりにしていくそうです」

「まあ、ヴェルゼ教は来んだろうさ。むしろよく招待したな？」

「いずれ魔王ハイレイン教に取り込むつもりですので、その先さき駆がけになればと思ったのですが……まだ時間が掛かりそうですわ」

「アネットさん、さらっと取り込むとか……征服する気満々ですね」

　と、そんな話をしているうちに時間になった。

　紙吹雪が舞まうなか、教会の扉とびらが開き、今日の主役が出てきた。

　ウェディングドレス姿のキリカである。

　隣となりではタキシード姿のリオンが手を引いている。

　騎士たちがわっと歓かん声せいを上げた。フィーネは「めでたいな」と目じりを拭ぬぐい、アネットも「お美しゅうございます、キリカ様」とため息をつく。レオナは「やれやれです」と肩を竦めた。

　皆の視線を一身に受け、キリカは心底嬉うれしそうに笑みを浮うかべた。

「みんな、ありがとう！　本当にありがとう……っ」

　輝かがやくような彼女を見つめ、リオンは隣で目を細める。

「綺き麗れいだよ、キリカ。今、君は最高に美しい」

「あら、惚ほれ直してくれた？」

「出で逢あった時から惚れ直し続けてるよ」

　今日はリオンとキリカの結けつ婚こん式である。

『天空の大監獄』の墜つい落らく以後、世界はまだ安定せず、リオンも世界の王には至っていない。当然、重じゆう婚こんの制定もまだだった。だがシェリーの提案もあり、今後の政治的意味合いも含ふくめ、まずはキリカと結婚することに決まったのだ。

　リオンとしても四人同時の結婚式などと無ぶ粋すいなことを言うつもりはない。無理な平等などせずとも、全力で四人を愛せるというのがリオンの自負だ。最初にプロポーズをした相手はキリカなので、それでいいだろうということで話がまとまった。

　アネットとフィーネに異存はなく、レオナも『しょうがないですね』と譲ゆずってくれた。

　ちなみにキリカ本人は恥はずかしがってだいぶ暴走した。具体的には宝剣で海を割ったり山を削けずったりした。しかしシェリー率いる騎士団が総そう攻こう撃げきを仕し掛かけ、リオンが右手の超ちよう大規模術式を開眼して突とつ撃げき、再プロポーズし、どうにか宥なだめることに成功した。

　最終的に地図上から山が三つほど消失したが、人的被ひ害がいはなかったのでギリギリセーフだった。そんな苦労をしつつ、どうにかこうにか迎えたのが今日この日である。

「それでは僭せん越えつながら」

　アネットが階段を上がっていき、二人の間で誓ちかいの言葉を口にする。

「汝なんじ、病やめる時も健すこやかなる時もこの者を愛し、命ある限り尽つくすことを誓いますか？」

「誓うよ」

「誓うわ」

　お互いに頷き、指輪を交こう換かん。そしてついにその時がきた。

「では、誓いのキスを」

　キリカの瞳ひとみがキランッと光った。自分から颯さつ爽そうとヴェールを上げてしまうと、流し目でリオンのあごをクイッと上げる。

「ふふふ、覚かく悟ごはいいわね？　リオン」

「おー、いいぞー」

　もう結婚式らしさなど吹ふっ飛んでいた。

「あのー……キリカ様？　そんな感じでよろしいのですか？　もうちょっと厳げん粛しゆくにした方がよい気が……」

「形式なんてものに意味はないのよ！　重要なのはそう、年上のお姉さんがファーストキスをリードしてあげるっていうこの状じよう況きようなの！」

「いいんだ、アネット。なんか並々ならぬ拘こだわりがあるみたいだから、好きにさせてやってくれ」

「はあ……まあ、新しん郎ろうのリオン様がそう仰おつしやるなら」

　神父役が引き下がったので、いよいよキリカがずいっと顔を寄せてきた。

「ふ、ふふ……そーとーにドキドキしちゃってるみたいね、リオン？　で、でも大だい丈じよう夫ぶだからね？　全部このわたしがリードしてあげるから、あ、安心していいのよ？」

　と言ってる顔は真っ赤で、どこもかしこもぷるぷるしている。

「うん。どう見てもいっぱいいっぱいなのはキリカの方だぞ？」

「う、うるさーい！　いいから黙だまって奪うばわれちゃいなさいっ」

　目をぎゅっと瞑つぶって飛び込んできた。ブロンドの髪が舞い、柔やわらかな唇くちびるが重なり、そして──ガッキーンッと音が響ひびいた。歯が当たった。

「「～～～っ」」

　二人同時に悶もん絶ぜつする。

「痛つぅ……っ。かなり痛いぞ、キリカ!?」

「だ、だってーっ！　目瞑ったら距きよ離り感かんなんて分かんないしーっ」

　前庭はどうしようもない空気に包まれた。乾かわいた風が吹き、紙吹雪が散っていく。

「最後の最後まで壮そう絶ぜつなポンコツっぷりですね、キリカさん……」

「うぅ、わたくし、神父役で気合いを入れておりましたのに……」

「女としてファーストキスがこれってどうなのだ……」

　三者三様の物言いを受け、花はな嫁よめは逆ギレ気味に泣き叫さけぶ。

「しょ、しょうがないじゃなーいっ。だってキスの経験なんてないしっ。みんなだって初めての時はきっとこうなるんだからねーっ」

「いえ、あたしはもう初めてしてますですよ？　アークドラゴンの脱だつ獄ごくの後、キリカさんが刑けい務む作業いってる時に」

「へ!?」

「わたくしも僭越ながら……最後の脱獄の時に空中で」

「はい!?」

「私も脱獄後、大平原を移動中にお願いしたらしてくれた」

「ちょ!?」

　花嫁の顔が猛もう烈れつに引きつる。

「え、じゃあ何、わたしだけ？　初めてだったのわたしだけ!?　──はっ!?　ちょっとみんなまさかと思うけど、キス以上もなんてことは……!?」

　レオナがにぱっと笑い、アネットはぽっと頰ほおを赤らめ、フィーネももじもじと目を逸そらす。

「はい、脱獄成功したその夜に。もうリオンったら一晩中放してくれなくて、ヘトヘトになっちゃいました♪」

「なっ!?」

「わたくしも脱獄後、山間部を越こえる時に。一晩中、描かかれ続けの抱だかれ続けで、天に召めされてしまうかと思いましたわ♪」

「ななっ!?」

「わ、私も一時逗とう留りゆうした街でな。なんか優やさしくてびっくりした」

「なななっ!?　っていうか、手当たり次し第だいじゃないの!?　どういうこと!?　ねえ、どういうことなの!?」

　と、怒ど鳴なられたのはもちろんリオンである。しかし新郎はまったく悪びれない。

「結婚もしない男女が肉体関係を持つのはいかんことだが、結婚する男女が肉体関係なのはいいことだ。俺はいつでも押し倒たおすぞ！」

「なんで胸張ってるの!?　なんでちょっと自じ慢まんげなの!?」

「いやキリカのキスも相当だったからお相子じゃないか？」

「それとこれとは別次元ーっ！」

「うーむ、しょうがないな。だったら──」

　リオンはふわっとキリカを抱だき上げる。ウェディングドレスの裾すそが舞い、軽かろやかにお姫ひめ様抱っこした。

「今から抱こう」

「ふえっ!?」

　そのままリオンはドンッと扉を蹴け破やぶり、教会のなかへ戻もどっていく。キリカは怒いかりもどこへやら、真っ赤になって慌あわてだす。

「ま、待って待って！　いきなり過ぎない!?　ほら、わたしにも心の準備とかあるし、まだ昼間だし、せっかく集まってくれたみんなもいるしっ」

　するとシェリーが「全軍撤てつ収しゆう！」と号令し、見る間に騎き士し団が撤てつ退たいしていく。

「ちょお!?　シェリー!?　なんでっ、なんでそんな空気読むのーっ!?」

「跡あと継つぎは大だい歓かん迎げいです。ハイレイン殿、ご武運を！」

「任せろ。俺はかなり自信がある！　キリカ、元気な子を孕はらませてやるぞ！」

「いーやーっ、おーかーさーれーるーっ！」

　青い空にキリカの悲鳴が木霊こだました。レオナたちも騎士団と一緒に教会から離れつつ、フィーネとアネットが軽く首を傾かしげる。

「ローズライン、ずいぶん素す直なおに撤収するのだな？　飛ひ燕えんの騎士の初夜にはみんなで茶々を入れにいくものだと思っていたが」

「でございますね。わたくしもついに乱れて交わる夜の解禁かと、ひそかに楽しみにしておりましたのに」

「いえ乱れて交わる夜はまだちょっと……。まあキリカさんとこへの乱入は実際考えてたんですけど、でも普ふ通つうに子作りしてもらうのもアリかなって」

　レオナは自分のお腹なかに手をやると、幸せそうに「ふふ」と笑えむ。

「子供はたくさんいた方が賑にぎやかで楽しいですから」

　え、それって……と二人が目を瞬またたくなか、ふいに前方からシェリーの「敵てき襲しゆうーっ！」という声が響いた。同時、無数の馬ば蹄ていが轟とどろいてくる。

　教会の扉がドンッと蹴破られ、蝶ちようネクタイを外したリオンが顔を出した。

「ちっ、せっかくの結婚式だったってのに忙せわしないな！　王都軍も少しは空気を読んでほしいもんだ！」

　その腕うででは脱ぬがされかけのキリカがぜーぜー言っている。

「た、助かったわ……っ。いや助かってよかったかどうか微び妙みようなとこだけど、とにかく戦せん闘とうね！」

　宝ほう剣けんを取り出し、ウェディングドレス姿で華か麗れいに構える。

　すでに前線ではシェリーと騎士団が交戦に入っていた。

　敵はアルヴィレウス王国からやってきた、元老院の王都軍である。『天空の大だい監かん獄ごく』墜落後、王国では元老院の残党が暴走し、力ずくの革命を成そうとしていた。

　それに対し、リオンを頭首とした新革命軍は平和のための戦いを開始していた。

　世界各国でこうした事態は頻ひん発ぱつしている。生き残った看守たちがマティーリを中心に暴徒化していたり、元・囚しゆう人じんたちが『魔ま王おうの絵画』を駆く使しして独立国家を作ろうとしていたり、神を失った世界は様々な問題を抱かかえていた。

　それらすべてを鎮ちん圧あつし、各国を統合しようというのがリオンたちの当面の目標である。

「いくぞ、みんな！」

　右手から魔術光を迸ほとばしらせ、リオンは魔王の黒装束姿になり、馬へ飛び乗った。

　リオンとレオナ、フィーネとアネットが二人乗りし、キリカは一人で華麗に跨またがる。

　指先を一いつ閃せんすると、キリカたちから光が迸り、戦場に巨きよ大だいな『地上絵』が出現した。

　オーロラに包まれ、王都軍が見る間に壊かい滅めつしていく。

　実際のところ、王都軍はまだ理解できていない。世界最強の魔王と妻たちを敵にまわして戦える者など、すでにこの世界には存在しないということを。

　勝敗はほぼ決していた。前線へ馬を走らせながらリオンはふと場ば違ちがいな笑みをこぼす。馬上のキリカが首を傾げた。

「どうしたの、リオン？」

「いや俺の人生もずいぶん色合いが変わったなと思ってさ」

　最初は絵を描くことだけがすべてだった。大切なものなど他ほかにはなかった。

　でもあの監獄で守りたいものができた。大切なものがたくさんできた。

　すると、いつの間にか描くだけでは足りなくなっていた。伝えたいと思った。

　だから戦うと決めた。伝えるべきたくさんの人々と、その未来を、ずっと守っていけるように。

「なあ、キリカ。この右手はちゃんと描いていけるかな？　誰だれかに届くような、美しい絵を」

「描けるわよ。なんだって描けるわ」

　だって、とキリカは柔らかく微ほほ笑えむ。

「キミは未来を思い描えがくようになったもの」

　思わず胸が熱くなった。それはどうしようもなく嬉うれしい言葉だったから。

　リオンは目を細め、「そうか」と笑む。

　前線が見えてきた。右往左往する残党を蹴け散ちらし、戦場のど真ん中へ躍おどり出る。

　右手を掲かかげ、リオンは朗々と告げた。遠い未来まで届くように。

「我が名は魔王ハイレイン！　この世界は俺が平和に導く！　文句がある奴やつはかかってこい！　十万でも百万でも蹴散らしてやる！」

　空は青く、地平線はどこまでも続いている。馬上で右手を掲げた姿は、まさしく絵画のように雄お々おしく凛り々りしい。

　この日を境に世界は統一へと近づいていく。

　後世に名を轟とどろかす、魔王ハイレインと四人の妻たち。その快かい進しん撃げきの始まりだった──。




　　　　◇




　そして。

　長い長い時が経たった。

　魔術世界・統一同盟の首都アルヴィレウスには、今日の平和を築いた立役者たちの記念館がある。人気が高いのはやはり魔王たちの紹しよう介かいゾーンだ。初代魔王であるヴェルゼストから始まり、歴代の魔王たちが紹介されている。

　たとえば三代目。個性豊かすぎる姉妹たちとせめぎ合い、熾し烈れつな後こう継けい者しや争いを勝ち抜ぬいた歴代の紅一点、『永遠の少女魔王』。

　たとえば五代目。ハイレイン教とヴェルゼ教の統一を成し遂とげ、右手と左手を揃そろえた運命の子、『開かい闢びやくの夜天魔王』。

　魔王たちはそれぞれに人々の尊敬と敬意を集めている。

　しかし一番人気はやはり二代目。歴代最強の『自じ称しよう・魔王画が伯はく』だろう。

　彼は偽ぎ神しんによる滅めつ亡ぼうから世界を救い、その後の混乱期にも獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくをし、魔術世界の大統一を成し遂げた。またガレクの武人王と手を組み、異世界からの侵しん略りやく──第１次から第１３８次ヴァレリア侵しん攻こう──を食い止めた英えい雄ゆうでもある。

　一方で数々の異常性せい癖へきを持った好色魔王としての顔もあり、四人の妻を娶めとって生しよう涯がい肉欲の限りを尽つくしたという。そんな彼の制定した『ハイレイン重じゆう婚こん法』は若じやく年ねん層に圧あつ倒とう的てきな支持を受け、当時の社会に深刻な性の乱れを引き起こした。

　しかしそれによる人口爆ばく発はつが三代目時代の文化的・技術的大発展に繫つながっていることは否定しがたい事実であり、今日の歴史家たちは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で『人類史上最悪の悪法だったが、魔術世界にとっては必要な過あやまちだった』と結論付けている。

　このように『英雄、色を好む』を地でいく二代目だが、歴代魔王のなかで最も真しん摯しな絵描きであったことは誰もが知るところである。

　記念館には彼の初期作品も展示されており、この辺りが『自称・魔王画伯』と親しまれてしまう原因なのだが、もちろん才能の開花した中期以降の名作も展示されている。

　たとえば四人の妻たちを描いた作品。

　軍師として腕を発揮する傍かたわら、手芸師としても大成した男装の麗れい人じん、第四夫人の絵画。

　作品番号２７５番『薔薇ばら園に笑みは咲さき』。

　魔王ハイレイン教を興おこし、人々へ無む償しようの愛を注いだ聖女、第三夫人の絵画。

　作品番号１２９番『マザー・アネットの肖しよう像ぞう』。

　生涯彼に寄り添そい、その覇は道どうを献けん身しん的に支え続けた舞まい姫ひめ、本家第一夫人の絵画。

　作品番号００２番『約束』。

　異世界遠えん征せいの折、彼に代わって世界統治までこなした騎士王、元祖第一夫人の絵画。

　作品番号３５７番『飛燕の王』。

　この四枚は『ハイレインの四大名画』として広く知られている。

　またその四大名画以上の傑けつ作さくとして名高いのが、彼が晩年に描いた一枚である。

　懐なつかしい始まりの地を描いた、彼自身と妻たちの肖像。遺作にして最高傑作。

　作品番号６６７番『天空の大監獄の魔ま術じゆつ画が廊ろう』。

　人の弱さや醜みにくさを温かく包み込むような画風は人を惹ひきつけ、首都アルヴィレウスの記念館には常に長ちよう蛇だの列ができている。そう、つまり。




　彼の絵は、今も多くの人々に愛されている──。





〈完〉


















　あとがき




　こんにちは、またはこんばんは、もしくはおはようございます。永なが菜な葉よう一いちです。

　おかげさまでついにシリーズ完結です。最終巻となる今回の内容は『前巻ラストで救出にやってきた師し匠しようと革命軍、それを迎むかえ撃うつ監かん獄ごくの神と神しん獣じゆうの群れ、果たして囚しゆう人じん堕おちした主人公たちの運命は!?』というようなお話です。

　ちなみにお馴な染じみアレなシーンは……レオナ派の皆みな様さまお待たせしました！　今回は魔術無しモンスター無しの真っ向勝負、覚かく悟ご完かん了りようした詐さ欺ぎ師しが本気の授乳プレイを──ゲフンゲフン。訂てい正せい。……訂正？　否いな、我が辞書に訂正の文字など無い！（荒あら波なみざっぱーん）

　さて、今まであとがきはＮＯネタバレできたのですが、最後なので皆様からお寄せ頂いた本作最大の疑問点にＱ＆Ａしたいと思います。ここからネタバレなのでご注意下さい。

Ｑ．結局、どっちがメインヒロインだったん？　とくに一巻。

Ａ．勝った方がメインヒロインです！（ドドンッ）

　……とお答えしようと思っていたんですが、なんやかんや主人公が斜ななめ四十五度に進化してしまって勝敗がなくなりました。なので最終的に一人勝ちした主人公こそがメインヒロインだったということで一つ……ぎゃーっ、すみませんすみません石投げないで!?

　実のところ、当初はキリカ一強の予定でした。しかしいざ一巻を書いてみると、レオナが終しゆう盤ばんで想定以上の覚悟を見せまして。もちろん、『キャラクターが勝手に動き出す』というのはよくあることで、私の場合、構成が破は綻たんしそうな時は丸ごとボツにして修正します。ただこの時はキャラクター自身がだいぶ存在意義を懸かけてきていると思い、応じる形でそのまま書き進めた次し第だいです。結果、一強がダブルヒロインになり、主人公がまさかの三人目四人目も抱かかえ込んで、最終的にこのエンディングとなりました。

　初期の予定からズレまくり、担当様とイラストの八や坂さか先生には多大なご負担をお掛かけしたことと思います。申し訳ありません。そして本当にありがとうございました。お二人がいて下さったからこそ、永菜は書き続けることができました。

　そしてもちろん一番の大感謝は今、読んで下さっているあなた様。リオンたちが最後まで駆かけ抜ぬけることができたのは、あなたが見守り続けてくれたおかげです。ここまでお付き合い頂き、本当にありがとうございました。今この瞬しゆん間かん、あなたの心の中にほんの少しでも彼らの居場所があったなら、これに勝まさる喜びはありません。

　あ。ちなみに現在、新作を鋭えい意い制作中です。現代の正物質世界が舞ぶ台たいとなる予定ですので、宜よろしければまたお付き合い下さいませ。それではまた近いうちに。
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